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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　無き街まち




　鷺さぎ井い丸まる太たは二十五歳さいになった。










「鷺井さん、今日誕たん生じよう日びなんですって？」

　ＰＣのキーボードを打つ鷺井丸太に、向かいの机つくえから同どう僚りようの愛あい田だ早さ紀きが言った。言う間も、書類から目を離はなさず、片かた手てに赤ペンを持って何事か書き込こみをしている。

　薄うすいメイクは夏の新色で揃そろえて、マニキュアは明るいトーンのピンク。安いけれど清せい潔けつな紺こんのスーツとブラウスで、長い黒くろ髪かみはきちんと後ろでまとめられていた。

　事じ務む所しよの中はクーラーの稼か働どう音おんが響ひびき、窓まどの外からはアブラゼミの鳴き声がしている。

　閉しめられたブラインドから漏もれる光は真っ白で、もうすぐ正午の夏の日差しの強さを感じさせる。

　丸太はＴシャツの襟えり首くびをなんとなく掻かいて、少しずれた眼鏡めがねをかけ直した。

「なんで知ってんの愛田さん」

　昼休みまでに手元の資し料りようを入力して、一区切り付けてから食事をしたい。

　あと一枚まいだ。

「え、だって。資料管理してるの私ですもん。昨日用事あって見たら、今日だって」

　早紀はＰＣのモニターから視し線せんを上げずに高速でキーボードを叩たたく丸太を、ちらちら見ながら言う。

「で」

　丸太の短い、問い掛かけとも促うながしともとれる一言に、早紀は丸太の顔を探さぐるように見つめる。

「で、って」

　丸太はキーボードを叩きながら補ほ足そくする。

「いや、だからなんなの、って」

「鷺井さんって話しにくいですよね。言われない？」

「言われるけど」

「直そうよ」

「なんで愛田さんに言われないといけないの」

　早紀は全身が恥はずかしさに熱くなった。なんだか息苦しくて泣きそうになる。

　けれど、続けて丸太は言った。

「それで、何かくれるの。お誕生日おめでとうとか」

　丸太はマウスをクリックして作業を保ほ存ぞんすると、視線を上げて早紀を見て微笑ほほえんだ。

「大きいものなら宅たつ急きゆう便びんにしてくれると助かるけどー」

「そ、そういうんじゃなくって！　福引きで当たったんです、えと、これ」

　ノートの下に入れていた券けんを二枚出して早紀は言う。

「ルーシュ・オ・ルージュの、お食事券……」

「え、フレンチの？　行ったことないや。高いよねあそこ、多分」

「ど、う、ですか？」

　丸太はうん、とのびをして言った。

「お腹なかすいたな。そこ行こうか。ジャケットいるの。ランチなら平気？　所長の借りようかな。愛田さんはそのままで行けるよね」

　早紀はいやそうじゃなくてと言おうとしてやめる。

　せっかくだったら、夜とか、ゆっくり。

　でも鷺井さんのための券なんだしな。

　鷺井さんがそう言うんならな。

「あー、でも、ジャケット着るのあっついなぁ……夜にしようか。一回帰ってさ。予約、八時くらいにとってもらっていい？　それと、そしたらお昼出前。僕ぼく担たん々たん麺めんでいいや」

　早紀は顔を輝かがやかせて言った。

「出前は鷺井さんがやってくださいよ。私もやしラーメン」

「ハイハイ」

　言うと丸太は事務所の電話をとって、短たん縮しゆくダイヤルを押おして言う。

「あースミマセン、森もり川かわ調ちよう査さ事務所ですけどー。出前お願いしますー」

　扉とびらが開いて、入ってきた人物に愛田と鷺井は小さく頭を下げる。

「お帰りなさい」

　声が一いつ緒しよになり、入ってきた人物は扉を閉しめてネクタイを緩ゆるめると、正面の席まで猫ねこ背ぜで歩いて崩くずれるように椅い子すに座すわった。

「暑いよう」

「所長、冷やし中ちゆう華かでいいです？」

　丸太が言って、所長と呼よばれた男ががくがく頷うなずいた。

　所長の森川は今年で三十七歳。調査事務所の所長としては若わかい方だという。

　黒髪はくせっ毛でくるくる巻まいている。すこし長い顔で顎あごには大たい抵てい無ぶ精しよう鬚ひげが生えていて、どうせなら伸のばせばいいのにと言った丸太に、

「みすぼらしいのよね」

　と答え、だったらちゃんと剃そったらいいじゃないですかと丸太は更さらに言ってやったことがある。

　しばらくして来た出前のラーメンと冷やし中華を、応おう接せつセットの椅子とテーブルで三人でずるずる食べながらテレビをつける。

　早紀が雇やとわれたのはこの春からのことで、それまでは丸太と森川の二人だけだった。それまではこの応接テーブルにはおそらく飾かざられたこともなかった花が、今は一輪とはいえ欠かさず生けられている。

　食事を終えて、早紀が食器を洗あらいにフロア共用の給湯室に行くと、丸太と森川はほとんど同時にそれぞれテーブルを挟はさんだソファの上に横になった。

　テレビの中から観客の笑い声が聞こえる。

　しばらくしてから森川が、テレビを見ながら言った。

「鷺井くん、今日誕たん生じよう日びでしょう」

「はぁ」

「これあげる」

　テーブルの上を滑すべるように弾はじかれたビニールに入った何かを受け取って、丸太は苦く笑しようする。

「お茶のペットボトルについてくるフィギュアじゃないですか」

「フィギュアじゃないでしょ、携けい帯たいストラップでしょ」

「ああまぁはい」

　どっちでもいい。

　視みていなかった何かのアニメのキャラクターだ。なんだっけこの犬。犬か？

　考えながら見つめる丸太に森川は耳の裏うらを掻かきながら言う。

「君の携帯ね、寒々しいんだよ。ストラップのひとつもつけなさいよ」

「もらっておきます」

「今つけて今。鷺井くん後でって言うと絶ぜェっ対たいやんないから」

　丸太はごそりと起きるとポケットから携帯を取り出して、ストラップをつけはじめる。携帯電話の穴あなに上う手まく紐ひもが通らない。

「鷺井くん、いくつになったんだっけ」

「二十五です」

「正社員にならないの。待ってるんだけど」

「バイトでいいです」

「オスタスに戻もどるから？」

　また、テレビで笑いが起こった。

　事じ務む所しよの中にはエアコンの音が響ひびいている。

　丸太がなにも言わなかったから、森川も何も言わない。

　森川はテレビを見たまま起き上がると、煙草たばこを取り出して火をつけ、一息吐はき出した。

「それは、ま、ともかくさ。もう俺おれのとこにきて七年経たつんだから、正社員になってもいいんじゃないのって。ま、単たん純じゆんにそれだけの話だよ」

　ストラップの紐がようやく穴に通って、丸太はなんとかストラップをつけた。

「いや。でも。僕みたいなのが社員になったって」

「俺は社員になってくれたら助かるって言ってんだけどー。保ほ険けんとかもさ、いろいろあんのよ」

　窓まどの外では蝉せみの声がする。

　テレビから聞こえるのはやっぱり笑い声だ。

　丸太は顔を上げられない。

「いいんじゃないの、社員。考えておいてよ。二十五って言ったら、結けつ婚こんしてもおかしくない年なんだしさ」

「はい」

　丸太はずれた眼鏡をかけ直した。

　一昨年、作った眼鏡。

　視し力りよくが落ちて、運転に支し障しようが出るからと作った眼鏡だ。

　丸太は五年前に運転免めん許きよをとった。

　車も持っている。

　中古で国産で、よくある銀色の小型車。ローンは払はらいきった。

「午後ねぇ、澤さわ地ちさんの件けんで、張はり込みに行って貰もらえるかなぁ。三丁目のうぐいす邸ていって旅館」

　森川の言葉に丸太は訊きき返す。

「旅館？」

「和風ラブホだけどね。連れ込み宿って言うと情じよう緒ちよ？」

「ブティックホテルって言うとナウいですか？」

「それ、どっちも生きてるの？　言葉的に、ヤングの間では」

「ヤング、は死んでんじゃないですか」

　戻もどってきた早紀が、あ、また二人で遊んでる、と軽く唇くちびるを尖とがらせて言うまで森川と丸太はそんなどうでもいいことを楽しげに言い合っていた。

　食事を終えて丸太が行ってきますと出て行くと、早紀は席に戻り森川も机つくえについてキーボードを叩たたきはじめた。

　しばらく二人は黙だまって仕事をしていたが、ふと森川が視線を上げずに言う。

「鷺井くんってフリーよ」

　早紀は机の上に積み上げていた資し料りようを一気に床ゆかに崩くずしてしまった。

　どういう挙動をすればそうなるのか自分でもわからなかったが、そうなってしまった。

「え、えと。フリーって、えーと、タダってことですか？　それとも蚤のみ？　なんちゃって、あはは、すみません」

　いつも丸太と森川がやっている下らない言葉遊びを真ま似ねてはみたが、我われながら上う手まく行っていないと思った。だって絶対舌したとか回ってないし、笑え顔がおだって浮うかべられていない。しかもなんで腰こしが浮いているんだろう。

「彼女がいないってことさ。まぁおともだちもいないと思うけど」

　ファイルを拾って積み直す早紀に、森川が言う。

「え。嘘うそ。だって鷺井さん知り合い多いですよ。街歩けば色々声かけてくる人たちいるし」

「うん、だから、それは、知り合い。早紀ちゃんは、時間があるときただ一いつ緒しよに呑のみに行くだけの人を友達って言える？」

「いいえ。友達って、うーんと、なんていうかなぁ、こう信しん頼らいできるなんかの感じが大事じゃないですか。それがないと」

「鷺井くんはそれがないのよね」

　ファイルを拾う手を思わず止めて、早紀は森川の顔を見つめる。

　森川は煙草を取り出すと、一本銜くわえて火をつけた。頭の後ろに両手を組んで、椅い子すの背せもたれに身を預あずけた。

「早紀ちゃん、もし鷺井くんが好きならがんばってみてくれない？　壁かべがひとつ壊こわれれば彼ももうちょっと楽に生きられると思うんだよね」

　煙草を銜えた口元が、自じ嘲ちようめいて歪ゆがむ。

「変なお願いだけどね」

　もし、他ほかの誰だれかに同じことを言われたら、きっと早紀は反発した。そんなこと、言われてやるものではないし、余よ計けいなお世話だからだ。

　けれど、森川は奇き妙みような男で、たとえば年ねん齢れいや立場を感じさせない。年上だとわかってはいるが、目上の重じゆう圧あつや威い厳げんはよくも悪くも早紀は感じなかった。

　だからと言って早紀は森川を軽かろんじる気にはなれなかったし、また、そうするべきではないとも思った。

「人の恋こい路じに口出しするのは、ま、大たい概がい野や暮ぼだけど。鷺井くんってほら」

　森川はくしゃみをするときのように顔を歪ませて、くすりと笑った。

「なんかほっとけない気するじゃない」

「そうそう、そうなんですよ。なんですかね。そうだ所長あのあの」

　早紀はまだ床にファイルを残したまま器用によけて、森川の傍そばに早足で歩み寄よった。ちょっと怯ひるむ森川の横で、腰をかがめて視線を合わせる。

「協力してくれませんか。鷺井さんのこと聞かせてください、いろいろ。ギャル目と嬢じよう目め、どっちいいですかねディナー。っていうか、髪かみ、アップとね、もういっそ早そう退たいしてデジパかけちゃって、ピンクの長めのキャミワンピでインパクト狙ねらいもいっかなって。でもそうするとやっぱ、ヘレナルビンスタインのラメかパールの、雑ざつ誌しで見たんだけどあれいいなぁとか、ああどうしよう～」

「ちょっと落ちついて早紀ちゃん。まぁまぁお座すわりなさいよ」

　言われて早紀ははっとして、ファイルをとりあえずどかして自分の椅子を、キャスター音を響ひびかせてひっぱって森川の隣となりに置いて座る。

「えーと、今日、ディナーに誘さそったの？　鷺井くんを」

　早紀は膝ひざに両手を置いて顔を真っ赤にした。なんだか汗あせが噴ふき出る。

　しないよね。普ふ通つうしないよね。女子の方から誘うのなんて。何必死なんだろう私。

「はい、あの、ええと、ディナーのタダ券を、ルーシュ・オ・ルージュって、あそこの」

「タダ券？　すごいね、福引きとかで当たったの？」

「いや、あの、売ってるんです。店頭で」

「買ったの？」

　早紀は頭から湯気が出そうな気分になった。

　しないよねぇ普通。

　何でこんなにがんばっちゃってんだろう。

「……はい……。でも、鷺井さんには黙だまっててください……福引きで当たったって言っちゃったし……」

　森川は眉まゆを跳はね上げて言う。

「一緒に行って欲ほしいから、ごめん、もう買っちゃったんだけどどう？　って言えばいいじゃないのさ、普通に」

「それ普通ですか」

　唸うなるように早紀は訊きき、森川はあっさり答えた。

「アリじゃない？」

「ナシですよ。普通女子の方からは誘わないでしょ」

「ええ、なにそれ。雑誌の特集とかに載のってたの？」

　ニヤニヤと森川が言う。

　その笑えみに何か、艶つやっぽいものを感じ取って早紀は唇くちびるを尖とがらせる。

「所長って、なんですか、誘われること多いんですか？」

「誘ってオーラ出して待たれるより、俺は誘われたら嬉うれしいけどねぇ」

「……確たしかに所長、もてそうですよね」

「長続きしないけどね」

　短く笑って、森川は煙草たばこを取り出して銜えた。

「煙草やめたらもっともてますよ」

「そう？」

　言って森川は煙草に火をつける。

「今いま時どきじゃないですよ。どうぞ」

　早紀は少し離はなれたところにあった灰はい皿ざらを、森川の近くに置いてやった。

「まぁまぁ。副ふく流りゆう煙えんで癌がんになるとか言って、裁さい判ばん起こさないで頂ちよう戴だいね」

「蓑みの崎さきじゃ事じ務むの求人そう多くないからしませんよ。やっと雇やとっていただいたんですから」

「そうそう。がんばってください。でもそしたらあれなのね、今日は定時死守なのね？　それで、鷺井くんも定時なのね？」

　よく考えたら無む茶ちやなことを言っているなぁと早紀は思ったが、この際さいだからと頭を下げる。

「お、お願いできませんか」

「いいよ。行っておいで。鷺井くんにも連れん絡らくしとく。あとね、鷺井くんの好みはとにかく上品で上じよう質しつ」

「えっ。平気でビーサンで歩き回ってるくせにっ」

　いつもの丸太の姿すがたを思い浮うかべて、早紀は驚おどろく。なんだそんなの。なんか図ずう々ずうしい。

「女じよ性せいに求めるものはちがうんじゃない。だから、ギャル目ピンクはナシで、ヘレナルビンスタインはともかくラメもどうだろ。デジタルパーマはいいけど、気き張ばりすぎると彼引くよ。お嬢方面で、清せい楚そで品よく。どうしてもっていうなら、ちょっと高いコサージュでも買えば。小さいの……何してるの」

　話の途と中ちゆうで椅い子すに座ったまま勢いきおいをつけてキャスターで滑すべり、ファイルにつまずいて止まった椅子から素晴らしい速さで降りて、席に戻もどって何かを取って戻ってきた早紀を見て、森川は呆あきれた声を出す。

　早紀はメモ帳とペンを構かまえ、今聞いたことを背せ中なかを丸めて書き込こんでいた。

「メモ取っとこうと思って。続けてください。あっそうだ、鷺井さんのワインの好みとかも」

　森川は煙草の煙けむりを深く吸すい込んで、長く長く吐はき出してから、何度か俯うつむいて瞬まばたきして言った。

「まぁ。……ちょっと落ちついたらどうかな？」







　そんなわけで早紀は持っているうちで一番おとなしめの黒のスーツを着て、それだけでは面めん接せつか葬そう式しきみたいだったので、森川の提てい案あん通り渋しぶいピンクと青の花のコサージュをつけて、ちょっとだけ派は手でに化け粧しようをしてレストランに赴おもむいた。

　丸太に電話で、

「じゃ、レストランで」

　と言われたときには少しがっかりした。

　だって腕うでを組んで店に入りたかった。

　ひとりで席に着くのはなんだか恥はずかしい。

　そう思っていたらお待ち合わせでしたらこちらで、と言われてウェイテングバーに案内された。

　高い椅子に腰こし掛かけ、飲み物の注文をカウンターの中の男性に優やさしく訊かれる。

　カクテルの名前もわからないから、オレンジジュースを頼たのむ。

　男性はかしこまりましたと微笑ほほえんで、少ししてから綺き麗れいな小さなグラスに入れたオレンジジュースを出してくれた。

　そろそろかな、と携けい帯たいを見たら、五分過すぎていた。

　鷺井さんは時間にルーズだから、と覚かく悟ごは決めていたが心細い。

　まわりは場ば慣なれした感じの大人たちばかりに見える。

「愛田さん、お待たせ」

　丸太の声がして振ふり向く。

　驚いて思わず目を見開いた。

　濃こい青のストライプの入った黒のスーツにストレートチップの革かわ靴ぐつ。アイボリーのシャツにはフリルが嫌いやみではない程てい度どについている。そのシャツの襟えり元もとをボタンひとつだけ外し、黒くろ髪かみはきちんと梳とかして、眼鏡めがねだけはいつもの銀ぎん縁ぶちだ。

　驚いて凍こおり付く早紀に、丸太は面おも白しろそうに笑った。

「どうしたの」

「い、いやっ、そのっ」

　目が離せなくなりつつも首を横に振る。

「顔、あかーい。愛田さんって、すぐ赤くなるね」

　からかわれるように言われてもすぐに切り返せない。その間に丸太は早紀の隣となりにするりと腰掛け、

「水を一いつ杯ぱいください」

　と言った。

　カウンターの中の男性が、銘めい柄がらは何がよろしいですか、と訊きいてきたのににっこりと丸太は言う。

「水道水」

















　男性はそれでも微笑んで一度去り、今度はすぐに水の入ったグラスを置いて、別の客の相手をしに行った。

「外暑いよね」

　丸太はそう言って、氷の浮いた水を一気に飲み干ほした。その反った喉のどに少し見入ってから早紀は訊く。

「……どうして水道水なんですか」

「だって、高いだろ。こういうとこの飲み物。おごってもらうつもりで来たんだから、あんまり色々頼たのめないよ。へたしたらそのジュース千円だよ？」

「ええっ!?」

　タダじゃないのか、と、戦せん慄りつして早紀はジュースを見つめる。百ccもなさそうなのに。

「うん、あとね、途中でチーズ勧すすめられるけど、それもだめだよ。別料金だよ」

　丸太が顔を寄よせてひそひそ話す。

　早紀は近づく顔、言われた内ない容ように凍り付いた。

「嘘うそ」

「ほんと」

「鷺井さんなんでそんなこと知ってるの」

「え、だって」

　と丸太は身を起こして水を飲のんだ。早紀は自分の手が追うように少し動いたのに気がつかない。

「尾び行こうとかでかなりいろんなとこ行ったよ。森川さんのお供ともでさ。男二人で色気ないったら。蓑崎ドリームランドの観かん覧らん車しやまで乗ったことあるよ。森川さんと。流石さすがに微び妙みような空気だった」

「ええ、そうなんだ」

　早紀が笑い、ジュースを飲み干すと、丸太は椅子を降おりて早紀に手を差し伸のべた。

「お腹なかすいた。いっぱい食べて帰ろうね。今日はどうもありがとう」

　その手に自分の手の平を滑すべり込ませ、早紀は丸太の顔を見つめる。

　こんな風な気き遣づかいをする男の人を、早紀は今まで知らなかった。

　年上の女の人にでも教えてもらったのかしら。

　そう思ったが、丸太にはつきあっている人はいなさそうだったから、もしいたとしてもずいぶん昔の話なんだろうと思った。








　第二章　依い頼らい人にん




　次の日、なんとなくぼんやりしていた早さ紀きを見て、いつもと変わらず正午に出しゆつ勤きんして来た森もり川かわが丸まる太たを呼んで金を渡わたした。

「鷺さぎ井いくん、これでお昼ご飯買ってきて。俺おれ、豚ぶた丼どんでいいや。早紀ちゃんは？」

「あ、えと、なんでもいいです」

　はいわかりましたと丸太が出て行けば、森川はすかさず早紀を呼び、早紀は床ゆかを蹴けって椅い子すのキャスターを鳴らして森川の横に移い動どうした。

「どうだったの」

　森川の質しつ問もんに、早紀はがっくりと肩かたを落とす。

「たのしいひとときでしたぁ」

　言葉と裏うら腹はらに、早紀の声は暗い。森川も溜ため息いきを吐つく。

「それで終わっちゃったのか」

「私、部屋ものすごい気合い入れて片かた付づけておいたのに」

　それは残念だったねと言っていいか悪いか森川は迷まよった。

「まぁ、でも、次の約束とか」

「したかったんですけど。……なんか、にこにこ流されちゃって」

「ああ、うん……誤ご魔ま化かすときの鷺井くんの技わざだよね」

「脈、ないのかなー」

　早紀は深く長く溜息を吐く。

「なんかねぇ。鷺井さんと話してると、私が立ち入れない部分があるなって感じちゃって。そうするとなんか寂さびしくなっちゃって……」

　その言葉に森川は黙だまり込んだ。少しの沈ちん黙もくのあとで頭を掻かく。

「まあ、うん。そういうとこあるよね。……仲良くなっていけば、そういうのも話してくれるんじゃないの？」

「所長、知ってます？」

「俺が言ったら駄だ目めでしょう」

　ですよねぇ、と早紀は言って長く溜息を吐くと、お茶を淹いれに部屋の外に出た。







　外に出たら、熱線というのがふさわしいような白い日差しだ。事じ務む所しよのある狭せまい路地を抜ぬければ、二車線の道路だ。行ゆき交かう車で排はい気きガス臭くさかった。

　丸太は、さんざん見た街の風景を今日も油ゆ断だんなく見回して歩く。

　どこかに忽こつ然ぜんと、アーバーズが現あらわれないかと。

　アウレカは来て欲ほしいときには現れない。

　あいつなら、僕ぼくがゲームから外されてたって、なにか裏うら技わざでも使って来そうなのに。

　ビーチサンダルの底が溶とけそうなアスファルトを踏ふんで歩き、この先の角を曲がればいつもの弁べん当とう屋やだ。

「こんにちは。豚丼と、海の苔り弁べんと、日ひ替がわりレディースランチ弁当一個こずつ下さい」

　馴な染じみのおばさんにそう言って、先に会計をすませて路上に置かれた椅子に座すわる。

　あたりの様子に視し線せんを向ける。

　アーバーズか、アウレカか、誰だれか、カード使いか、誰か。誰か。

　けれど夏で眩まぶしくて、目をつぶって俯うつむいた。

　薄うすく目を開けば自分の影かげが足あし下もとに黒い。

　蝉せみの声と車の音。他に客はない。風もない。蝉せみの声が降ふる。雨みたいに。身体からだを叩たたくような気さえする。

　疲つかれた。

　だって、七年経たった。

　オスタスから着てきた服はもう入らない。

　あれからまた少し背せが伸のびて、体型だって変わった。

　あのころは、まだ少年だったんだなと思う。

　今は、どこからどう見てもそうは見えない。

　おっさんとは言わないが、青年だろう。

　森川は丸太の何が気に入ったのか、ずっと雇やとってくれている。

　必死で働いた。何度も失敗した。森川は苦く笑しようするだけで済すませてくれて、ずっと雇ってくれている。

　愛あい田ださんも、いい人だ。

　多分僕を好きでいてくれてる。

　街を歩けば何人か、顔見知りが声をかけてくれるようになった。

　オスタスに行く前とは、何かが違ちがっていた。

　多分、丸太自身が違ったのだ。

　目の前の道路に、信号待ちの車が止まる。ふと目を上げて、見るともなく車内を見る。

　助手席の女じよ性せいが身体を捻ひねって、後部座ざ席せきにつけられたチャイルドシートの子こ供どもに何か笑いかけて話す。信号が変わると、運転席の男性が車を出した。

　丸太はそれを見つめて、目を細める。

　結けつ婚こんして。子供が出来て。老ふけて死んで。

　ここでそうやって、やっていくのかな。

　そう考えるとぼんやりする。頭に霧きりでもかかったように、何も考えられなくなる。

　眼鏡めがねをずらして手のひらに顔を埋うずめて、背中を丸めて溜ため息いきを吐ついた。

　森川や早紀の前では決してしない。

　涙なみだも出ない疲ひ労ろうをなんとかやり過すごすために溜息を吐いた。

　絶ぜつ望ぼうじゃない。

　こんなのはまだ。

　まだやれることはきっとある。

　絶望なんかじゃない。

　でも疲れた。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　セミの声に混まじって、男の声が落ちてきた。

　すまないが、君。

　雨の音と一いつ緒しよに言われた誰かの言葉を思い出した。消えかけていた火に、風が当てられたときの激はげしさで強く思い出した。

　弾はじかれたように丸太は顔を上げる。

　太陽を背にして影にしか見えない。

「え」

　影は髪かみをかき上げて言った。

「具合悪い？　顔色が」

　目が慣なれてくれば、影は青年だった。丸太と同じ年ほどの。ワイシャツにネクタイで、スーツの青年だ。整った容よう姿しで、優やさしげだった。

「あ、いえ、平気……。平気。うん」

　丸太は片かた手てで顔をこすると眼鏡をかけ直し、立ち上がる。

「そう。それならいいんだけど。……ついでで悪いんだけど、森川調ちよう査さ事じ務む所しよって知ってるか？　番地が、ええと……」

　メモかなにかを探さがしてポケットに手を入れる男に、丸太は言う。

「ああ、判わかりにくいんだよね、行こう」

「え？」

　男はきょとんとした。

「お弁当出来るまで、ちょっと待っててくれる？」







　男は才さい谷たに信しんと名乗った。

　歩きながらの雑ざつ談だんの中、丸太と同じ年だとわかった。

　何か、敵てき意いのようなものを感じたが面めん倒どうになって無む視しをする。

　それより、気になったのはさっき思い出した言葉。

　雨の中言われた言葉。

　誰にいつ言われたのだったか。

　才谷を事務所に連れて行くと、才谷の纏まとう空気が一気に冷えた。

　森川を一目見て冷えた。

　森川はそんな様子を気にもかけず飄ひよう々ひようとした態たい度どを崩くずさない。

「ご依い頼らいの方？　どうぞ」

　応おう接せつセットに促うながす森川に丸太が言う。

「お弁べん当とう食べてからじゃ駄だ目めですか所長」

　だって冷えちゃうし。

　丸太がそう言ったら、早紀と才谷が信じられないと言う顔で丸太を見たが、森川だけは驚おどろきもせずに答えた。

「お客さんはお昼は食べました？」

「い、いや、まだ」

　当とう惑わくする才谷をよそに、森川が言う。

「早紀ちゃん、お皿とお箸はし出して」

「えっ!?」

「遠足の時とかさー、お弁当忘わすれて来た子によくやるでしょ。あれやろうよ」

　呆ぼう然ぜんとする才谷を無視して作業は行われ、やがて才谷の前には湯気を立てる豚ぶた丼どんと海の苔り弁べんとレディースランチ弁当の混こん合ごう物ぶつが供きようされた。

　供したのは早紀で、

「すみません、ほんと」

　と小さな声で言ったが森川と丸太は、やれお腹なかすいただの、日ひ替がわり幕まくの内の方がよかったかなだの、昨日のサッカー視みましたかだの言いながら、箸箱から自分の箸を出している。

　三人でいただきますと言って、才谷もつられていただきますと言って頭を下げた。

「ほんで、ご依頼の向きはなんですか」

　豚丼をかっ込こんで、お茶を一口飲んだところで森川は言い、才谷は慌あわてて口の中のものを飲み込み、手で口元を隠かくして言った。海苔弁の一角が消えていた。

「人捜さがしです」

　森川はまた茶を飲んだ。

「俺の腹はら違ちがいの妹を捜して欲ほしいんです。渚なぎさを」

　丸太は箸を止めて、身体からだを硬こう直ちよくさせ、才谷の顔を見つめた。

　森川は、茶が渋しぶかったように鼻に思い切り皺しわを寄よせた。

　早紀は空気が変わったのは判ったが、それはともかくからになった土ど瓶びんにポットからお湯を入れた。







　才谷信は蓑みの崎さきには住んでいない。

　自分で妹を捜してたどり着いたのが蓑崎だという。

「ここで足取りが途と絶だえてるんで、だったら現げん地ちの興こう信しん所じよに頼たのむのが近道だと思って」

　今いま更さらながら差し出された顧こ客きやくカードに、書き込んでいく彼の現住所は少し遠い都会だ。

「……全員で俺の手元を覗のぞかないでくれないか」

　丸太と早紀と森川は、口々にああすみませんとか何とか言って浮うかしていた腰こしをそれぞれまたソファに下おろした。

「俺なりに調べた調査書がこれだ。素人しろうとだから出来はわからないけど」

　才谷はジャケットの中から長方形の封ふう筒とうを取りだしてテーブルの上に置く。

　森川は失礼、と言って封筒から五枚まいほどのＡ４サイズの紙を抜ぬき出すと広げて読む。

「これは、預あずからせてもらっても？」

「いいですよ」

　丸太が横から訊きいた。

「……あの、ここは、どこで知ったんですか？」

　フン、と才谷は鼻を鳴らし、面おも白しろくもなさそうに言った。

「タウンページで」

「広告も出してないのに？」

「安そうだと思ってね。広告がないほうが」

「早紀ちゃん、料金表お出ししてー」

　森川がそう言って、早紀がファイルの中から料金表を取りだして才谷の前に置いた。

「料金、こうなっております」

　森川の言葉に才谷は眉まゆをひそめる。

「……あんまり安くないな」

「はぁ」

　すいませんとも続けず、森川は間の抜けた声を出す。

「それで、どうしましょう？」

「……基き本ほん料金はわかった。これでいい。成功報ほう酬しゆうは、まぁ……成功したらね。持ち合わせはあるから」

「今はどこにお泊とまりなんですか」

　森川の問いに、才谷は面めん倒どうくさそうにこめかみを掻かきながら答えた。

「駅前のウィークリーマンション」

「そちらのご都合がよろしければ少々検けん討とうしまして、明日またお電話させていただきます。よろしいですか？」

「はい」

「遅おくれましたが、私の名めい刺しです。携けい帯たい番号も併へい記きしてますからいつでも」

　森川は名刺を出し、才谷はそれを受け取って、一いち瞥べつするとポケットに入れた。そして二言三言の挨あい拶さつの後、それではと言って立ち上がり、部屋を辞した。

　早紀はふう、と緊きん張ちようの解とけた息いきを吐き、森川は才谷の持ってきた報告書を読む。

　少ししてから丸太は、

「忘れ物届とどけてきますよ」

　と言うと緩ゆるく駆かけ出した。

　エレベーターを待たずに階かい段だんを二段抜かしで飛ぶように駆け下り、暑い路地に出て、右左と首を巡めぐらせれば弁べん当とう屋やに出る方角に才谷の後ろ姿すがたがあった。

「才谷さん！」

　言って追いかけると才谷は足を止めて待った。

「なんだ」

　追いついて、名刺を渡わたす。

「……僕、鷺井丸太っていいます。これ、僕のケー番。アドレスも。仕事終わったら電話していいですか。よければ一いつ緒しよに夕食とか。いい店あるんで」

　才谷は眉根を寄せて軽く顔を突つき出した。

「ナンパ？」

「才谷さんゲイなんですか。流石さすが都会っ子ですね。僕違ちがいますからね。そうじゃなくて、ちょっと訊きたいことがあって」

「突っ込みたいところが三カ所あったけど流してやるよ」

　丸太はにっこり笑った。

「最ッ高の中ちゆう華かをおごりますよ」







　それで、才谷は何な故ぜか鷺井家でカップヌードルを啜すする羽は目めになった。







「鷺井さん。いい店って？」

　Ｔシャツとチノパン、サンダルという格かつ好こうで、丸太の電話による案内のままここにたどり着いた才谷は、うんざりした気分で丸太に訊きいた。

　丸太は才谷の前にカップヌードルと箸はしを出し、氷を入れた水を出した。

「うちうち。ここここ。あー、明あか石し家やさんま視みます？　それともニュース？」

　よいしょ、と座ざ布ぶ団とんに座すわって丸太は言い、座ざ椅い子すに座らせられた才谷は、とりあえず答える。

「じゃ、ニュース……。いや、ほかのないの。なんか」

「あとアニメと、実録警けい視し庁ちよう二十四時と、なんだっけ、大家族奮ふん闘とう記き七十日。あと教育」

「じゃ、ニュース」

　丸太はチャンネルを変え、三分経たったとカップヌードルを開ける。

「最高の中華？」

　はァ？　とばかりにカップヌードルを開けた才谷も、箸を取った。

「ま、僕的にはね。足りなかったらいいですよ、どっか店に飲みに行っても」

「足りるわけねぇだろこんなんで。見てろ、いいか」

　才谷は丸太の目の前で、三口でカップヌードルを食べきり、スープも飲んでしまった。

「わぁすげぇ」

　丸太はラーメンを啜りながら言う。

「お前は足りるのか？」

「まぁ、飲みに行くならつきあえる程てい度どには足りませんけど」

　ふん、と才谷が鼻を鳴らす。

　それから家の中を見回した。

「家族とかいるのか？　あと、敬けい語ごはいい」

　うん、と丸太は頷うなずく。

「いないよ。ここの家は親のだけど、海外で暮くらしてて、僕ひとり。兄弟もいないし、動物も飼かってない」

「家、でかいのにな。寂さびしくないか？」

　言われて、丸太は才谷を目を細めて微笑ほほえんで見つめる。

「才谷さんは、家族と仲良かった時期あるんだね。そう思うなんて」

「いや、普ふ通つうだろう」

　丸太はラーメンを啜って、テレビの音量を下げて言う。

「寂しいと思ったことはなくて。この家で一家で暮らしたこととか、あったかなぁって感じだし……。才谷さん、才谷さんの話って訊いていいの？」

　才谷は頭を掻かくと何かを取り出そうとしてから丸太に訊いた。

「煙草たばこ、いいか。灰はい皿ざら」

　あったら、と才谷が言う前に、丸太もラーメンを食べ終わって、自分と才谷のカップラーメンの容器と箸を持って立ち上がり、キッチンの棚たなからステンレスの灰皿を取り出すと、才谷の前に置いた。

「吸すうの？」

　才谷に訊かれ、腰こしを下ろさず台所に戻もどり、缶かんビールを冷れい蔵ぞう庫こから出した丸太は視し線せんを向けずに答える。

「ううん。僕は吸わない。たまに所長が来るから置いてある」

　所長ね、と才谷は鼻に皺しわを寄よせていい、煙草を銜くわえて火をつけた。

　丸太は戻ると缶ビールをテーブルに二本置いた。

「……飲みに行くんじゃねぇのかよ？」

「缶ビール飲んでから飲みに行ったっていいじゃない」

　才谷は煙草を持ったままの手で缶ビールのプルトップを開けると、喉のどを鳴らして飲み始めた。丸太は二口ほど飲んで、才谷を見つめる。才谷が缶を口から離はなさないので、まさかな、とは思いながら見守った。

　才谷はあっさりと一本缶ビールを飲みきってしまい、事も無げにテーブルの上に缶を置いた。

「んじゃ飲みに連れてけ」

　唇くちびるを親指で拭ふいて才谷は言い、煙草を一口吸ってもみ消すと立ち上がる。

「僕がまだ飲みきってないんだけど」

「んじゃ早くしろ」

「……言っとくけど、勘かん定じようは割わり勘だからね。この場合は、僕は僕が飲み食いした分だけ、才谷さんは才谷さんの飲み食いした分だけだからね。二分の一じゃなくて」

　立ち上がったままの才谷は口の中で何か毒づく。

「行き先は酒のあるコンビニにしよう。で、ここで飲む。案内しろ。洗あらいものは手伝うから」

「才谷さん、お金ないの？　持ってる風なこと言ってたのに」

「当たり前だ。休きゆう職しよくして渚捜さがしてるんだから。ウィークリーマンションもバカになんねぇしな。けどまぁそっちへ支し払はらう金は持ってるよ。手をつけるわけにはいかないだけで」

　ああそう、と丸太はビールを飲んで言った。

「んじゃここ使えば。合い鍵かぎないから作らなきゃいけないけど」

「は？」

　驚おどろく才谷に、丸太はテレビを消して缶ビールを持ったまま立ち上がる。そしてリビングを出て階かい段だんを上る。

「今夜はウィークリーマンション泊とまってさ。明日までに掃そう除じして、布団乾かん燥そう機きかけておくから。っていうか、今布団乾燥機かけるから手伝ってよ」

「なんだそれ、俺おれが手伝うの!?」

「だってひとりでやるの面めん倒どうだもん。布団重いし」

　才谷は困こん惑わくしたが、口座の残高が心細いのも確たしかだったから、とりあえず丸太の後に付いて階段を上がった。







「と、いうことで、才谷さん僕の家に泊めることになりました」

　次の日、事じ務む所しよで森川と丸太と早紀の三人がそれぞれの席についたところで丸太はそう言い、その報ほう告こくに早紀は表ひよう情じようを凍こおり付かせた。

「ああそう。いいんじゃないの。鷺井くんち部屋余あまってるしね」

「所長もしばらく住んでましたけどね」

「その節はどーもお世話に」

「いえいえ」

「合い鍵返そうか」

「いいですよ。どうせ家や捜さがししなきゃ出て来ないんでしょ」

　二人が交かわす言葉に早紀はいちいち驚いて身体からだごとそれぞれの方を向いた。

「なっ、なんですかそれっ」

　私だって鷺井さんちに行きたいのに。あっでもお泊まりとかまだ早いかなっ。でも成り行きだよねそんなのねと早紀の思考は一気にそこまでいったが、丸太は苦く笑しようして肩かたをすくめた。

「なんか変？」

「いや、変じゃないですけど、私も鷺井さんちに住みたいなぁ」

　思ったことが口からそのまま出てしまい、聞いていた森川は飲んでいたコーヒーに噎むせた。

「うーんうち下宿じゃないからなぁ。それに愛田さんが住むなら僕出なくちゃいけないよね、家。女じよ性せいなんだしさ」

「いやいやそれ変だからおかしいから」

　それじゃ全く意味ないからと早紀は首をぶんぶん横にふる。

「うん、だからごめんね」

　丸太は苦笑してそう言った。

　ようやく咳せきが治まった森川は、ティッシュで口元を拭ふくと息を整えてＰＣの画面を見て言った。

「えーっと、久ひさしぶりに三人朝に集まったから今の仕事確かく認にんします。才谷さんのは検けん討とう中、でも多分受けます。あと斉さい藤とうさんの素そ行こう調ちよう査さと澤さわ地ちさんの浮うわ気き調査と、青あお井いさんとこの家出人捜し。近こん藤どうさんとこの猫ねこ探し、中村さんのストーカーの件けんってどうしたんだっけ」

　丸太がメールを確認しながら返事をする。

「ガード・プレジャー社に丸投げしました」

「はいはい。あと俺が個こ人じん的に二つほど請うけ負っていて、もうすこし調査進んだら参加してもらう予定でーす。と、いうとこで手の空すいている時にはデータ整理とかやっといてくださーい。以上。よろしくおねがいしまーす」

　はーいと早紀と丸太が言った。

　丸太はけれど、才谷の話で頭がいっぱいだった。

　渚。

　渚を捜しているんだ。




　僕もだよ、才谷さん。

　渚をずっと捜している。

　ナギサ。

　さんずいのアレ。

　ヤマンバコギャルだったことのあるナギサを。








　第三章　ナギサと信しんと猫ねこちゃんと




　ＰＣ作業が一いち段だん落らくすると、丸まる太たは、

「じゃぁ今日僕ぼく探たん索さく担たん当とうします。流れ次し第だいで適てき当とうにしますんで、随ずい時じ連れん絡らくしますね。定時の連絡お願いします」

　と言って立ち上がった。

「うんうんはいはい」

　森もり川かわはそう言って煙草たばこに火をつける。

「今は愛あい田ださんがいるからいいけども、所長だけだと定時も何もないからなぁ」

　ぼそりと丸太が言って、早さ紀きが、でしょうねと答えた。

　森川は聞き流した。







　外に出れば今日は曇くもりだった。でも暑い。

　探さがさなくてはならないのは近こん藤どうさんちの黒猫一匹ぴきと青あお井いさんちの人間がひとり。

　人間はおっさんで、黒猫は美形だ。猫を探そう。

「探たん偵ていさん」

　暑さにふらふら歩いていた丸太に、走ってくる足音と共に声がかけられた。

　金魚柄がらのワンピースで、麦わら帽ぼう子し。細い三つ編あみのあちこちから細い髪かみの毛が出ている。

「ユリカちゃん」

　丸太の知っている子だった。近こん藤どう遊ゆ璃り香かという子だ。

　画数の多い名前だったから、頭の中ではカタカナで呼よんでいる。

　目がまん丸で鼻が上を向いている顔つきだ。美人というのではなかったがかわいらしい顔つきだった。

「僕、探偵じゃないよ」

「こうしんじょ、のひとだってママ言ってたけど……パパは探偵さんだって言ったよ」

　ユリカのパパはロマンチストらしいなと丸太は思い、その場にしゃがみ込むとユリカと目線を合わせた。

「まあ、昔名探偵だったことはあるけど、内ない緒しよだよ」

　唇くちびるの前に一本指を立てて言う。

　ユリカはうふふと笑って頷うなずく。

「シロ、見つかった？」

















「まだ」

　シロ、は今探している黒猫だ。白足た袋びだからシロと言う。

　しゃがむとアスファルトが近くて余よ計けい暑い。うっかり日向ひなただ。蝉せみの声が背せ中なかに降ふってくる。

「一生懸けん命めい探してるんだけどねぇ。ユリカちゃんちのまわりにいない？」

「いないのー」

　唇を尖とがらせてユリカは言う。俯うつむいた頬ほおが不安げだ。

「あのねーたっくんがね、死んじゃったんじゃないのっていうの。シロ、戻もどってくるよねぇ？」

　その可か能のう性せいはなくはない。今まで請うけ負った何件けんかの動物探しでは、後味の悪い思いもしたことはある。

　丸太はおそらくまだ死の意味もわからないユリカに言った。

「わかんないけど、一生懸命探してるから。ユリカちゃんは、シロがいなくてもちゃんと遊んで、ちゃんとごはん食べて、ちゃんと寝ねないと、シロが帰ってきたとき心配するでしょう。だからがんばってね？　僕と約束出来るかな」

　ユリカは頷いた。

　二人で指切りげんまんをした。

　丸太はユリカを家まで送っていって、それから携けい帯たい電話を取り出し、昨日入力したばかりの才さい谷たにの名前を画面に出してコールした。

　ほどなくしてはい、と才谷が出る。寝ぼけた声だった。

「あ、信？」

　住じゆう宅たく地ちの木こ陰かげで、蝉の声の中から相手の声を拾う。

『馴なれ馴れしい』

「丸太って呼んでいいよ」

『……鷺さぎ井いさん、なんですか』

「何で敬けい語ごなの、信」

『だからなんでそんなに馴れ馴れしいんだよ』

　苛いらついた様子の才谷にも丸太は怯ひるまない。

「昨夜一日飲み明かした仲じゃない。年も同じだし、いろんなこと聞いたしね。ああ、うん、いや、僕だって信が腹はら違ちがいの妹の渚なぎささんのことが好きだなんて口外する趣しゆ味みは」

『何の用なんだよ丸太』

　案外素す直なおだ。

「朝ご飯まだだろ。ブランチと洒落しやれない？　駅前の噴ふん水すいのとこで待ち合わせ。三十分後に」

　丸太はそう言って電話を切った。

　昨夜は結局、渚の話はあまり聞けなかった。

　失しつ踪そうしたという経けい緯いも。

　ただだらだらとテレビを見て酒を飲んで一緒につまみを作ったり、後あと片かた付づけをしたりした。

　昨夜はそれでいい。

　話すにしても、気持ちの距きよ離りの遠近で、内ない容ようはがらりと変わる。

　同じものを飲み食いするのは、手っ取り早いやりかただ。

　丸太自身はそれをしたところで、相手との気持ちの距離は縮ちぢまりも離はなれもしないが、それが効きく人種というのは確たしかにいて、才谷はそれだ。さっきの電話でもわかる。酔よった弾はずみとはいえ大事な秘ひ密みつを話したことでも。

　そんなわけで噴水の前で待ち合わせて、駅の近くの少し高級な料りよう亭ていに連れて行った。

　個こ室しつに入れば別世界だ。

「……何で男二人で個室でランチなんだ」

「奢おごるから」

　先付けと一緒に出された冷酒に口をつけて、丸太は口の端はしを上げる。

「渚のことか」

　才谷は先付けに箸はしをつけて訊きく。丸太は軽く首を傾かたむけて話を促うながした。

　少し逡しゆん巡じゆんしてから才谷は言う。

「……まぁ、森川……だっけ。あんたんとこの所長」

「うん」

　その言い方がなんだかわざとらしい。

　丸太は冷酒のグラスに唇くちびるをつけ、僅わずかだけ酒の刺し激げきと甘あまさを舌したに感じながら、才谷を見つめる。

　おそらく森川と才谷は知り合いだ。先日の才谷の様子からそれはわかる。森川の様子からはわからない。森川は大した狸たぬきだからだ。その森川の狸ぶりを丸太は判わかっていたから、才谷の反はん応のうの方を信用することに決めたし、森川から何か言われる前に才谷と話をしたかったのだ。

　もそもそと才谷は言う。

「あいつにちゃんと話す前にまとめとくのも悪くないと思ってな」

「うん、聞かせて」

　がつ、と先付けの小こ鉢ばちを空にしてしまうと才谷は、冷酒を一息で飲んで話し始めた。







　腹違い、と言いはしたが、実のところは種たね違いだ。

　渚と俺とは一歳さい違いで一いつ緒しよに育った。親おや父じは度量の深い男でお袋ふくろはあほだった。

　あほのお袋は親父と結けつ婚こんしていて、俺が一歳だっていうのに浮うわ気きして渚を産んだ。

　親父は俺が出来た直後に精せい巣そうに腫しゆ瘍ようが出来て、どっちも切せつ除じよしてたから、親父の子じゃないのはわかってたし、渚の父親が隣となりに住んでるガキだっていうのもわかってた。

　あほのお袋は何考えたか、この子もあんたの子だとか言って、親父はしばらく悩なやんだって言ってたけど、渚がかわいかったから育てることにした。

　お袋はあほだったが、浮気はその時だけだった。

　四人で暮くらして俺おれも渚も大きくなった。

　色々あったけど、まぁ悪くない家族だったと思う。

　でも渚もあほだった。

　俺のことが好きになったから、家を出て行くって言った。

　俺もあほだった。

　渚のことが好きになってた。

　まぁ俺は普ふ通つうに高校卒業した年だったから、だったら俺が家出てひとり暮らしするって言って、大学の近くに家を借りた。

　渚は家の近くのスーパーに就しゆう職しよくして、カウンター業ぎよう務むとかしてた。

　渚がいなくなった、って、電話があったのは親父からで二週間前。

　勤つとめ先から電話があったって。無む断だん欠けつ勤きんが続いてるって。

　一週間までは待ったけど、それからは捜さがした。

　判る限かぎりの渚の友達や仕事関係の人間に心当たりを訊いてまわった。

　行きそうなところは全部行った。

　警けい察さつにも捜そう索さく願を出した。

　警察はろくに動いてくれなかったけど、最後に金が引き出されたのは蓑みの崎さきだって教えてくれた。

　蓑崎の、駅前のＡＴＭ。

　知らなかったけど、あいつ結けつ構こうちゃんと貯金してた。

　百五十万円引き出してた。

　銀行に説明して、もし、動きがあったら教えてってお願いはしてきたけど、それ以い降こうは動きはない。







　焼き魚膳ぜんを平らげながら才谷は語り、丸太は聞いた。

　最後のフルーツトマトのゼリーを食べ、熱い番茶を飲むと丸太はポケットから鍵かぎを出してテーブルを滑すべらせた。

　才谷はそれを受け取ると、キーホルダーも何もついていない鍵を見つめ、視し線せんで問う。

「合い鍵だよ。うちの場所覚えてる？　荷物置いてきてね。そしたら一緒に渚さん捜そう。それと、あとこれね。ハイ」

　丸太が尻しりポケットから折りたたんだ紙を取り出し、広げて渡わたした。

　才谷が開けばそこにはおっさんと猫ねこ、それぞれの写真と情じよう報ほうが一枚まいずつ。

「おっさんは行方ゆくえ不明。猫もそう。渚さん捜すついでに捜してよ」

「おい、なんなんだ」

「いいだろ、別に」

　丸太は眼鏡めがね越ごしに才谷を見上げた。

　才谷は丸太のその視線に、何か深い意味と強い意い志し、それと絶ぜつ望ぼうに似にた何か、捨すて鉢ばちで暗い激げき情じようを見て取って、思わず見つめた。

「僕ぼくも渚さんを捜してるんだ。必死でね。ついでさ。いいだろ」







　才谷と別れて、丸太は図書館に向かった。顔なじみの職員たちに視線で挨あい拶さつをして、書しよ架かの手前の新聞のコーナーに行き、今年の蓑崎新しん報ぽうを棚たなからまとめて取る。

　蓑崎新報は蓑崎市で出している新聞だ。市の広報課の活動で六面のＡ４判ばんの二色刷ずり。毎週金曜日に発行される。図書館ではそれを一年分集めて保ほ管かんする棚がある。

　今は八月。毎週目を通してはいるが、まとめて見ればまた何か変化があるかも知れないと思う。

　目当ては『ドクター狸たぬきの☆ぽんぽこ事じ件けん簿ぼ』だ。

　蓑崎で起こる不ふ可か解かいな現げん象しようや、説明のつかない事件をまとめて紹しよう介かいしている。

　時には市民の投書もある。

　事件は多様だ。

　いつもの道を歩いていたら、いつの間にか一本ずれた道を歩いていた。

　家族全員が時間を一時間間ま違ちがえていた。

　局地的な大雨が一カ所、二メートル範はん囲いだけに降ふり注そそいだ。

　竜たつ巻まきが現あらわれた。

　まだ春先だというのに、僅わずかの間だけ猛もう烈れつな暑さを感じた。

　七月だというのに、道路に氷が張はっていた。

　どこからか妙たえなる歌声が響ひびき、うっとりした。

　手に持っていた硬こう貨かが一いつ瞬しゆんものすごく重くなった。

　見たことのない鳥の群むれを見た。

　等々。

　それに関してドクター狸なる記者が、何事かコメントをしている。

　コメントはどうでもよかった。

　問題は紹介されているそれらの事象だった。

　蓑崎市民は、そのコーナーを都市伝説を作ろうとしているだの、下らない妄もう想そうを本気にしているだの言っていたが丸太はそうは思わなかった。

　蓑崎に、確たしかにアーバーズはあって、丸太はそこに何らかの理由で迷まよい込こんだ。

　そして『名めい探たん偵てい』のカードを手に入れた。

　アウレカに逢あって、オスタスに行った。

　アウレカは来て欲ほしいときには来ない。

　蓑崎にアーバーズはあった。

　それは確かなことだ。

　だから、蓑崎にはカード使いがいて、カード戦争が行われているんだ。

　ドクター狸には何度か逢って、この蓑崎に起きる不可解な事象についてよくよく話をした。

　彼はカード戦争については何も知らず、ただ何かの違い和わ感だけを感じているようだった。

「おかしいんだよね、蓑崎ってどうも」

　ドクター狸は、貫ぬき田たと言う名の痩やせた男だった。見てみれば確かに発行責せき任にん者しやの欄らんに貫田浩ひろしと名が書いてある。

　目の下に真っ黒い隈くまが浮ういていて、寝ね不ぶ足そくですかと訊きいたら生まれてからずっとあって、一回も消えたことねぇから体たい質しつなんじゃねぇのと陰いん気きな声で答えた。公こう務む員いんにしてはどこか珍めずらしいタイプの男で、それ故ゆえに蓑崎新しん報ぽう発行部などという閑かん職しよくに回されているのだろうなと想そう像ぞうはついた。

　蓑崎新報は市長の肝きもいりで発行されていて、その市長当人は今期四選目で在ざい任にん期間が長い。市長さえ代わってくれれば、俺も蓑崎新報以外の仕事につけるんだろうけど、まぁ、出世とかもう無理だしね。蓑崎新報以外の俺の仕事なんか、延えん々えん新聞整理とファイルの並ならべ替かえと資し料りよう室の整理だけだから。まぁ五時に帰れればそれでいいけど。

　そんなことは貫田の事情と人生で、丸太はどうでもよかった。その代わりに安定した収しゆう入にゆうを得ていて、離り職しよくする気がないんなら下らない愚ぐ痴ちでしかない。

「蓑崎、の、何がおかしいんです？」

　市役所の応おう接せつ室で、貫田の吸すうマイルドセブンに燻いぶされながら丸太は問い直す。

　貫田はふけの浮いた頭をがりりと掻かいて、煙草たばこを吸って答えた。

「……君は感じたことはないかね？　たとえば、忘わすれ物を思い出して家に取りに戻もどる。その簡かん単たんなことが、まるで誰だれかに操そう作さされているようだと。たとえば、いつもと別の道を通ろうとする、別のものを食べようとする、庭に植える木を沈じん丁ちよう花げではなく柊ひいらぎにする。そんな簡単な、ほんの少しのことに違和感を感じる。まるで自分が考えてそうしたのではなく、誰かの都合に合わせてやらされたみたいだと」

　うん。

　たとえば『名探偵』のカードを僕が使ったとき、巻まき込まれた人みたいにね。

　丸太は出された安い茶を啜すすって、視線を上げずに思う。

「他には、見えはしないが隣となりで何か大きな力がぶつかりあっているような衝しよう撃げきや温度感などを感じたり、だ。投書も多いし、取材して歩いたらそういうのがいくつもあるんだよ、鷺井くん。蓑崎生まれ蓑崎育ちの人間はなかなか気がつかないが、俺は辞令でここにきたもんだからさ。なあ、ここおかしいだろう、おかしいよな!?」

　貫田の声は尻しり上あがりに高くなり、最後は応接室に響ひびき渡わたっていた。

　カーテン越ごしの光は夕方でオレンジ色を増ましていたのを覚えている。

　丸太は微笑ほほえんで言った。

　子こ供どもをいなすように笑って言った。

「僕、蓑崎生まれで蓑崎育ちだもんで」

　貫田がいかにも失望した様子で丸太を見た。多分この男には二度と逢わないだろうなと丸太は思った。

　森川の煙草臭くさいのは何な故ぜか平気だが、こいつのは我が慢まんするのに力がいるし、訊きたいことはもう聞いた。こんな男嫌きらいだ。

　それでも蓑崎新報は発はつ行こうされ続けていたから、こうして目を通している。

　そういえば貫田は最後にまたぼやいていた。

「市長が毎回なかなかチェック原げん稿こう返してくれないんだよね。どうせさらっと見るだけのくせに。苛いら々いらするよ」

　愚ぐ痴ちにつきあう気はないから、丸太は言葉を半分だけ聞いてその場を辞した。







　人捜さがし、猫ねこ探さがしと言っても地味なものだ。

　要するにいそうな場所を捜して歩き、知っていそうな人に話を訊く。

　昨今は物ぶつ騒そうだから一々名めい刺しを渡わたす。

　けれど、やっぱり名刺だって昨今簡単に作れてしまうから、怪け訝げんな顔をされることは多いし、興こう信しん所じよの所員だという肩かた書がきもそれはそれで怪あやしい。

　スーツで歩けば多少はマシよと森川は言うが、暑いし。

　初対面の人に話を訊くときや、改まった場所に行くとき、丸太はいつもバーチをイメージする。

　流れる黒い髪かみと青色の瞳ひとみ。優ゆう雅がな物もの腰ごしと洗せん練れんされた喋しやべり方。

　あんな男にたとえば道を訊かれたら、役立ちたくて何でも答えてしまうだろう。

　早紀とのデートの時もそうだ。

　バーチだったらきっとこういう服を選んで、こういう喋り方をして、こういう風に女じよ性せいをエスコートして。

　癪しやくではあるが少しだけデアスミスのやりかたも参考にした。

　でも、やはり背せ筋すじを伸のばすときに思い出すのはバーチだ。

　色々あったが、丸太はバーチが好きだった。

　あんな男になりたいと、あんまりにもかけ離はなれていたからそれは思うことはなかったが、それでも尊そん敬けいしていた。

　彼の正体がマリアンナだとわかったけれど、それでも別に問題はなかった。

　たとえばマリアンナがどんな姿すがたでも、丸太はもう、マリアンナを忘れられない。

　いつの間にこんなに魂たましいの中に彼女が入り込んでいたのかと思う。

　デートに誘さそわなかった悔かい恨こんが、彼女への思いを強くさせているのかと考えたが、それならそれで、もう、いい。

　バーチがマリアンナなら、バーチも愛する。

　それはなんだか滑こつ稽けいに感じたが、少しの笑いもこみ上げてこない。

　蓑崎で七年経たって、何にも自分は出来ていない。

　丸太の心はオスタスに囚とらわれたままで、マリアンナと共に死んだままで、たとえこのまま年老いて死んでも、誰かと出会って何かのきっかけで結ばれたとしても、マリアンナを愛している。

　それは単たん純じゆんに丸太にとっての事実だったから、こうして炎えん天てん下かの蓑崎で、ビーチサンダルで歩きながら考えていても、気持ちが揺ゆれることはなかった。

　七年という歳さい月げつは丸太の中に泣きそうな疲ひ労ろうをため込んではいたけれど、思い出にして諦あきらめることなど出来ない。

　ふと、丸太は耳元で巻まいた風に違い和わ感かんと強きよう烈れつな冷気を感じた。

　シャツの裾すそを、袖そでや髪をはためかせて過ぎた風。

　一いつ瞬しゆん蝉せみが全すべて鳴き止やんだ。

　夏の静せい寂じやくが丸太に落ちてくる。

　全身に鳥とり肌はだが立ち、奥おく歯ばを噛かみしめる。

　そして戻もどってくる熱風と蝉の声。

　丸太は自分を制せいしきれずに叫さけんだ。

「……ストラグルをしているなら、僕の前に現あらわれてくれカード使い！」

　声は夏空に反はん響きようするように響ひびいた。

　全身を使って叫んだから身体からだが震ふるえた。

　蓑崎では、今もカード戦争は行われている。

　確たしかだ。

　今のようにすぐそばで、そう感じることも少なくない。

　けれど『カード戦争』委員会はそのシステムと力でもって、丸太を、いや、おそらくイレギュラーカードを使った人間を締しめ出している。

　わかっている。

　それはもう痛いたいほど理り解かいした。

　それでも丸太はその場所をしばらく動けなかった。

　だれか、ストラグルを終えた人間が通りかからないだろうかと期待した。

　猫一匹ぴき通りかからなかった。

　前に一度、オスタスでオレイヤーズに訊きいたことがある。

　オスタスのアーバーズの店主。二足歩行の大きなモグラ。

「オスタスの他ほかにもこの国にアーバーズってあるの？」

　オレイヤーズはカードの棚たなを掃そう除じしながら答えた。

「ないですよ。アーバーズはどこだって一国に一軒けんだけです。コストの問題でね。行商の人はいますけど、まぁ、滅めつ多たにいませんけどね」

「じゃあこの国ではストラグルはオスタスでしかやってないの？」

「カード使い同士がよそで会えばやるでしょうけど」

　カード戦争に合理的な説明を求める方がムダな気がして、あの時丸太は話を終わらせた。

　戻ってきた蝉の声が、白く光る重い夏雲に閉とじこめられるように響いている。

　丸太は身体が鉛なまりになったような疲ひ労ろうを感じた。

　雨が降ふればいい。

　もっと悲ひ惨さんな気持ちになれれば、いっそ開き直れるはずだ。

　けれど、まだこれは絶ぜつ望ぼうなんかじゃない。

　まだやれることはきっとある。

　でもなにができるんだろう。

　才谷信の妹の渚は、今までずっとそうだったように、丸太が捜さがしている渚ではないかもしれない。

　七年の間そうだったようにだ。








　第四章　エアメイル




　そんな風に一週間が過ぎた。

　才さい谷たには、丸まる太たの家に居い座すわり、渚なぎさを捜す以外は掃そう除じしたり洗せん濯たくをしたりした。それと眠ねむる以外は渚を捜した。

　どっか遊びに行こうよと丸太が誘さそったら、こんな田舎いなかでどこに遊びに行くって言うんだと返された。田舎だからこそいろいろ遊ぶところ多いのになぁと言いはしたが、面めん倒どうくさくなってそれ以上はやめた。

　眉み間けんに皺しわを寄せて、それで楽しいんなら勝手にすればいい。

　朝は情じよう報ほうのすりあわせが面倒だからと一いつ緒しよに出しゆつ勤きんして、事じ務む所しよで打ち合わせをした。

　まるで才谷まで所員になったようだった。

　森もり川かわは飄ひよう々ひようとしたものだったが、才谷は相変わらず、たびたび森川を睨にらみ付けた。

　その度たびに丸太は、事情は知らないけどやめればいいのにと才谷を横目で見た。早さ紀きはその三人を見て、まぁ今は何も言わないのが一番いいんでしょうと口を出さなかった。

　それでも才谷も何とかうち解とけてきて、森川がいないときは事務所に早紀と丸太と才谷の笑い声が響ひびくこともあるようになった。

「なんだ、じゃあ早紀ちゃん丸太の家で飲む？　今度」

　何の話の流れだったか、才谷がこう言った時に、早紀は内心ガッツポーズをした。

「あっ、楽しそうですね！　じゃあ是ぜ非ひ」

　前のめりにならないようにするのが大変で、横で聞いていた丸太の表情を見たら笑っていたので安心した。

「うん、わかった。いいよ。でも夜九時には愛あい田ださん帰りなよ。送るから」

「ええっ!?」

　がん、とショックを受けて硬こう直ちよくする早紀に、丸太は普ふ通つうに話す。

「だって、嫁よめ入いり前のお嬢じようさんが、ダメでしょ？」

「いえお嫁には行きたいんですけど」

「早紀ちゃん、丸太と結けつ婚こんしたいの？」

　そうじゃないんなら、と続けようとした才谷の前で、早紀はつい、

「あっはいできれば」

　と、あっさり答えてしまった。

　丸太が凍こおり付いて目を剥むき、才谷も同様だったが、丸太を見て笑い出した。

　腹はらを抱かかえて身体からだを震ふるわせ、ひぃひぃと喘あえいでいる。

　早紀は何がそんなにおかしいんだろうと首をひねり、

「ちょっと才谷さん、笑いすぎじゃないんですか？　何か私おかしい事言った？　ねぇ鷺さぎ井いさん」

「う、うん……まあ……どうかな」

　凍り付いたまま目を瞬しばたたかせて言う丸太に、才谷はまたゲラゲラ笑う。

　早紀は二人を交互に見て、それから自分が何を言ったか気がつき、徐じよ々じよに真っ赤になっていった。

　両手で顔を覆おおって机つくえに突つっ伏ぷし、小さい声でひぃーと悲鳴を上げる早紀を見て、才谷はまだ笑う。

　丸太はどうしていいかわからず、それでもどうにかしなくてはならない気持ちになって、とりあえず言った。

「あ、あの、愛田さん……お茶、くれる？」

「はっ、はいッ！」

　早紀は椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がり、それにも気づかずに給湯室に駆かけ出した。

　それを見てまた笑う才谷の額ひたいを、丸太はぺちりと叩たたいた。

「信しん。笑いすぎ」

「ハイハイ」

　笑いすぎて浮ういた涙なみだを指で拭ぬぐって、信は息を整えて言う。

「いい子だな。素す直なおで」

「うん」

　それはそう思う。

「天然で、ちょっと……激はげしいけど」

「かわいいじゃん。上う手まく立ち回ろうと一生懸けん命めいになったり、スカして格かつ好こうつけてたりするよりさ」

　言いながら才谷は丸太を上目づかいで睨み付けていた。

　丸太はその視し線せんに思わず頬ほおを僅わずかに震わせる。不ふ快かいだった。

「……なんだよ」

「お前、そうだよな。なんか上手く立ち回ろうとして必死じゃん。距きよ離り取ろう距離取ろうって。まぁべつに俺おれはお前と友達になりたいわけでもなんでもねぇからいいけど、傍はたで見てるとなんかむかつくぜ」

「信には関係ないでしょ」

「関係ねぇよ」

「じゃぁほっといてくれないか」

「だから、ほっといてるだろ？」

「ほっといてないよ。何でそう絡からむの」

「絡んでねぇよお前になんか」

　売り言葉に買い言葉という言葉がぴったり来るやりとりだった。

　二人とも言葉を放つたびにテンションが上がる。止めることが出来ない。

　最初に殴なぐりかかったのがどっちだったのか、後になっても判はん然ぜんとしなかった。







「何の騒さわぎ？　虎とらでも閉とじこめたの？」

　ドアが開かないように鍵かぎをかけ、隣となりの事じ務む所しよからガムテープを借りてドアのガラス窓まどを貼はっていた早紀に、髪かみに寝ね癖ぐせが付いたまま現あらわれた森川が訊きく。

　両隣の事務所の人間たちも、騒ぎを聞きつけて何、どうしたのと集まってきた。

　中では殴り合いの喧けん嘩かの、身体がぶつかる音と罵ば声せいとか声とかと、いろんなものが壊こわれる音がしていた。

「なんか、鷺井さんと才谷さんが喧嘩をしてて」

　早紀はそう言い、足あし下もとの四角い機械を指さした。

「サーバーと予よ備び電でん源げんは持ってきました。データは無事です」

「でかした」

　森川はそう言うとぐりぐりと早紀の頭を撫なでる。それを見ながら隣の会計事務所の所長が、はげ上がった頭を叩いて言った。

「そろそろ加か藤とう清きよ正まさ公のお出ましと願いたいもんだよ。このままじゃこのビルが壊れちまうよ」

「ハイハイ。参りましょう。槍やりがないのが心こころ許もとないですけど」

　森川は上着を脱ぬいで早紀に渡わたすとそう言って軽く肩かたを回した。

「槍なんか使ったことないだろう」

　扇せん子すで自らを扇あおぎながら別の男だん性せいに笑って言われれば、いえいえそんなそんなと返事にもならない返事を返す。

　早紀から鍵を受け取って開けて、森川は滑すべるように室内に入った。

　丸太と才谷は取っ組み合ったり、殴り合ったり、蹴けったりしていた。部屋の中は滅め茶ちや滅め茶ちやだった。台風か地じ震しんでも来たようだった。棚たなは倒たおれ、ファイルは散さん乱らんして足の踏ふみ場もない。そして森川の眼がん前ぜんでまた倒れ、壊れ、散乱していく。

　二人は森川が入ってきたのにも気がつかず喧嘩を続けていた。

　森川は物を蹴り飛ばして足場を作り、二人に近づく。

　丸太に殴りかかろうとした才谷の肩を前側から左手で軽く突けば、才谷はバランスを崩くずして後ろにあったソファに座すわる形になった。

　同じタイミングで、右手で、蹴ろうと上げた丸太の膝ひざ頭がしらを受け止めて、横に払はらえば丸太は簡かん単たんに床ゆかに転がった。

　森川は何が起こったのかわからない様子の二人の、顔や身体からだのダメージを見て首を横に振ふった。

「なっちゃいないねぇ若わか者ものたち。いいか、殴るってのはこうするんだ」

　座る才谷の腹はらにボディブローを打ち下ろす。

「そして蹴るっていうのはこうする」

　転がる丸太の腹にも容よう赦しやない蹴りを入れた。

　鋭するどく回転した森川の身体の美しさに、早紀や見物人たちの感かん嘆たんの息が漏もれた。

　丸太と才谷は声も上げられずに悶もん絶ぜつし、身体を震ふるわせて身を縮ちぢこまらせる。

　もはや喧嘩どころではなかった。

「ねぇねぇ君たちさぁ。一体俺の事務所どーしてくれんの？」

　森川は周囲を見回して溜ため息いきを吐つき、廊ろう下かに出て集まっていた隣りん人じんたちと早紀に言った。

「お騒がせしましたー。終わりましたんでー」

　隣人たちは見事とか加藤清正公とか何とかひとしきり囃はやし立てて、それからぞろぞろとそれぞれの事務所に戻もどって行った。

「早紀ちゃーん。お願いねー」

















「はーい」

　森川に呼ばれて中に入り、早紀は部屋の中を見回す。ドアを開けたから散らばった備び品ひんが廊下にまで飛び出てきていて、これではドアが閉しめられないからこれから片かた付づけなくては。

　さて、と早紀が考えたとき、会計事務所の早紀より少し年上の事務員がやってきて、

「よかったらこれ、使ってください」

　と、畳たたんだままの段だんボールを三つとゴミ袋ぶくろを十枚まいほど渡わたしてくれた。化け粧しよう気けのない、髪をまとめたスーツ姿すがたの女じよ性せいだ。

「うわっ、すみません、助かります！」

　早紀が感かん激げきすると、事務員は苦く笑しようした。

「あとこれ。……男の子は大変よね」

　渡された物はコンビニ袋に入れられた湿しつ布ぷとサージカルテープで、早紀はぺこぺこと頭を下げる。

　事務員は颯さつ爽そうと会計事務所に戻って行った。

「彼女、すごくもてるんだよ」

　横倒しになった机つくえの脚あしに腰こし掛かけて、森川が煙草たばこを銜くわえて火をつける。

「でしょうねぇ……。私でも好きになっちゃいそう……」

　段ボールを抱かかえて書類や備品を踏ふんづけながら、室内に入った早紀はそう言い、てきぱきと段ボールを組み立てるとそこに散らかった物をとりあえず突つっ込こんで、ドアを閉めた。

「これでエアコンも効きくでしょ。暑いのはたまんないですもんね」

「だねぇ」

　灰はい皿ざらを発はつ掘くつし、森川は煙草の灰を落とす。

「て、てめぇ、っ……！」

　痛いたみにびくびくと身体を震わせながら才谷が森川を睨にらみ付ける。

「よくも、俺にこんな真ま似ねが出来るな……ッ……」

　言うと苦しいらしく胃の中身が出そうに咳せきをした。

　その様子に眉まゆひとつ動かさず、森川は煙草の煙けむりを細く長く吐はき出して言った。

「誰だれにでも、同じことをしたよ俺は。物もの壊こわして暴あばれて、早紀ちゃん怖こわがらせて、なんだよ」

「いや私、うちに兄あに貴き三人いるからこういうのは別に」

　と、段ボールに、紙もの、備品、その他とマジックで書いて分類していきながら早紀が言い、森川は言葉を続けた。

「早紀ちゃんがしっかりしててよかったけどさ。ともあれ、外に出る余よ裕ゆうもなく喧嘩なんか始めるもんじゃないよ。このビル古いんだし」

「止めなきゃ、俺が、勝ってた」

「そりゃそうだよ」

　森川は煙草を指に挟はさんだ右手の小指の爪つめで頭を掻かいて呆あきれたように言う。

「鷺井くんへなちょこだもん。最初の面めん接せつの時に、何か格かく闘とう技ぎ出来る？　って訊きいたら、ぼこられても死なない自信がありますっつって、そんな自信聞いたことないよ。最近のちんぴらなんかすぐナイフ出すし、ぼこるとかって、ねぇ。そんな鷺井くんに勝ってどうすんの？」

　ちら、と森川は丸太を見た。

　そしてまだ長い煙草をもみ消すと立ち上がり、丸太の二の腕うでを取ると、引きずるように立たせた。

「いたぁっ」

　悲鳴を上げる丸太を無む視しして、腕を放さず引っ張ぱる。

　驚おどろく早紀に、

「ちょっと出てくるねぇ」

　と森川は言って、返事を聞かずに外に出て扉を閉めた。

「所長、ちょ、痛い、放はなして」

　丸太が上げる悲鳴に森川は丸太を見ずに手の力を強くする。更さらに走る強い痛みに丸太は声も出せない。

　眼鏡めがねがないのも相まって視し界かいがぼやける。

「所長！」

　せっぱ詰つまった悲鳴に森川は手の力を緩ゆるめ、丸太は全力で腕の自由を取り戻す。勢いきおい余あまって後ろに二歩ほど足を踏み戻もどした。

　痛みに上がった息を何とか整え、森川を見れば、森川は丸太を睨み付けていた。

　ビルの廊ろう下かは暑くて、外の蝉せみの声が聞こえる。廊下は少し暗い。

「何やってんの鷺井くん」

　丸太は視線を落として泳がせる。

　顎あごを掴つかまれ、上を向かされた。

「何やってんの鷺井くん？」

　少し苛いらついた調子で同じことを言われ、丸太は泣きそうに顔を歪ゆがめると、言葉を探さがした。

　だがそれより早く森川は言う。

「別に、事じ務む所しよを壊されたことを怒おこってんじゃないのね、俺は。ただ、鷺井くんは、才谷くんなんか一発で倒たおせるでしょ？　それだけのことは俺、教えたよね？　なんでじゃれあってんの？　一発で決めたらどっちも怪け我がしなくていいのに。怪我して怪我させて。明日とか顔腫はれるでしょ、君も、才谷くんも」

「……一番痛むのは所長の蹴けりですけど……」

「嘘うそつけ。手て加か減げんもしたよ。ほら答えなさい。まぁ、じゃあ最初は、喧嘩の原げん因いんから聞かせてもらおうか」

　強く顎を締しめ付けられ、痛みに顔を歪める。放されれば安あん堵どの息を吐つき、口元を拭ぬぐって呼こ吸きゆうを整える。

「……才谷さんが、僕ぼくが、周りから距きよ離り取ろうとしてるのがむかつくって言って、それで、なんか、かちんとして」

　それを聞いて、森川は少し面おも白しろそうに目を見開き、口元を片かた手てで隠かくした。

「で、喧嘩になったの？」

「でも、なんて言うか、本気で倒す気にもならなかったし、とはいえ、無視できるほどにはあいつも弱くなかったから、出来るだけ本気出さないように喧嘩して……」

「ふぅーん」

　感心したような声で言われて丸太は唇くちびるを尖とがらせて森川を睨み付ける。

「……なんですか」

「べぇーつ、にぃー」

　森川は今日は綺き麗れいに剃そった顎を撫なで、ニヤニヤと笑う口元を丸太に見せる。

「所長、何が言いたいの」

「うん、んー、そうなぁ」

　ぐふふと笑ってしまいそうな口元で、森川は頭の後ろで両手を組んだ。

「事務所の後片付けは俺と早紀ちゃんでやるからさ。才谷くんと家帰りなよ」

　そして森川は財さい布ふから万札を一枚まい出すと丸太の手に押おしつけた。

「タクシー使って、途と中ちゆうで薬と食べ物と、まぁ酒でも買ってさ。二人でビール一本ずつ飲みなさい」

「なんであいつとそんな」

　くってかかろうとした丸太に、顔を近づけて視線を合わせ、森川は有う無むを言わさない調子で言った。

「タクシーで二人で帰って、薬と食べ物とビールを買って、二人で飲み食いし・な・さ・い」

　領りよう収しゆう書しよは全部もらってきてねと森川はにっこり笑った。







　才谷と丸太はそんなわけで二人でタクシーに乗って、次し第だいに痛いたみを増ましてくるような気のする身体からだで鷺井家に戻った。

　早紀が貼はってくれた湿しつ布ぷは、二人に同じ枚数分貼られていた。こういうところは公平なんだよな、愛田さんは。丸太はそう思い、ちょっとつまらなく感じた。

　一番近い薬屋でタクシーから降おりて、痛み止めやら湿布やら買って、途中のコンビニでビールと弁べん当とうとスナック菓が子しを適てき当とうに買った。

　才谷がさきいかが好きなのは知っていたからつい籠かごに入れてしまい、腹はらが立ったが棚たなに戻すのも面めん倒どうでそのままレジに持って行った。

　コンビニを出てから二人は、会話もせずに真昼の炎えん天てん下かの道を歩いた。

　身体が痛い。

　多分才谷も痛い。

　習しゆう慣かんで、時々視し線せんで捜さがし物をする。

　いつもの路地に忽こつ然ぜんと、昨日までなかった道がありはしないかな。

　その先にアーバーズはないかなぁ。

「……なに捜さがしてるんだよ」

　才谷が言った。

　蝉の声がうるさくて身体が痛くて、太陽の光が真っ白で影かげが真っ黒で。

　丸太は何も考えずに笑った。

「探たん偵ていだからさ」

「お前、ほんとムカツクよな」

　才谷はそう言って、また淡たん々たんと足を運んだ。







　鷺井家のリビングで、二人で缶かんビールを手にして肩かたを寄よせて携けい帯たいで写真を撮とった。

「何でこんな気持ち悪いことしないとならないんだ」

　才谷がぼやいて身体を離はなす。

「僕だってわかんないよ。でも所長、証しよう拠こ無いと後で面倒だから」

　画が像ぞうを保ほ存ぞんして丸太は携帯をしまい、缶ビールと弁当を開ける。

　才谷も同様にして、いつも通りあっという間に食べ終える。

「ほんと早いよね信。太るんじゃないの」

「太ってねぇよ」

「デブ」

「黙だまれ」

　丸太は黙った。

　テレビもつけていなかったし、開けたら暑いからカーテンは閉しめ切っていて、変に暗い室内で、食物とビールの匂においと才谷の煙草たばこの煙けむりがこもる。

　クーラーは稼か働どうしているが追いつかない。

　家の電話が鳴った。

　才谷はこの家ではじめて聞いた音に驚おどろいて目を見開き、丸太も同様だった。

　立ち上がって子機を取り、どうやって出るんだったか迷まよっていたら才谷が見かねて隣となりに立ち、これじゃねぇかと外線ボタンを指さした。丸太は、あ、うん、と頷うなずいてそのボタンを押して、こわごわ声を出した。

「はい、鷺井……」

『丸太？　久ひさしぶり。お母さんよ。覚えてる？　あのねぇ市役所に行って、戸こ籍せき謄とう本ほんとって欲ほしいのよ。お父さんのと私の。離り婚こんすることにしたから。住所知ってるわよね。シアトルのよ』

　突とつ然ぜんの話と、思いがけない相手に丸太は呆ぼう然ぜんとしたが、訊きかれたことに条じよう件けん反はん射しやのように反はん応のうした。

「シ、シアトル？　ロスじゃなかったっけ」

　けらけらと、まるで弾はじけるキャンディみたいな笑い声がした。

『やだァ母さん言ってなかったっけ受けるー！　だいたいロスって、やだ、いつの話よ。そのあとシカゴに行って、あとニューヨークも住んだわよ』

「き、聞いてない……連れん絡らく、だって、ええと、六年前、だっけ？　絵葉書がニースから」

『あああれねぇ、バカンスで行ったのよねぇ。楽しかったわよあんたも行けばいいのに』

　母親の声は楽しそうで、丸太は頭の中がぐらぐらする。貧ひん血けつかな。気分が悪い。

　近くに立っていたままだった才谷が強く肩を掴つかんで揺ゆすって、声をひそめて息で言った。

「おい、いいからシアトルの住所訊け。俺おれメモするから。訊いて切れ」

　丸太は何も考えられずに頷き、才谷の顔を見た。怒おこっているような顔だった。

「かっ、母さん、あの、で、住所」

　何で信が怒るんだろう。

　もう、嫌いやだな。

　信面めん倒どうくさい。

『丸太、あんたイタリアもいいわよぅ。食べ物美お味いしいしさ、あそこ行ったらもう日本のピザなんてダメダメ。まっずくって。ひまわり畑とかあんのよ、知ってる？　知らないよね、あんた海外って柄がらじゃないもんねアハハハ』

　信が怒ってる。

　早く電話切らなきゃ。

「いいから住所！」

　突然止められずに丸太は怒ど鳴なった。

　一いつ瞬しゆん、電話の向こうがしんと静まり、それからいかにも傷きずついたような声がした。

『……やだわ、なんであたし怒鳴られなきゃならないの？　久しぶりに丸太と話してはしゃいじゃったのがそんなに悪いの？』

「母さん」

『あんたも一いつ緒しよに来ればよかったじゃない、そんなに羨うらやましいなら』

「母さん、頼たのむ住所言って」

　吐はきそうだ。片かた手てで顔を覆おおう。

『謝あやまりなさいよ。母親に怒鳴るなんてひどいわ』

　吐きそうだ。

「母さん。住所」

　しばらく沈ちん黙もくがあった。

　それからいかにもふてくされた声で住所が告げられ、復ふく唱しようする丸太の横で才谷が自分の携けい帯たいにメモをしていった。

『スペル間ま違ちがわないでね。今月中にはちょうだいよ』

　そう言って電話は切られた。

　呆然と突つっ立っていた丸太の肩かたを掴んで、才谷はもとの座ざ椅い子すに座すわらせ、手から子機を受け取って戻もどし、親機のモジュラーを抜ぬいた。

　そして自分も座ると、ビールに口を付けた。

「……委い任にん状じよう、だっけ。もらっていけば、俺が取りに行ったっていいんだよな。今から行ってこようか。俺」

　才谷はそう言ったが、丸太は顔を上げず首を横に振ふった。

「なんで信がそんなことすんのさ」

「印いん鑑かん借りるぞ。玄げん関かんの引き出しの中だろ。あとお前免めん許きよ証しよう貸かせ。身分証明しないと」

「いいって！」

　顔を上げずに言ったら、しばらく沈黙があった。

　その後で才谷は言う。

「……顔色真っ白だぞ。ビールはもうやめといた方がいいんじゃねぇの」

　言われて丸太は苛いらついた息を吐き出した。

　またしばらくしてから、信は言った。

「眼鏡めがね作りに行こう。車貸せよ。俺運転するから」

「うるさい、おせっかい」

「いいから。市役所行こうぜ。駅ビル行ったらエアメイルの封ふう筒とうくらいあるだろ」

「そんなの僕の机つくえの中にあるよ。切手もあるから」

　持って来ようかと思ったが立ち上がるのが面めん倒どうだった。

「俺持ってきていい？」

　と才谷が言うので頷うなずいた。

　才谷は階かい段だんを上がって行った。

　どうしてあるんだったっけ。

　ああ、そうだ。

　高校に入学したときだ。

　何か報ほう告こくしたくなったんだ、親に。







　才谷は丸太の机の引き出しを開けて、エアメイルの封筒を見つけた。切手も貼はってあって、宛あて名なも書いてあった。ロスアンゼルス。

　中には手紙が一枚入っていて、才谷は誘ゆう惑わくに負けてその中を見てしまった。




　父さん、母さん。

　お元気ですか。

　僕は高校に受かりました。

　これから入学式です。




　本文はそれだけで、あとは日付と署しよ名めい。

　いかにも続けて書くことがなくて困こまってしまったと、それだけを雄ゆう弁べんに語る余よ白はくに、才谷は顔を歪ゆがめる。

　書くことがほんとはありすぎたのかも知れない。

　高校に入学したとき、自分はと思い返せば、父や母や渚や祖そ父ふ母ぼたちに、さんざん進学おめでとうだの、いいか男はこれからだの、部活とかどうするだの言われて、喧やかましいくらいだった。ワクワクした気分や不安もあって、結局いろんな話をした気がする。

　そのころに丸太はこんな手紙を書いて、そしてそれを出すのがきっと面倒くさくて、封をするのも面倒になってしまい込こんでしまったんだ。

　探さがせば使っていない封筒もあるだろう。

　けれども才谷はその封筒を持って引き出しを閉しめ、階下に戻った。








　第五章　海に行こうか




　蓑みの崎さき市役所に行って、戸こ籍せき謄とう本ほんをとって、市役所の机つくえで封ふう筒とうに入れて、中の手紙を取り出して封をした。

「信しん、これ読んだの」

　便びん箋せんをつまんで丸まる太たに言われ、信は封筒をのり付けしながらやけくそのように顔を上げずに言った。

「読んだ。ごめん」

「いいよ、あやまんなくて」

　何書いてあったっけ、と、丸太は中身を読んで、ああ、とつまらなそうに言うとゴミ箱に捨すてた。

「何にも書いてないじゃん。べつに」

　丸太はそう言い、才さい谷たには何も答えなかった。

　ロスアンゼルスの住所の宛あて名なをボールペンで線を引いて消して、携けい帯たいにメモした住所を書き写す。

「丸太、親の名前だけ書いてくれ」

「うん」

　ってか、なんで信が書いてくれてんの、と丸太が言ったら才谷は真ま面じ目めな顔をしていいんだ、と頷うなずいた。

　市役所の前にポストがあったから、そのまま投とう函かんした。

「料金、あれでいいのかな。改正されてないかな」

「いいだろう、それくらい。払はらわせろよ」

　蝉せみの声が降ふる中、信はしばらくポストを見つめて言った。

「丸太、お前親から金もらってるのか？」

「森もり川かわさんのとこに世話になってからは……まぁ、毎月振ふり込まれては来るけど使ってないよ」

　ふぅん、と才谷は言って考える。

「……結けつ構こうあんの」

「七年分だからけっこうあるんじゃないの」

　あっそう、と呟つぶやく才谷と丸太の視し線せんが合った。

「使っちゃう？」

　丸太が小首をかしげて訊きいた。







　それで駅ビルに行って欲ほしかったＣＤを全部買って、丸太の眼鏡めがねを新しく作って、とりあえずは使い捨てのコンタクトレンズを買って、服も欲しいのを全部買って、靴くつもアクセサリーも帽ぼう子しも才谷の分も買って信じられないほど金を使って、それで車に乗って、二人はなにかおかしくなってゲラゲラ笑いながらドライブした。

「どこ行く!?」

「夏だから海方面で！」

　買ったＣＤのフィルムを全部はがしながら丸太は言って、一番騒さわがしそうなアルバムをカーステレオに突つっ込んだ。喧けん嘩かのあとの身体からだの痛いたみを音楽で吹ふき飛ばすようにボリュームを大きくして高速に乗って海を目指した。どこかでカーナビも買おうと笑った。

　二時間走って海に着いてはみたが、そこは海水浴場ではなくて漁港だった。

　埠ふ頭とうで釣つりをしている中年の男に訊いたら東へ二キロに観光地があって、今夜小さいけれど花火大会をやるという。

　じゃあ行ってみるかと車を転がしてみた。漁港からそこへの道は細くて舗ほ装そうもしてなくて、対向車が来たらすれ違ちがえなさそうで、ひやひやしながら才谷は車を進めた。

　着いたら観光案内所で空き室のあるホテルを探さがし、一番高いツインを一室押おさえる。

　ホテルに車を置いてチェックインをして、売店でビーチサンダルとタオルとショートパンツと、早さ紀きのお土産みやげ用にいるかのぬいぐるみを買った。

　部屋に戻もどって着き替がえて浜辺に出ると、もう午後遅おそくだったからか、さほど人はいなかった。

　だらだらと波打ち際ぎわに行き足を水につける。

　冷たさに笑い、波が肌はだを撫なでる感かん触しよくに浮うかれる。

「男同士でぱっとしねぇな」

　と才谷が笑い、

「そうだね」

　と丸太が答える。

「早紀ちゃんいい子じゃないか。はぐらかすなよ、かわいそうに」

　少し混まぜ返すような調子で才谷が言った。

　丸太は苦く笑しようする。

「僕ぼく、好きな人がいるんだ」

　水平線を見つめる。

　無人島に、二人で行った。

　鯨くじらに乗って帰って来たんだ。

「どんな人」

「マリアンナさんっていうんだ」

　どうして話す気になったかは判わからない。

　でもなんだか話したくなって、丸太は言った。

　これで笑われても、離はなれていかれてもいいや。

「何なに人じん？」

「知らない。すごいゴージャスな美人で、でも、かわいいんだ」

　だってそうだろ。バーチ。マリアンナさん。

　公園に、一いつ緒しよに散歩に行きたかったんでしょ？

　あんただってきっと、冷静なだけじゃなかったんでしょ？

「親関係？」

「ううん。信、聞いたら笑う」

「笑わねぇ」

　少し逡しゆん巡じゆんしてから、丸太は言った。

「……あの年、僕は十七で。学校に行くのも、生きることも面めん倒どうくさくて。まず学校をやめた。……そうだなぁ、ひょっとしたら生きることもやめたかったのかも知れない。でも、そうはならなかった。お腹なかがすいてさ。コンビニに行こうとして迷まよって。変なコンビニに入ったんだ。アーバーズっていうとこで」

















　足を波が撫でて過すぎる。足あし下もとの砂すなが動くから、とても不安定な気分になる。こういうときは水平線を見るんだ。足下を見ていると目眩めまいがしてしまう。太陽がかしいで、長く伸のびる光と影かげ。雲さえその影に彩いろどられて流れていく。

　夕暮ぐれはどこでも少しもの悲しい。海鳥が鳴く。

「変な本があって、買ったらスクラッチくじが付いてて。こすったら『名めい探たん偵てい』のカードが当たったんだ。そして、アウレカって男が声かけてきて、ゲームに登録させられた」

　笑うかと思われた。

　だって自分だったら頭おかしいのかと思うだろうし。わけがわからないだろうし。

　けれど才谷は何も言わずに丸太の話を聞いていた。

「そこでナギサっていう子に逢あったんだ。ヤマンバコギャルで」

　あそこは多分時間の流れが違う。

　ちょんまげの男までいた。

　流石さすがにそれは言えないけれど。

「あたしナギサー。さんずいのアレー」

　才谷がいかにもバカっぽそうな女子高生発音で言った。

　丸太ははっと才谷の顔を見る。

　才谷は真しん剣けんこの上ない表ひよう情じようで、丸太を見つめていた。

「い、言ってた、それ。言ってた」

　丸太は波を蹴け立たてて、思わず二、三歩才谷に近ちか寄よった。

　アウレカと、カード交こう換かんをしていた。

　ナギサ。

「うちの、渚なぎさが、昔言ってた。よく。ヤマンバやってたころに」

「しゃ、写真。写真見せて。どうせ持ってるんだろ、お前女め々めしいから」

「一言余よ計けいだ」

「よく言われるよ」

　才谷は尻しりポケットから財さい布ふを出すと、中から写真を一枚まい取り出した。

「渚のピンの顔写真は、森川に渡わたしたけど」

　家族写真だった。

　祖そ父ふ母ぼがひとりずつと父と母と才谷と女じよ性せいがひとり。

　古い家の玄げん関かんの前だった。

　花はなかったが青葉の繁しげる桜さくらの木があった。

　いい天気の晩ばん春しゆんで、みんなにこにこしていた。

　女性は、黒くろ髪かみで色白ですっぴんで、ピンクの安っぽい着古したＴシャツとジーンズ姿すがたで、健康サンダルを履はいていて、とてもしあわせそうに笑っていた。

「ヤマンバじゃないじゃん」

　思わず言った丸太に才谷が鼻に皺しわを寄せて突つっ込こむ。

「絶ぜつ滅めつしただろ」

「いや、だって」

「何年前の話だよ。渚は今普ふ通つうのＯＬだぞ」

「うん」

　そっかぁ、と丸太は言って写真を返した。

「これじゃわかんないや。でも」

　大事そうに写真をしまう才谷を見て、丸太は微笑ほほえんで言った。

「お前のうちがいいうちだっていうのは、わかった」

　才谷が自信満々で笑った。

「いいうちなんだ」

　ところで足がふやけるから、そろそろ堤てい防ぼうのとこでビールでも飲みながら話をしねぇかと才谷に言われて、丸太は頷うなずいた。

　そして丸太はオスタスのことを話した。

　話してみればそう長くはない話だ。

　オンラインＲＰＧとかじゃないんだよと何度か念を押した。才谷は黙だまって聞いていた。

　そして空が夕焼けに真っ赤に染そまって、波なみ頭がしらだけが金色に光る夕暮れになる。

　水着姿の人たちは徐じよ々じよに消え、かわりに集まってきた人たちは甚じん平べい姿の若わかい男性や、子こ供どもや女性の浴衣ゆかた姿が目立つ。案外賑にぎやかだ。屋台も立ってそこからは発電機の音が響ひびいている。

　丸太は話し終えてなんだかすっきりした。

　カード戦争のことは、唯ゆい一いつ森川に言ったきりだ。しかもあれは、ほぼ無む理り矢や理り、半なかば尋じん問もんみたいに喋しやべらされた。

　こんな風に、自分の大事なこととして、ごく自然に話せて、聞いて貰もらえるだなんて思ってもみなかった。

「その、カード戦争、なんだけど」

　才谷が顎あごに手を当てて、ちらちらと明かりの見える遠い場所を見つめながら言う。

「渚からも一回だけ聞いたことがあるんだ」

　丸太は驚おどろいて才谷を見つめる。

　才谷は視し線せんを動かさずに続けた。

「……渚とお前は面めん識しきがない。口くち裏うらを合わせるなんて無理だ。渚はあほだけど俺おれに嘘うそはつかねぇ。お前は嘘つきかもしれねぇけど、嘘だとすると、渚と口裏合わせてると考えるしかねぇ。でも、お前と渚は口裏合わせる目的もタイミングもなかったはずだ。そう考えると渚は本当のことを言っている。お前も本当のことを言っている。そう考えると、カード戦争は実じつ際さいあって、オスタスで経けい験けんしたっていうお前の話も全部本当だ、と考えるしかねぇ」

「すごいな信」

　丸太は目を丸くして才谷を見つめた。

「探たん偵ていみたいだ」

　才谷はクスリと笑うと丸太を横目で見て、片かた目めをつぶって言った。

「『名探偵』はお前だろ、マルタ・サギー」

　丸太は言われてあっけにとられて凍こおり付き、しばらくしてから言った。

「信、気き障ざ！」

　うるせぇよ、と照れて怒ど鳴なった才谷の声は、花火大会の開かい催さいを告げる一いつ尺しやく玉だまの音に掻かき消された。

　歓かん声せいと拍はく手しゆが浜辺に満ちる。







　三百円のブルーハワイで舌したを真っ青にして、焼きそばと焼きイカとフランクフルトで花火を満まん喫きつする。大会終しゆう了りようのアナウンスと共に散っていく客たちに紛まぎれて、二人はホテルの部屋に戻もどった。

　売店で虫さされのかゆみ止めを買って、二人で半分使った。いっぱい刺さされていた。

　シャワーを使ってホテルの浴衣に着き替がえた丸太が、先にシャワーを終えて缶かんビールを飲みながらベッドに転がっていた才谷に言った。

「じゃあ今度は信の番だよ」

　才谷は驚いて丸太を見る。

「俺はカード戦争なんか知らないぜ？」

　髪かみをタオルで拭ふきながら、丸太は静かに微笑んだ。

「僕の話は、したから。今度は君の話だ。家族の話とかしてよ」

「家族、なぁ」

　才谷はテレビに視線を向けてしばらく考えて言った。

「写真見ただろ」

「うん」

　丸太は頭からタオルを被かぶったまま、自分のベッドに座すわって、テレビに目を向けた。七回の裏三球目、ホームランかと思われましたが、これがファール。何とも惜おしい当たりでした。アナウンサーの声がわざとらしいが、愉ゆ快かいだ。夏で、平和で、とてもいい。

「父ちゃんの方のじいちゃんは透とう析せき受けてるけど元気でさ。ばあちゃんは社交ダンスが趣しゆ味みだ。母ちゃんの方のじいちゃんは大工。ばあちゃんはおっとりしてんだけど、編あみ物がすごい上う手まいの。雑ざつ誌しのニットなんかデザイン見ただけで編めちゃうんだぜ。俺、何回も編んでもらった。渚も編み物上手いんだぜ。でも、母ちゃんはあほで駄だ目めだ。編み目が数えられないんだって。でも料理はうまくってさ。煮に物ものなんか、料理屋のなんか目じゃねぇぜ。父ちゃんも、あ、そう、うち青果店なんだよね。俺が中三の時、脱だつサラして始めてさ、最初は苦労したけど、今は優ゆう良りよう店でお客さんもついてくれて、近くのスーパーより全然売ってるぜ」

　才谷は時々丸太を見ながら、でも、主にテレビを見ながら話した。

　たまに興きよう味みのあるＣＭとかが入ると、その話をした。

　ひとしきり話したあと、少し間があって、番組もかわって、才谷が言った。

「じゃぁ今度は丸太の番」

「僕の話はしたじゃん」

「……訊きくから答えろ」

「いいよ」

　言って丸太は立ち上がり、部屋の冷れい蔵ぞう庫こから自分もビールを取り出してベッドに戻った。

「お前、何であそこでひとりで暮くらしてるんだ」

　それは怒いかりともなんともつかないような感かん情じようが潜ひそんでいて、丸太は少し当とう惑わくする。

「……僕が中学に上がった頃ころ、母親と父親が海外に行くって言い出して、子連れだと面めん倒どうだし、日本にいた方が勉強とか楽でしょうって言って、まぁ面倒見てくれる人は最初は来てたけど、そのうち来なくなって。気楽で良かったけど」

「親、仕事何」

「母親は株かぶと不動産転がしてる。金はあるみたいだから儲もうけてんじゃない？　父親は小こ判ばん鮫ざめ。特に印象のないひと。あんまり話したこととかないなぁ」

「他ほかに家族は」

「弟がひとりいる」

「今どこにいるんだ？」

　驚おどろいて才谷が丸太を見たら、丸太はベッドに座ったまま足を組んで頬ほお杖づえをつき、ぼんやりとテレビを見ていた。

　テレビの画が像ぞうは、どこか、イギリスの田舎いなか。紀行番組で、音楽と語りが静かに流れている。

「オスタスに」

　才谷は黙だまって言葉を待った。

　オスタスにいるんなら、実の弟じゃねぇだろう。そういう言葉は思いついたが、思いついただけだ。

　事実が真実を表すとは限かぎらない。

「リッツって言ってね。僕の助手をしてくれてたんだけど、口やかましくってさぁ。すんごい有ゆう能のうなんだよ。ご飯もおいしいし、やりくりも上手だし、事じ務むだって出来るんだ。十五歳になったばっかりなんだよ。でもさ、一度流しにね、カップが二つ置いてあったことがあって。僕ぼくがいないうちにだよ？」

「怪あやしいな。色気づいたか？」

「でしょ？　そう思うよね？　絶ぜつ対たい彼女だと思うんだよなーあれ。あとね、ジョゼフ犬いぬ」

「ジョゼフィーヌ？」

「犬犬。ジョゼフ犬」

「変な名前」

「変って言うな。僕がつけたんだ」

「お前の言語センス変だと思う」

　才谷の言葉を丸太は無む視しした。

「可愛かわいいんだよー。白黒で斑ぶちで垂たれ耳でー。すんごい聞き分けのいいいい子でさ。あとねぇ、従い兄と弟この兄さんとそのおやじさんみたいなのが下の雑ざつ貨か屋にいてさぁ。基き本ほんむかつくんだけど、コックのヘンリーっていうのがね」

　ふと丸太は黙り込んだ。

　ビールを一口飲んで、テレビを見つめる。

「ごめん」

　唐とう突とつに謝あやまられて、才谷は驚いて起き上がる。

「何が」

「だって、別に、血とか繋つながってない」

「関係ねぇと思うけど」

　視線を上げた丸太を、才谷はまっすぐ見つめる。

「実の親の話してるより、お前百倍楽しそうだもん」

　丸太は困こまって視線を泳がせ、結局床ゆかに落としてしばらくしてから呟つぶやいた。

「……リッツの兄あに貴きはたちの悪い犯はん罪ざい者しやで。リッツを利用しようとしてる、んだ」

「うん」

　才谷はサイドテーブルに置いていた煙草たばことライターと灰はい皿ざらを引き寄よせ、煙草を銜くわえて火をつけた。

「守るって約束した」

「うん」

　才谷は一息深く吸すい込んだ煙けむりを吐はき出した。

「ねぇ、信」

「なんだよ」

「僕が肺はいガンになったら信を訴うつたえてもいい？」

「訴えるなら所長だろ。ああ、そうだ。お前あのオッサンと」

「どういう関係って訊きくならこっちこそだよ、信」

　丸太はリモコンでテレビの音量を二つ下げながら訊いた。

「絡からむよねぇ所長に。初対面じゃないんでしょ。タウンページで調べたなんて嘘うそだ」

　缶かんビールを半分ほど飲んで、丸太は煙草を吸う才谷を見つめる。

「……それは、俺の言うことじゃねえんだ」

「じゃ、絡むなよ。下手っぴ」

「何が下手だ」

「立ち回り方がさ。信、僕のこと言えないよ」

「何がだよ」

「立ち回り方の下手さがだよ。それでまんまと丸まるめ込こまれて、今所員みたいになっちゃって。所長を舐なめると痛いたい目め見みるよ」

「お前こそ、あいつとどうなんだよ。何であそこで働いてんの」

　反はん撃げきしようとムキになって才谷は言う。

　そこには何か誤ご魔ま化かそうとしている感じがあって、丸太はふーんと漏もらすと横目で才谷を見た。

「所長と僕との関係って言うなら、雇こ用よう関係だよ。七年働いてる。僕はオスタスに帰りたかった。手がかりは渚っていう、ヤマンバコギャルだけだ。他にこっちにいそうなカード戦争の関係者なんかひとりも知らなかったからね。だから渚を捜さがすために、人を捜す会社に入ったんだ。いつアウレカが来るかわかんないからあの家は出なかったけど、だからってもう、親からの金なんか使いたくなかったから僕は稼かせがなきゃいけなかったしね。それだけだよ」

「……渚、の、ことだけど」

　煙草を指に挟はさんだまま才谷は親指で頭を掻かいて顔を歪ゆがめる。

「どう見てる？　名めい探たん偵てい」

「それやめろ。カードがなけりゃ僕は探偵なんかじゃないからな」

　右目の下に皺しわを刻きざんで、いかにも嫌いやそうに丸太が言った。

「……森川さんは、ああ見えて有ゆう能のうでさ。本気出して捜せば、すぐ人なんか見つけちゃうんだよ。で、今回は、かなり、見たことないくらい本気でやってると思うんだけど、でもまだ見つかってない。……そんで、渚さんはカード使いで。蓑崎で百万以上を下ろしてる」

「……カード使いとなんか関係あんの」

　うん、と丸太は頷うなずく。

「カード戦争のカードって、高いんだよ。力のあるやつほど高いの。写真見たら渚さん、そんなバカなお金の使い方するようには見えないし。……でも、カード戦争って基本蓑崎でしかやってないはずなんだ。そういうルールなんだけど、蓑崎じゃないところにいたとするならその間はカード戦争やってなくて、けど登録は抹まつ消しようしてなくて、そんで何かごたごたがあって巻まき込まれてると考えた方がいいのかも知れない」

　煙草を吸いきって灰皿で押おし消し、才谷は言う。

「どうしたらいい」

「僕はカード戦争から除じよ外がいされてる。加われない。できるとしたら君だよ」

「なんでもやるさ。でもどうしたらいい」

　丸太はまっすぐな才谷の視し線せんに気け圧おされ、俯うつむいた。

「それが判わかれば、とっくにしてる」

　しばらく、部屋にテレビの小さな音だけが響ひびいた。

　煙草を三本立て続けに吸ってから、才谷は立ち上がるとホテルのデスクの引き出しを開けて、中から便びん箋せんとペンを出し、ベッドの間にテーブルを寄せてその上に便箋を広げ、ペンを持った。

「よし、丸太。お前、知ってる限かぎりのカード戦争のルールとか仕組みとか、何でもいいから言ってくれ。書きだして行くから。どんな情じよう報ほうでもいいから」

　そんなことは、もうずっと前にしたんだ。

　そうは思ったが、丸太は才谷の必死さに打たれて、頷いた。

　だってもう、愚ぐ直ちよくにやるしか方法はない。

　ここに『名探偵』のカードはなくて、『名探偵』もいないんだったら。

　もう愚直にやるしかないんなら。

　それをしよう。








　第六章　七年前、五月、雨の日




　早朝に起きて二人で湿しつ布ぷを貼はり合い、チェックアウトをして、あたふたと車に乗ったら道が混こんでいた。

　なんとなく遅ち刻こくしたくなくて、丸まる太たと才さい谷たにはまっすぐに事じ務む所しよに行った。車は近くのコインパーキングに停とめた。

　二人より早く早さ紀きが出しゆつ勤きんしていた。

　ジャージの上下に頭はバンダナを被かぶって、掃そう除じ用具を片かたっ端ぱしから持ち込んで、化け粧しようもいつもより控ひかえめだった。

　私物らしい携けい帯たいスピーカーからはエレキギターの音が鳴り響ひびいていた。

　二人を見て、早紀は眉まゆを寄よせる。

「何ですかその浮うかれた格かつ好こう。しかもちょっと日焼けしてないですか？」

　喧けん嘩かの痕あとは確たしかに痛いたんだし、湿布を今も貼っているけれど、それを隠かくそうともしない半はん袖そでのシャツとハーフパンツ、それとビーチサンダルの二人に、早紀は箒ほうきを持ったまま近づいた。

「男二人で喧嘩して、そのあとここまで私に片付けさせて。何やってきたんですか？」

「お土産みやげ」

　ふと丸太は思い出して、車の中からこれだけは掴つかんできたいるかのぬいぐるみを早紀に差し出した。思い出したことに満足してにっこりする。

　その丸太の笑え顔がおを見て早紀は火がついたように赤くなり、ぬいぐるみを受け取った。

「……ありがとうございます」

「ううん、こちらこそ」

　早紀は嬉うれしそうに頬ほおを染そめたままいるかのぬいぐるみを見ていたが、タグに書かれていた観光地の名を見ると目を瞬しばたたいた。

「……ここ、行ったんですか？　昨日？　喧嘩したあと？　才谷さんと二人で？」

　タグを見つめたまま早口で言う早紀に、才谷は少し気け圧おされ、丸太は特に何も感じずに頷うなずいた。

「うん。花火大会があって、ホテルに一いつ泊ぱくして。面おも白しろかったよ。な、信しん」

　早紀はがばっと顔を上げると才谷に詰つめ寄る。

「信じられない！　私昨日勢いきおいとはいえ鷺さぎ井いさんに告白した形じゃないですか!!　一いつ緒しよにホテル行くんなら普ふ通つう私でしょう!?　だいたいこんなむさいのと私じゃ、どう考えたってカワイイ方じゃないんですか!?」

「信はカワイイよ。早紀ちゃんは格かつ好こういいと思う」

「なんで俺おれの方向いて言うんだよ早紀ちゃん！　あと俺はカワイイとかじゃねぇだろう!!　なんだその形けい容よう詞しお前絶ぜつ対たい言語センス変だ丸太!!」

　丸太が言って才谷が言った。

　早紀はいるかのぬいぐるみを抱だきしめて身体からだをふりふりと回しながら目を潤うるませ、いやぁん鷺井さんが早紀ちゃんって呼よんでくれたぁと甘あまく呟つぶやいたが、才谷の姿すがたが視界に入るとそんな桃もも色いろのオーラを一いつ切さい消して詰め寄った。

「で、なんなんですか。二人でランデブーなんですか」

「なんだそのスイートな単語」

「僕、友達いなかったから。海とかも一人で行ってたから楽しかったよ。そういう意味じゃ初体験かな」

「初体験って!!」

　早紀はいかにも何も考えずに箒の柄えで才谷の腹はらを突ついた。才谷は蛙かえるのような声を出して悶もん絶ぜつする。

「ちょ、早紀、ちゃ、おま」

「鷺井さん、私も鷺井さんと海行きたいなぁ」

　苦しそうな才谷の声を無視して片手に箒、片かた腕うでにいるかのぬいぐるみを抱いて、早紀は丸太に言う。

「いいよ」

　丸太はあっさりと言い、早紀はガッツポーズをした。

「でもどうだろう、部屋割わりどうしたらいいのかな。男三人じゃ僕、信と森もり川かわさんで薫くん製せいになっちゃうよ」

　深しん刻こくな表ひよう情じようで丸太が言ったので早紀は才谷に詰め寄る。

「私と鷺井さんで一部屋ですよ普通！」

「何で俺に言うんだよ！」

　才谷が一歩引いて言うのに、早紀は、

「だって告白しちゃったんですもの!!　恥はずかしくてちゃんとお話しできません！」

　と泣きそうに言う。

「だったら黙だまってろ！」

「才谷さんだったら何でも言えます。別に好きでも何でもないし。今ここにいることを不幸と思ってください。いいじゃん海行ったんだしバーカむかつく」

　まるで判わからない理り屈くつを平然と展てん開かいする早紀に才谷は呆あつ気けにとられた。

　扉とびらが開いて、無ぶ精しよう鬚ひげとしょぼしょぼした目、襟えりの汚よごれたワイシャツと皺しわの寄ったスーツ姿の森川が三人を見て目を擦こすり、一度咳せき払ばらいした。酔よった様子はなかったが、酒の匂においがした。

「……海に行ったの」

　質しつ問もんというより独どく白はくのように森川は呟いた。

　そして中に入ると丸太と才谷の肩かたを軽く一度ずつ叩たたいて、早紀に言った。

「早紀ちゃん、悪いけど買い物頼たのんでいい？　あとで俺たち商品は取りに行くから、早紀ちゃんが見てきてよ。昨日壊こわれたものメモしたし。そっちのが効こう率りついいでしょ」

「私、こんな格かつ好こうなんですけど」

　不満を顕あらわす早紀に、森川は笑った。

「かわいいよ。ところでなんでこういうロックかけてるの？」

「こういうロックが好きなんで」

「スガシカオとか聴きいてそうなのに」

「聴きますよ、いろいろと。スガちゃんも。アイドルも。今度ＣＤ貸かしますよ。所長は？」

「聴きますよ、いろいろと。なんだ、それならコンポ置いとけば良かったな。仕事しながら聴き合うなら面白そうじゃない」

「鷺井さんは？　二人だけの時ってなかったんですか、コンポ」

　森川と丸太は視し線せんを合わせ、苦く笑しようした。

「聴きすぎて、壊して、なんとなくそれっきりだったんだよね。鷺井くんがコンポ家にあるの持ってくるとか言って、全然持ってこないんだもん」

「すみません。面めん倒どうくさくて」

「鷺井くんすぐそれだ。よしなよ、悪い癖くせだ」

「はぁ」

　丸太は苦笑したまま頭を掻かく。

　早紀はぬいぐるみをロッカーに入れて、金庫から事じ務む所しよ用のクレジットカードを取り出す。

　ジャージの上着だけを脱ぬいでＴシャツ姿になると、

「じゃあコンポも買ってきますね」

　と笑いながら言って出て行った。

　三人になると、森川は机つくえの上に座すわって煙草たばこに火を点つけた。

「座りなさいよ」

　そう言われたが椅い子すがない。

　仕方なく二人は目で会話して、ソファに座った。

　嫌いやな音がして、脚が一本折れた。

　斜ななめになった二人に、森川が煙草を挟はさんだままの親指で頭を掻きながら溜ため息いきと共に言う。

「デスクチェアーが二つお釈しや迦かで。ソファはそんな。そっちのソファは花か瓶びんの水がこぼれて、張はり布ぬのにばっちりシミ。電話が二台壊れてー、ロッカーが一個こ歪ゆがんで、ファイル棚だな全ぜん壊かい。パソコンはデスクトップとモニターが全部イカレて、カーテンも破やぶけたし、カーテンレールは歪んだし？　ホント、喧けん嘩かするなら表に出るって仁じん義ぎも知らないんだもんね、最近のキレやすい若わか者ものは」

「これくらいなら直すよ」

　と才谷が腹はら立だたしそうに言い、同時に丸太が、

「これくらいなら買いますよ」

　と言った。

「大工仕事する若者の方がおじさん好きだなぁ」

　森川はそう言って煙草の煙けむりを吐はき出した。

「で、海に行ったの？」

　横目で見て訊きかれて二人で頷うなずいた。

「花火見て」

「虫に刺さされて」

　笑いを含ふくんでどちらともなく言った。

「渚なぎささんに関することで進しん展てんはあったかい」

　その笑いを打ち消すように森川が呟つぶやく。

「カード戦争のことを信に話しました」

　丸太がまっすぐに森川を見て言い、森川が真意のわからない笑えみを浮うかべた。

「へぇ」

「渚さんも、カード使いだと思います」

「うん」

「……あんたはカード戦争のこと信じるのかよ」

　絡からむように才谷に言われて、森川は瞼まぶたを閉じて薄うすく微笑ほほえんで頷いた。

「鷺井くんが言うことだからね。ずいぶん前に無む理り矢や理り聞き出したけど、だからこそ嘘うそだとも思わないしさ。それに蓑みの崎さきに住んでると、ずいぶん不思議なことも……小さなことだけど……経けい験けんするし、この規き模ぼの街にしては転出入数が結けつ構こう多いのと、あとねぇ、鷺井くん実感してると思うけど、行方ゆくえ不明者多いんだよねー。だからうちみたいな零れい細さいも、なんとかやってるわけなんだけど」

　そうなの？　と才谷は丸太を見た。丸太は頷いて話を引き継つぐ。

「大たい抵ていは見つかるんだ。だけど、ちょっとだけ記き憶おくがないとか。そういう人が多いんだ。数時間から……一週間くらいかな？」

　ですよね、と視線を森川に向ければ、森川はうん、と息を漏もらした。

「他の探たん偵てい社しやとか興こう信しん所じよの人たちともね、酒飲むと、変だよねぇここねぇって話になるよ。もちろん守しゆ秘ひ義ぎ務むっていうか、そんな、お客さんのことべらべら喋しやべっちゃ商売になんないからさ、細かいことは伏ふせておくわけだけど。で、まぁ、そういう腑ふに落ちないことがね、カード戦争というのを当てはめると、ぴったり来るんだ。飛びつかない手はないよねぇ」

　ふふ、と森川は小指の爪つめで鼻の頭を掻いた。

「そんで、君たちがホテルで一いつ泊ぱくしてる間に、俺はこんなものをようやく手に入れましたよと。そういうご報ほう告こくです」

　森川はそう言うともったいぶって、内ポケットからカードを一枚まい取り出した。

　丸太は思わず立ち上がり、棒ぼう立だちになって凍こおり付く。

　見み間ま違ちがえようもなかった。

　森川は無言で丸太にカードを差し出し、丸太は震ふるえる手でそれを受け取った。

　カード。

　カードだ。

　七年間ずっと欲ほつしていた、そうだ、裏うらの柄がらはこんなんで、感かん触しよくもこんなで、印刷も。

「カード？」

　横目で、ちょっと皮肉気に森川は笑って言い、丸太は何度も頷き、涙なみだがこぼれるのを抑おさえずに言った。

「カードです。ああ、カードだ。カードです」

　カードに涙が落ちる。

　カードの柄は『森の娘むすめ』。

　丸太も使ったことのあるカードだった。

　なくしたものが、戻もどってきた。

　そう感じてしまえばもう、涙は止めることが出来なかった。

　才谷はもらい泣きをして鼻を啜すすり、森川は煙草たばこを吸すいきると、灰はい皿ざらに押しつけて火を消していつもの調子で言った。

「眼鏡めがねがないってことは、鷺井くん今コンタクトなんじゃないの？」

「えっ」

「泣いたら落ちるでしょ」

「うわぁっ！　ちょっと信探さがして！　あとティッシュ取って！」

「なんだとティッシュどこだ!?」

「早紀ちゃんいないからわかんないよそんなの」

　けらけらと森川が笑った。

　よく考えたら使い捨すてだから、才谷が車に未使用のものを取りにいった。慌あわてて損だった。







　昨日の夜、森川が何をしていたか。

「カード使いのひとを見つけて、カード一枚貸かしてって口く説どいたの。おしまい」

　詳くわしく聞こうとした才谷と丸太は、あっさり終わられてしまって物理的にずっこけた。

















「所長、ちょっと、もう、うう、はぐらかさないでください～」

　ソファに座すわり直して両手に顔を埋うずめてぐすぐす泣く丸太を、才谷が肩かたを叩たたいたりして慰なぐさめる。

「おいおっさん、からかうなよ。丸太泣いてるじゃん」

「あれぇ、からかってるのバレた？　鷺井くんホント泣き虫だよねぇ」

　楽しげに言う森川に、結局才谷がさっき見つけ出してきたティッシュを引き出して鼻をかみながら丸太が言った。

「所長が意地悪なんですよ。大人おとな気げって知ってます？」

「君ももう子こ供どもじゃないよ」

「年ねん齢れい差は縮ちぢまりませんよ」

「数字が表すことが全すべてとは限かぎらないと思うよね」

「話が進まねぇよ」

　才谷が冷静に言い、丸太が鼻をかんだ。

「おっさん、頼たのむからちゃんと説明してくれ。俺にだ。丸太は黙だまってろ」

「うん」

　丸太は素す直なおに頷うなずき、鼻を啜り上げて目の下を指で擦こすって言った。

「そんで信が丸め込こまれそうになったら助けるね」

「うん頼む。眉まゆに唾つばつけるのって効きくんだっけ？」

「それは狐きつねよけのおまじないだから、狸たぬきには効かないんじゃないかな」

「ひどいな、俺、腹はら出てないよ」

　二人は森川のその言葉を聞いて、同時に眉に指で唾をつけた。

「君たち失礼じゃない？　しかも何でそんな古いこと知ってるの」

「話進めろ」

　きっぱりと才谷が言い、丸太が小さく拍はく手しゆをした。

「……クライアントに言われちゃしょうがないな。いいでしょ、わかりやすく素直に話します。最初から。えーとね、まず、七年前、何でもするからココで働かせてくださいって鷺井くんがやってきました」

　思いがけないところからはじまった話に才谷は眉根を寄よせ、丸太は驚おどろいて顔を上げた。

「ほんっと使えないヒトでさぁ。びっくりしたけど、まぁ、一年で今の早紀ちゃんの十分の一くらいは働けるようになったかな。あのころから張はり込みとかは得意だったしね」

「ぼんやりしてるのは好きなんで」

　照れくさそうに丸太は言ったが、才谷に苛いら々いらと口の前に一本指を立ててしぃっと言われれば、丸太は片かた手てで口元を押さえた。

　森川はにっこりと言う。

「張り込みはぼんやりしてたらいけないんだよ、鷺井くん」

「張り込み談だん義ぎとか関係ない昔話とかに続けんなよオッサン」

　森川は吸っていた煙草をもみ消して、もう一本口に銜くわえ、火をつけて煙けむりを吐はき出してから、にっこり言った。

「俺おれはこう見えて張り込みには一いつ家か言げんある男なんだけど」

「支し払はらいを渋しぶるぞ」

　才谷が脅おどした。

　森川は面めん倒どうくさそうな顔をしてから話を続けた。

「それで、しばらくしてから俺はカード戦争のことを聞いて。裏うら付づけをとるために動いていました」

「えっ」

　丸太が驚いて声を上げる。

「えって。そうだよ。いちいち報ほう告こくしなかったのは、ろくな収しゆう穫かくがなかったからさ。ところが、才谷くんが依い頼らいしてきてから動いてみたら、あっという間にカード使いにたどり着けたよ。……まあ、この人は絶ぜつ対たい知ってるだろうなあって役やく職しよくの人がいてさ。前から接せつ触しよくしたかったんだけど、とにかくカード戦争のことを話そうと思うと、ものすごくタイミングが合わないことが続いててね。それが、才谷くんの依頼で動き始めたら、フツーの手しゆ段だんで一発で連れん絡らくついて、昨日そのひとと痛つう飲いんしたというわけさ。で、このカードを借り受けたの。なんなら登録するー？　とか言われたよ」

「えっ、ちょ、それ誰だれ、どうやって接触」

　丸太は焦あせって身を乗り出し、これは無事だった応おう接せつテーブルに思い切り腿ももを当てて痛いたみに身体からだを丸めた。

　才谷は慌あわてて心配し、森川は一いち瞥べつもくれない。

「鷺井くんは、なんていうの。とにかくカード戦争から遠ざけられてるんだよね、つまり。だから、鷺井くんの話を聞いた俺が、鷺井くんの為ために動いたんじゃたどり着かないわけさ。でも、鷺井くんの話を聞いたことのある俺でも、鷺井くんとは関係のない才谷くんから依頼を受けて、鷺井くんとは関係のない渚さんを助けるために動く、っていうルートは空いてたわけ。わかる？　まぁ完全にカード戦争から排はい除じよしたいなら、その瞬しゆん間かんに鷺井くんは自分で転んで頭打って死んでもおかしくないわけでしょう。そういう力のあるものなんでしょ、カード戦争委員会って」

　言われて丸太は頷うなずく。

「だからまぁ、才谷くんが今回偶ぐう然ぜん現あらわれてくれて、偶然依頼してくれて、偶然上う手まく行ったわけさ。君はカード戦争から遠ざけられているけど、なんていうかな、犯はん罪ざい者しや扱あつかいではないんだろうね」

　フ、と嘲ちよう笑しようじみた口元から短く煙を吐き出して、森川は呟つぶやく。

「……この、才谷くんからはじまる偶然というやつの、どこにどれくらいカード戦争の力が及およんでいるかいないか。もう考えるだけムダだけど、もしそうなら鷺井くんをカード戦争に戻もどしたいヤツがいるんだろうし、そうでなければ幸運として喜べばいい。鷺井くん」

「はい」

　突とつ然ぜん名を呼ばれ、丸太は森川の目を見る。

「これが、多分最初で最後のチャンスだ。これで駄だ目めなら、二度とチャンスはない。しくじったら」

　森川は視し線せんを外し、目を伏ふせると頭を掻かいて言った。

「……今度こそ、正社員になって頂ちよう戴だいよ」

　丸太は情なさけないような顔で笑う。

「はい。約束します」

「午後になったら、才谷くん連れて、このカード返しに行くから。そういうわけで君は連れて行けないからね。早紀ちゃんと今日中に、ここの環かん境きよう回かい復ふくしといて。ＰＣも頼たのんでおいたから、セットアップとデータの移い行こう頼むよ」

「はい所長」

　丸太はもう一度鼻を啜すすってから言った。

「なんでもします。ありがとうございます」

　森川は、思いを馳はせるような遠い視線を丸太に向けた。

「……懐なつかしいねぇ」

　丸太はその言葉に何か思い至いたったように、あ、と小さな声を上げて苦笑した。

「そうですね」

　森川と丸太は小さく笑い合った。

「じゃぁ、俺と才谷くんはこれを返しに行くから。鷺井くんは早紀ちゃんと連絡取って、迎むかえに行くとか、手伝ってあげて」

「はい。よろしくお願いします」

「鷺井くん。俺は君の為だけに動いてるわけじゃないよ」

　微笑ほほえんで言われて、丸太は俯うつむいて顔を赤くする。恥はずかしかった。

「でも、納なつ得とくできる決着が、どんな形であっても君を迎えてくれればいいと思う。それは親しい人にみんな思うような、当たり前のことだよ。そして、俺も当たり前の男だ」

「オッサン回りくでぇよ」

　才谷が立ち上がって言う。

「気にすんな丸太。バッチリお前のいいようにしてやっからさ！」

　才谷ははっきりそう言うと真夏の太陽みたいな笑顔を丸太に向け、丸太の後ろ頭を叩たたいてやって、森川と一いつ緒しよに出て行った。

　残された丸太は、窓まどの外の蝉せみの声を聞きながら、すこし泣いた。

　そして顔を上げた。







　ビルの外に出て、少し離はなれた月つき極ぎめ駐ちゆう車しや場じように置いてあった森川の車の助手席に乗って才谷は言う。

「あっつ」

「夏だもん、車内はさ。窓あけて少し走ればマシだから、ドア閉しめてよ」

　言われて才谷はドアを閉め、シートベルトの金具の熱さに驚おどろいて取り落とす。樹じゆ脂しの部分を指で摘つまんで嵌はめる。森川はゆっくり車を出した。

「それで、どこに行くんだよ」

「んーと、まずは湯～パラダイスつきあって」

　ハンドルを切って、信号を右折しながら森川は言い、才谷は眉まゆをひそめる。

「……ユーパラダイス？　何するとこだ？　キャバ？」

「あっはっは、まだこんな時間キャバクラ開いてないよー。開いてたら行くのも面おも白しろそうかも知れないけど」

「あんた行くの」

　冷たい声で言われても、森川は動じない。

「そりゃあたまにはねぇ。君行かないの」

「行かねぇよ」

「嘘うそだぁ若わかいのにぃ」

「嘘じゃねぇよ」

　ああもうこいつと話すのやだと、口に出さない意い志しを滲にじませて才谷は窓の外を見る。

　けれど森川がなにも言わないので、焦じれてまた訊きいた。

「どこなんだよ」

「ああ。健康ランド。ちょっと早いし、昨夜からお風ふ呂ろ入ってないからさ。スーツは服屋さんから新しいの上がったって連れん絡らく来たから、取りに行ってそのまま着ていこうかなって」

「約束何時なの」

「昼の二時」

　才谷は車の時計をちらりと見る。

　まだ十時過すぎだ。

「時間早すぎるだろ。何で出てきたんだよ」

「鷺井くんをひとりにしたくって」

　信号待ちでトラックの後ろに付いてしまい、森川は窓を閉めてクーラーを強くする。

「トラックがみんなハイブリッドになればいいのになぁ、もう」

「なんで丸太をひとりにしたいんだ」

「色々考えることもあるでしょ。早紀ちゃんも鷺井くんとふたりになれれば喜ぶだろうし。はっは、早紀ちゃん面白いよねぇ」

　信号が変わって車が進む。

　少ししてから森川が語る。

「蓑崎で一番大きい興こう信しん所じよがね。浅あさ野の祐ゆう司じ興信所っていうんだけど」

　何の話かわからない。

　だが黙だまっていた方がよさそうな気がして、才谷は黙る。森川は続けた。

「そこの浅野さんが電話してきてさぁ。どうしても興信所で働きたいっていう子がいるんだけど、あんまりにも使えないから困こまってるって言うんだ。いろんなところに回したんだけど、どこでももてあましちゃってって。で、俺のとこが最後だった。それが七年前」

　森川は回想する。

　雨が降ふっていた。

　強いぬるい雨で五月。

　張はり込こみを終えて、不ふ倫りんの証しよう拠こは押おさえた朝。

　丸太はスーツにワイシャツでネクタイで、事じ務む所しよの前の暗い廊ろう下かに立っていた。

　当時は森川は誰かと何かをする気になれなかった。

　浅野からの電話も、返事を濁にごした。

　浅野は蓑崎の同業者がほぼ全すべて世話になっている温おん厚こうな人物だったから、はっきり断ことわることは出来なかった。ついこの間も捜そう査さの不ふ備びで起こったゴタゴタを解かい決けつしてもらったばかりだ。

　だから、本人が来たら本人に断ればいいと考えていたのだが、この訪ほう問もんは不意打ちだった。

　森川は丸太を見て、溜ため息いきを吐つくと踵きびすを返して階かい段だんを下った。

　慌あわてた足音が追ってきた。

「待ってください！　森川さんですよね！　ぼ、僕ぼく、鷺井って」

「帰ってー。雇やとう気ないもんー。うちは俺ひとりで回してて、それで充じゆう分ぶんだから。ね？　もっとちゃんとしたとこ」

「ここが最後なんです！」

「知らないよそんなの。だいたいココしかもうないからお願いしますって、失礼じゃない、君」

　階段を下りきってビニール傘がさをさして外に出る。

　丸太は手に持った傘を開きもせずに追いすがった。

「ちがう、そういうつもりじゃ……お願いします！　僕、どうしても、探たん偵ていをやらなくちゃいけないんです！」

　カード戦争のことや、オスタスのことは、そのころ丸太にとって絶ぜつ対たいの秘ひ密みつだった。

　誰かに知られたらきっと頭がおかしいと思われる。

　絶対黙っていなくてはならない。

「人を捜さがしてて」

「だったら依い頼らいしてよ。報ほう酬しゆうさえ出せば捜すから」

「下の名前しかわかんないんです！　それと昔ヤマンバコギャルだったことと！」

「うわ、懐かし……。浅野さんに依頼しなよ。知らないよ俺は」

　雨は勢いきおいよく降っている。傘に雨が当たる音がうるさい。

　森川はこの面めん倒どうくさい無礼な小こ僧ぞうをとにかくどうにかしたかった。さっき車を停とめたばかりの駐ちゆう車しや場じように足を向ける。車に乗ってしまえばこっちのものだ。走り去って、家に戻もどって。どこかホテルに泊とまってもいい。たまには。

「お願いします！　ただでもいいんです！　なんでもしますから」

　ああ、うるさいなぁ。

　寝ね不ぶ足そくの頭にかちんと来て、振ふり返って口を開こうとしたら横を軽トラックが走り抜ぬけた。

　道にくぼみがあって水たまりがあって、大きく水が跳はねて二人はびしょ濡ぬれになった。

　森川は不覚にも呆ぼう然ぜんとした。

　その一いつ瞬しゆんに、丸太が森川の前に走り込んで、道路の水たまりの上に座すわり込んで雨に濡れて土ど下げ座ざをした。

「お願いします!!　僕、人を、さがさ、ないと」

　泣いてるのか、と思うような言葉の途と切ぎれ方だった。

　やだなぁこういうの。

　なんだか知らないけど勝手に泣いたりとか土下座したりとか。

　迷めい惑わくだったらない。

　けれど、上げた丸太の顔に涙なみだはなかった。

「人を捜さないといけないんです!!　僕の都合ばかりで申し訳わけないんですが、なんとか、なんとか、僕も森川さんの力になりますから!!」

「いや、そんなのどうでもいいよ。力になってくれたいんなら今帰ってよー」

　丸太はその言葉を聞いても、森川から目をそらさなかった。

　森川も目をそらさなかった。

　雨が降り続いていて二人ともずぶ濡れだった。

　これだけずぶ濡れなら、と、森川はさしていた傘を降おろした。

　丸太は歯を食いしばって、膝ひざに拳こぶしを置いて、まっすぐ顔を上げて森川を見ていた。睨にらみ付けていた。

　森川は張りつく前まえ髪がみを両手でかき上げて、顎あごを上げて丸太を見下ろした。

「……溺でき死ししそうよ、君」

　丸太は森川を見つめたまま首を横に振った。

　森川は面倒くさくなって、その場に腰こしを下ろしてあぐらをかいた。

　ズボンの布ぬの地じ越ごし、水を媒ばい体たいにアスファルトを感じる。冷たい。

　でも、ぬるい五月の雨だった。

　植え込みのツツジが雨の中に鮮あざやかだ。

　横をガードレール越しに車が通っていく。

　驚おどろいて目を丸くする丸太に、森川は言った。

「労ろう基き法ほうがね、あるから。それを守った範はん囲いで、一番安い賃ちん金ぎんで。お客さんの秘密を守って。刑けい法ほうには出来るだけ触ふれないで。依頼人に踏ふみ込まないで。……うち、十時からだから」

「じゃぁ」

　森川は立ち上がる。

「べちゃべちゃじゃない、もう……。一度うちにおいで。服貸かすよ。いきなり風か邪ぜひいて休まれたんじゃつまんないからね」

　丸太は泣きそうに顔を歪ゆがませ、立ち上がって言った。

「なんでもします。ありがとうございます」

　森川は苦く笑しようした。

　手を伸のばして、雨にぐっしょり濡れた丸太の頭をひとつ叩たたいた。

「なんでもします、なんてね。軽々しく言っちゃだめだよ。大人は信用できないんだから」

　それから七年。

　あっという間なような。

　そうでもないような。

「美み咲さきさん、元気？」

　二十四年。

　あっという間だったとは、そこは思えないけれど。

　昨日のことのように鮮やかに思い出すいくつかのことのうちのひとつ。

　森川の口から出た名に、才谷は何か怒ど鳴なったり、嫌いやみを言おうとしたけれど、そんな気持ちは何な故ぜだかすぐに萎しぼんでしまったので、頷うなずいて答えた。

「元気。でも最近は腰よう痛つうが、しんどいって」

　あはは、と森川は笑い、俺おれもだよと続けた。








　第七章　現げん在ざい、八月、晴れ




　鷺さぎ井いさんってゲイなのかしら。

　愛あい田だ早さ紀きは百円ショップで眉まゆ根ねを寄せた。ついでに備び品ひんも揃そろえたかったからだ。

　事じ務む所しよのカードでおろせる金きん額がくは結けつ構こう多い。けれども有ゆう能のうな事務員であるところの早紀は、支し出しゆつは出来るだけ抑おさえたかった。そうするのが健全だし、自分の能力を使いこなすのは気持ちがいい。

　それに、ジャージとＴシャツでお洒落しやれなショップに行くのはためらわれたし。

　どうせならこの間買った、フレンチテイストの中間色の細い縦たて縞じまのワンピース。

　それにコットンのちょっとフリルとクリアビーズの刺し繍しゆうのカーディガンと、花モチーフの革かわのネックレスしてさぁ。スモークピンクのミュールでさぁ。

　日曜も最近会計士の資し格かくの勉強してるから、行く暇ひまもないけど。

　でも、鷺井さんてば、なんで才さい谷たにさんとあんな仲良くなってるの。

　私なんか誕たん生じよう日びに一いつ緒しよにごはん食べたのに。

　私より才谷さんのほうがいいのかしら。

　どこがいいのかしら。

　いい人かも知れないけど、顔は好みじゃないけど、話しやすいけど。

　そうだボールペン買い込んでおこうかしら。ロッカーの中のＳカンももう少しあった方がいいよね。所長のロッカーの中の鏡、欠けてたから新しいの。引き出しの中の区切りかご、サイズいくつだっけ。鷺井さん。ゲイだったらどうしよう。

「性せい転てん換かんとかするべきなのかなぁ……」

　深い溜ため息いきと共に思わず漏もれた呟つぶやき。

　プラスチック製せい品ひんが山と積んである前で早紀は自覚なく、結けつ構こう大きい声で言ってしまい、周りにちらほらいた客が驚おどろいて早紀を見つめた。

「僕、ゲイじゃないよ愛田さん」

　唐とう突とつに後ろからかけられた声に早紀は振ふり向き、周りの客は更さらに驚いて好こう奇きの目を二人に向けた。

「鷺井さん」

「変なひとりごと言ってるね」

「鷺井さんこそ変な事言わないでください」

　内心おろおろしつつ早紀が言い、丸まる太たが早紀の持っていた買い物籠かごを持つ。

「手伝うよ。ここはこれくらいでいいんじゃないの」

「いえあの、あと、コップとか」

「駅えき裏うらの雑ざつ貨か屋で買おうよ。森もり川かわさん案外小物うるさいんだ。……あ、バケツ無事だった？」

「壊こわれてましたよ。買います」

　早紀は言うが早いか適てき当とうなバケツを手に取って、丸太が持つ買い物籠に入れた。







　丸太の車の後部座ざ席せきは、すでにショップの紙バッグで埋うもれていた。

「なんですかこれ」

「ん、ちょっと買い出しっていうか」

　その上に荷物を置いて、早紀は車の助手席に座すわる。

　嬉うれしかったがジャージで少し恥はずかしかった。

「どうぞ。レジ脇わきで買ったからぬるいけど」

　丸太から缶かんコーヒーを渡わたされ、礼を言って受け取ってプルトップを開けて飲んだ。

　嬉しい。

「ありがとうございます」

　恥ずかしいほど気持ちが弾はずむ。

「いいえ」

　と笑って車を出す丸太の横顔にそっと見とれる。

　フロントガラス越ごしに光る並なみ木きの緑が綺き麗れいだ。

　デートみたい。うれしいな。

「鷺井さん、どうして私があそこにいるって判わかったんですか？」

「ん、なんとなく。行ってみたらいたの。まぁあそこにいなかったら携けい帯たい鳴らすつもりだったけど」

「最初から鳴らしてくれたらいいのに」

「なんとなくね」

　カーステレオから流れる音楽。早紀も知っている曲だったので、少しその曲について話をした。

　うれしいな。

　すごくたのしいな。

　ジャージなのも悪くない。気負わなくていい。

　駅裏の雑貨屋に行って、丸太の見立てで森川の好きそうなものを揃そろえた。

「でも、もともと事務所にあったのも無む頓とん着ちやくな感じだったじゃないです？」

　オールドグラスのコップを手にとって首を捻ひねる早紀に、丸太が頷うなずく。

「公民館にありそうな梅の湯飲みとか金属の茶ちや托たくとかね」

「そうそう。マグカップだって銀行のもらい物で。どうしてああいうのって、可愛かわいくないのかな」

「ロゴとかなければ可愛いのにね」

「所長のコーヒーカップ、どうしましょ。デパートでウエッジウッドとか？　いっそ」

「普ふ段だんづかいのやつは、ここいらのでまとめて買っちゃってもいいと思うよ」

　二人でカップを手に持って重さや手て触ざわりを確たしかめて、結局三つで千円の格かく安やす品におさえた。

「森川さんがいた興こう信しん所じよがさ。潰つぶれたときにもらったんだって。備び品ひんとか全部。それでああいう感じだったの」

「思い出の品……だったのかしら」

「あのひと、そういう風にセンチメンタルじゃないよ」

　他ほかにも水回り品や花か瓶びんを買って、重い袋ふくろを持って炎えん天てん下かの道を車まで歩く。

　それから電気屋に寄よって、家具屋に行ってホームセンターに行って。

　買い物を終えたらもう二時を回っていた。

「ああ、お腹なかすいた！」

「うん、お昼食べよう。どこがいい？」

「コンビニの冷やし中ちゆう華かが食べたい気分です。お店入るの気が疲つかれる」

「賛さん成せい。トランクにレジャーシート入ってるから、河原かわらに行こうよ」

「素す敵てき！」

　デートみたい！

　早紀は頬ほおを染そめて身体からだの前で手を合わせた。

　川沿ぞいにある駐ちゆう車しや場じようの広いコンビニで買い物をして、店員に一言言って車を置かせてもらって、河原に降おりる。

　手入れをされた芝しば生ふが緑色だ。水面は煌きらめいていて、木こ陰かげが空いていたからそこにレジャーシートを広げる。

　腰こしを下ろせば案外冷たい風が身体を過すぎていく。

　冷やし中華のラップをはがして、ペットボトルを開けて割わり箸ばしを割って二人で食べる。

　木の上からは木こ漏もれ日と蝉せみの声。道を行く車の音が結けつ構こう遠い。

「うわ、気持ちいいな、楽しいなー」

　鼻歌を歌って小さく弾むリズムで身体を揺ゆらす早紀に、丸太は言う。

「愛田さん」

「はい？」

「僕ぼく、好きな人がいるんだ」

　早紀のリズムが止まる。

　大きな目が、こぼれ落ちそうに見開かれて動かなくなる。

　長く思える沈ちん黙もくがあった。

　丸太は冷やし中華を食べながら、早紀の顔を見つめる。

「ごめんね」

　早紀は何か言いたげに唇くちびるを動かしたが、何も言わなかった。

　風が吹ふいて、木を揺らして、蝉が騒さわがしい。

　丸太はすっかり冷やし中華を食べてしまい、デザートの棒ぼうアイスの袋を開けた。

「僕はあの時十七歳で。高校をやめた帰り道で」

「やめてよ」

　ひどい。

　このひとひどい。

　震ふるえる声で早紀は言葉をこぼした。

「何ですかそれ」

　さっきまですごく幸せだったのに。

　すごくすごく楽しかったのに。

　ふるにしたって、食事が終わるまで待てないわけ？

　そんで、なんで冷やし中華食べながら言うの。なんでキュウリ食べてんの。

　なにこのひと。

　それで何を話し始めるわけ。

　自分の恋こいの話でもするの。

　怒いかりに震える早紀に、けれど丸太は淀よどみも、揺れもない瞳ひとみを向ける。

「聞いて欲ほしいんだ。僕の物語だ。頭がおかしいと思ってもいい。でも、聞いて欲しいんだ」

「ふざけないで！」

　早紀は怒ど鳴なって、丸太の頬を思い切り平手で打った。丸太は勢いきおいでふらつき、片かた手てをついて身体を支ささえた。

　早紀はびりびりする手のひらをさすり、立ち上がる。そして早足でその場から離はなれた。







　早足で去っていく早紀の背せ中なかを丸太は見送って、じんじんする頬を撫なでさする。

「いたー……」

　才谷に殴なぐられたところより、所長に蹴けられたところより痛いたかった。

　ごめんね、と心の中で呟つぶやく。

　上う手まくできたらよかったんだけど、と、情なさけなくて泣きそうになった。

　愛田さんはとても可愛かわいくて大好きなんだけど、でも、マリアンナさんを忘わすれることなんか出来ないから。

　どういう風に言うのが一番いいんだろう。

　わかんないよそんなの。

　傷きずつけた、と思うとつらい。

　ふと、視し線せんを上げたら早足で早紀が戻もどってくるところだった。

　いかにも憤ふん然ぜんと。大おお股またで。

　手にコンビニ袋ぶくろを提さげていた。

　そして丸太のところに来るとどっかりとあぐらをかいて座すわって、袋の中から缶かんチューハイを取りだして、開けて一気飲みしてから言った。

「鷺井さんって最低！　ひどいよ！　最っ悪！」

「……ごめん……」

　言われれば謝あやまることも出来る。

　でも、やっぱりそうだよなぁ、と思って、丸太は正せい座ざをすると俯うつむいた。

「それで十七歳で高校やめた日にどーしたっつーんですよ。何そのリリカルな出だし。くっだらね」

　ぽかんとする丸太に、早紀は首を斜ななめにして顔を覗のぞき込こんで言う。

「続けてください。聞いてやるからさぁ！」

　少しの間のあと、ういっく、と早紀は酔よったしゃっくりを漏もらした。























　缶チューハイは四缶空になって、木の下にはさきいかの匂においが漂ただよう。

　とんでもないハイペースで早紀は飲んで、丸太はオスタスのことを話しながら、良くそんなにお腹なかに入るなぁと感心した。

　マリアンナのこともカードのことも全すべて話し終えて、それでも早紀がもっとと言うので面おもはゆかったが事じ件けんのことを話した。そして人々のこと。リッツ、ジョゼフ犬、バーチ、トーリアス警けい部ぶ、クレイ、女王陛へい下か、ドミノフとデミナフ、デアスミス、ミスター・ブルネル、ヘンリー、アッカーソン巡じゆん査さ、エシ氏、リーサー、ノードラ、シェル様、スゥロン、スレイリー・ドラゴン、シェリー、他ほかにも。あとアウレカ。

　日が傾かたむいて影かげが伸のびる。

「ま、いいんだけど、どうでも」

　さんざん話をさせておいて、早紀はそう言う。

「結局、あの、えーと、バーチ？　マリアンナさん？　は、私の太た刀ち打うちできるような相手じゃないってことですよ、ハイハイ、お手上げー」

「笑わないの？」

　当とう惑わくする丸太の問いに、早紀はレジャーシートの上に寝ねっ転がって、両手を頭の上に上げる。木こ陰かげの影は移い動どうしていたが、二人の頭をまだぎりぎり太陽から隠かくしてくれていた。

　さらさらと葉が鳴る。

「……なんか面おも白しろいこと言ったら笑いますよ。なんかやってくださいよ」

「そうじゃなくて。オスタスとか。『名めい探たん偵てい』とか。カード戦争とか」

「ああはいはい、まぁそうですよね、作り話とか、ゲームだのアニメだの漫まん画がだのと現げん実じつの線引きが出来ないのかって話ですよね」

「う、うん、そう」

　長い溜ため息いきを据すわった目で吐ついて、いかにも面めん倒どうくさそうに早紀は言う。

「別にそれならそれでいいです」

「え」

「マリアンナさんがアニメキャラだろうがなんだろうが、私はそのアニメキャラに負けたわけですよ。私にとってはそれが重要で、それで全部です」

「い、いっぱい話したのに。事件のこととか」

　思わず早紀に覆おおい被かぶさるようにして言った丸太に、早紀は口の端はしを片方だけ上げる。

「そんなもんどうでもいいですよ。でも」

　それから少し泣きそうに笑った。

「鷺井さんは、オスタスが好きなんですねぇ。恥はずかしそうだったけど、楽しそうに話してくれて。……ねぇ鷺井さん、蓑みの崎さきは嫌きらい？」

　訊きかれて丸太は目を瞬しばたたかせる。

　蝉せみの声。葉は擦ずれの音。川の流れ。遠い車の音。子こ供どもたちの声。

　森川のことを、才谷のことを思う。顔見知りだったり、丸太に気楽に声をかけてくれる人たちのことを思う。行ゆき交かう人たちの、好感を持てる人たちのことも、そうではない人たちのことを思う。父のことを、母のことを、学校で会った者たちのことを考える。

　目の前の早紀を見る。

「嫌いじゃない」

　静かに微笑ほほえんだ唇くちびるから言葉は落ちた。

「オスタスに行く前までは、好きじゃなかったかもしれない。でも、今は嫌いじゃない。……汚きたないし醜みにくいし、無む惨ざんで残ざん酷こくで、僕に優やさしいわけじゃないし。でも、なんだろう」

　丸太は座り直して目を閉とじる。

「オスタスだって別に、綺き麗れいな街じゃなかった。僕はカードを持っていて無む敵てきだった。でも、だから居い心地ごこちが良かったわけじゃなくて」

「……今はどうなんです。蓑崎は。居心地は」

　さきいかを銜くわえて、早紀が言う。

　言葉に合わせてさきいかが揺ゆれる。

「悪く、ない。でも、僕の気持ちはオスタスにある。僕が戻らないと、マリアンナさんはあそこで死んだままだ」

　早紀は瞳ひとみを閉とじる。

「なら。帰らないと」

　さきいかを食べきった早紀は、チーズ鱈たらの袋ふくろを横になったまま開ける。

　一本とって手て慰なぐさみのように裂さくと、チーズと鱈の部分が剥はがれた。早紀はそれを中なか頃ごろで止めると、全すべて剥がさずに、鱈の部分を持って見つめる。一点から分かたれて離はなれていくチーズと鱈。

「鷺井さんってさ。気持ちのどっかが絶ぜつ対たい別にあるひとだなって思ってた。私がその気持ちを引き受けたかったの。……こっちを向いて欲ほしかった」

　早紀は小さい声で語りながら、薄うすい鱈を軽く引っ張ぱっていた。手て遊すさびのように、鱈の部分をチーズから剥いだ起点に戻もどしてくるりと輪を描えがく。

　丸太はぼんやりとそれを見つめる。

「まぁ、無理だったけど。思ってたより全然、鷺井さんひどいひとだし。最ッ悪。最ッ低」

　早紀は鱈を引っ張って、ぷつんと千切った。

　鱈は分ぶん岐きした部分から切れる。

「……鱈だけ食べるひとっていますよね。だったらチーズ鱈じゃなくて、鱈食べてろって言うひともいるけど。チーズと鱈は、くっついてて、それでどっちもおいしくなるんですよね」

　丸太は早紀の言葉を黙だまって聞く。

　何を言ってるのか判わからない。

「意味ないわけじゃないですよね」

　丸太の返事を待たずに、早紀はチーズ鱈を口に放り込む。袋の中からひとつかみ取りだして、口に押おし込んで食べて、両足を揃そろえて大きく振ふると起き上がり、またチューハイをひと缶かん一気に飲み干ほした。

　残ったチーズ鱈を、丸太に渡わたす。

「味わって食べてくださいね」

　そして早紀は辺りを片かた付づけると、チーズ鱈の袋を持ってぼんやりする丸太をどかしてシートを畳たたんだ。

「帰りますよ。まだまだ今日やることいっぱいあるんですから」

　しゃっきりと早紀は言い背せ筋すじを伸のばして歩く。

「さ、早紀ちゃん？」

　早紀は軽くステップを踏ふんで丸太に向き直る。後ろ向きに歩きながら笑った。

「私、ザルなんです。最初に酔よって見せたのはサービスですよ。話しやすかったでしょ？」

　言うと、また前を向いて歩き出した。

「ようやく愛田さんから早紀ちゃんに昇しよう格かくしたよ。遅おそいよね、ほんと」

　さぁ、女友達にどう愚ぐ痴ちをこぼそうかと、早紀は頭の中で整理をした。整理なんか出来なかった。

　後ろから、丸太がなんだかしょんぼり歩いてくる気配がしている。

　逆ぎやくでしょ、鷺井さん。

　早紀はそう思っておかしくなって、ちょっと泣けた。

　でも、ジャージのポケットにも油ゆ断だんなくハンカチが入っている自分は嫌きらいじゃない。

　ふられても、自分は自分を嫌いじゃない。

　ハンカチは使わずに、汗あせを拭ふく振りをして手のひらで涙なみだを拭ぬぐった。







　事じ務む所しよに戻ったら、先に戻っていた才谷と森川に冷やかされ、早紀はにっこりと言った。

「マリアンナさんに負けてふられました。さ、買ってきたもの配置しますんで、所長と鷺井さんはノートＰＣ持ってサフランにでも行っててください。野の村むらさんと高たか梨なしさんへの報ほう告こく書しよ、明日までに上げておかないとマズイんで」

「早紀ちゃんは書いてくれないの？」

　森川に言われて早紀は額ひたいに青あお筋すじを浮うかせて言う。

「私はどっちもは出来ませんし、多分ベストな配置だと思いますよ」

　そういうわけで丸太と森川はノートＰＣを持って、二軒けん隣となりの喫きつ茶さ店『サフラン』に行き、才谷はんじゃ俺おれは手伝うよと事務所に残った。

　サフランに入ると丸太と森川は馴な染じみの店主に挨あい拶さつし、観葉植物の鉢はちで隠かくしてあるコンセントに電でん源げんをつないで、資し料りようを横に置いて報告書を書き始めた。

　小一時間も黙だまって向かい合って作業をし、先に気力が切れたのは森川だった。

　うーん、とのびをして煙草たばこを銜くわえて火を点つける。

「オスタスのこと話したの、早紀ちゃんに。すみません、コーヒー下さい。二つ。あとチーズケーキも二つ」

　森川は勝手にオーダーし、丸太はキーボードを打つ手を止めずに答えた。

「話しました。マリアンナさんのことも。それで断ことわりました。平手打ちくらいました」

　ソファの背せもたれに頭を預あずけ、顎あごを上げて森川は笑った。

「そりゃそうだ」

「……チーズ鱈たらを」

「ん？」

「チーズ鱈を、味わって食べろと、言われたんですけど。意味がわかんなくて」

「ふん」

　苦笑を漏もらして森川は言い煙けむりを吐はき出した。

「それで、カード戦争だけどね」

「はい」

「今作業してるデータ保ほ存ぞんした？」

「してませんけど」

「してよ」

「はい」

　森川がこう言うときはたいてい従したがっておいた方がいい。言うとおりにしないと、話も進めないし。

「保存しました」

「才谷くん、エントリーしたから」

　丸太は凍こおり付いた。

　しばらくしてから何とか声を出す。

「は!?」

　森川は何事もなかったかのように煙草をもみ消し、来たコーヒーを飲んだ。

「彼が住んでるところに新しん幹かん線せんでガーっと行って帰ってきたの。新幹線が止まる駅に住んでて良かったよねー。行って帰って三時間。五時一分前に蓑崎に転入してさ。あ、ほら前に仮か説せつ立てたじゃない君と俺で」

「はい」

「蓑崎の転出入数が多いのは、おそらく、カード戦争が絡からんでて、蓑崎市民じゃないとカード戦争にエントリーできないからじゃないか、って。それアタリでさ」

「って、信しん、会社とかどうすんですか？」

「休きゆう職しよくしてるけど復ふつ帰きするならまた転出して転入し直せばいいんじゃないの。蓑崎が気に入れば蓑崎に住めばいいだろうし。昔は蓑崎に住んでたんだから、小学校の時の友達とかとつるんだりして、結けつ構こう楽しいんじゃない。才谷くんくらい使えれば、居い酒ざか屋の店長くらいにはすぐなれるだろうし。君とは違ちがうよ」

「そうですね」

　素す直なおに納なつ得とくして丸太が言い、通りすがりの店主に、

「そうですねじゃねぇだろ鷺井くん。森川さんもひどいこと言うなよ」

　と呆あきれられた。

　自家製せいチーズケーキを食べながら、森川は続ける。

「カード戦争ってエントリーもエントリー抹まつ消しようも自由意い志しで簡かん単たんなんだってね。それと聞いたんだけど、カード戦争にも適てき性せいってあって、駄だ目めなひとはとことん出来ないんだって。で、クチコミで広げていくんだけど、適性のないひとは聞いても忘わすれるように出来てるから、ムダに広がんないってさ。何でもありだね」

「森川さんは登録しなかったんですか？」

「やだよ俺は。才谷くんが登録すれば充じゆう分ぶんでしょう」

「でも、行方ゆくえ不明の人捜さがすのとか」

「だから、才谷くんが登録すれば充分でしよう」

　森川が何を言っているのか判わからず、眉まゆを寄よせて考える丸太だったが、森川の口元の面おも白しろがっている笑えみを見て口を尖とがらせて息を吐はくと、背もたれに身を預けて言った。

「……信、会社とかどうするんですか？」

　か、にアクセントを置いて言われた言葉に、森川はクスクス笑った。

「会社クビになったらうちに就しゆう職しよくしてくれるってさ」

　丸太はそれを聞いて笑った。

「うわ、それ楽しそう。信と僕ぼく、今ちょっと仲良くて。僕、こんなに気の置けない感じになったの、こっちじゃ信が初めてだなぁ」

　森川は少しぽかんとしてから、丸太にははっきりそうとわかる作り笑いを浮かべてコーヒーを飲んで言った。

「鷺井くんはほんとに使えないしねぇ」

　怒おこらせた。

　それはわかったけれど、理由がわからない。

　コーヒーを飲んで、ケーキを食べる。

　有線の音楽と、そう多くはない客のざわめき。

　フォークがケーキの底のアルミホイルに当たる感かん触しよく。

　しばらくして、森川が言った。

「ま、死ぬわけじゃないしな」

「……なんですか？」

　わけのわからない独どく白はくを問とう丸太に、森川はふんと鼻で笑って返してそれきり口を閉とざした。








　第八章　その日




　七時になって、そろそろいいかと森もり川かわは丸まる太たと連れだって事じ務む所しよに戻もどった。

　椅い子すやロッカーなどの大きな家具は明日届とどくことになっていたから、その部分は空いていたが他ほかはすっかり整理も修しゆう理りも終わって、ついでに大おお掃そう除じも終わって、ついでにペンキも塗ぬり直されていたりして、事務所の中は見違えるようだった。

「すごーい。早さ紀きちゃん、才さい谷たにくん」

　森川が感に堪たえないと言う表ひよう情じようで拍はく手しゆをした。その後ろで丸太も。

　埃ほこりまみれで軍手をした早紀と才谷は、満足げに笑った。

「報ほう告こく書しよは終わりました？」

「うん、こっちはこっちで。ね、鷺さぎ井いくん」

「はい」

「打ち出しは明日やります。じゃぁ今日はこれで解かい散さん。お疲つかれ様でした」

　森川はノートＰＣをしまうと、さっさと外に出て行った。

　残された三人は顔を見合わせる。

　妙みような沈ちん黙もくがあって、結局丸太が言った。

「えと、うち、来る？」

「鷺井さんってホント最悪だよね。ふった女その日の夜に呼よぶかしら普ふ通つう」

　掃除をしながら話はきいていた才谷が、二人の間で困こまったように口を曲げた。早紀が続けて言った。

「夏だしそうめんパーティでもしますか」

「行くのかよお前」

　才谷が突つっ込こんだ。

　丸太の車に三人で乗って、早紀は、

「今夜私帰りませんから」

　と宣せん言げんして丸太と才谷を慌あわてさせたが引かなかった。

　閉へい店てん間ま際ぎわのスーパーで買い物をして、叩たたき値ねの刺さし身みと野菜とそうめんとめんつゆと豚ぶた肉にくの薄うす切ぎりと卵たまごと煙草たばこと酒を買って、レンタルショップに寄り一人一枚まいお勧すすめの映えい画がを借りて丸太の家に向かった。

　早紀がシャワーと着き替がえ貸かしてくださいねと言い、丸太は自分の昔のＴシャツとハーフパンツを渡わたした。

　母親のもあったのだが、触さわるのが嫌いやで出さなかった。

　早紀がシャワーを浴びている間、丸太と才谷でそうめんを作った。

　豚肉はしゃぶしゃぶ風にして、太めになったが錦きん糸し卵たまごもつけた。

　この七年で丸太は料理もずいぶん上う手まくなった。

「なんだ、丸太料理できるんじゃん」

　と、才谷がビール片かた手てにフライパンを振ふりながら言った。

「森川さんのお達しで。可か能のうな限かぎり自じ炊すいしろって」

　キュウリの千切りをしながら丸太が言う。

「でもお前オスタスじゃなんにもしなかったんだろ？　お前出来るヤツいると頼たよりっきりになるタイプだから、さぞリッツ君に迷めい惑わくかけてたんだろ？　身の回りのこと全部やってもらってたんじゃね？」

　丸太はキュウリの千切りを終えて皿に移うつしながら顔を上げずに耳を赤く染そめて答えた。

「……戻ったら、ピクルスくらい刻きざむよ」

「なんだアタリかよ」

　がははがははと才谷は笑い、炒いためた茄な子すを皿に盛もった。

「信しんは、何やらせても上手いよね」

「ガキの頃ころから色々やらされたからなぁ。高校に入ったらバイトもいっぱいした。面おも白しろかったぞ」

「信は、ひとに好かれるよな」

「そうでもねぇよ。嫌きらわれることも多いさ。……お前は？」

　言われて丸太は考える。

　蓑みの崎さきで？　オスタスで？　それは関係がない気がした。

　オスタスに行く前には、丸太を好きな人間はひとりもいなかった気がする。

　田た中なか先生は、気にかけてくれた。

　ホントはもっといっぱい気にかけてくれたひとはいたんだろうと、今なら判わかる。

　けれども、はっきりと覚えているのは田中先生だけだった。

　オスタスから帰ってからは、なんだか違ちがった。

　何がどうとは言えないけれど、職しよく業ぎよう柄がらかも知れないけれど、丸太の携帯には登録が増ふえ、街を歩けば挨あい拶さつをすることも、天気の話をすることも増えた。

　いつかオスタスに帰りたいと切望して、暮くらす毎日の中では誰だれかと深く繋つながることが怖こわくて、自然に距きよ離りを置くようになってはいたけれど、おはようございますと言う回数も、ありがとうと言う回数も、手伝いましょうかと言う回数も増えていた。

　深く誰かと繋がろうとはしない丸太を森川は何か言いたげな顔でずっと見ていた。

　けれど丸太にとってはオスタスから戻ってきたあとの蓑崎は、親しい人たちのいる世界になった。

　丸太の脳のう裏りにはオスタスでの知人たちの他ほかに、蓑崎の知り合いの顔もよぎる。

「……どうかな？　喧けん嘩かはしないけど。なんか世話は焼いてもらえるな。得なのかな」

「鷺井さん見てるとほっとけないんですよ。ホント、不ぶッ細さい工くなことばっかりやってるから」

　シャワー上がりの早紀がいつの間にかいて、冷れい蔵ぞう庫こからビールを出しながら言った。肩かたにタオルを掛かけて洗あらい髪がみですっぴんで。

「お前ちゃんとブラしてる？」

　才谷がフライパンを洗いながら嫌いやそうに言う。

「してますよ。さっきスーパーの二階で夜ブラ買ったもん」

「夜ブラって何？」

　男二人が眉まゆを寄よせて訊きいた。

「あっそか、おっぱいないもんね。知らないか」

「おっぱいとか言うな」

　才谷はフライパンの水を切ってコンロに戻もどし、火をつけて焼いて乾かわかす。

「おちちの方がいいの？　マニアね才谷さん」

「何のマニアだ」

「昼ブラってほら寄せたり上げたりしてるじゃん。当然負ふ荷かもあるわけですよ」

　してるんだ。

　とか、

　あるんだ。

　とかは思ったが、男二人は黙だまって聞いた。手は動かす。

「で、家で寛くつろぐときには外したいけどそうすると垂たれるのね」

「何がだよ」

　才谷が流せばいいのに突つっ込む。

「お胸むねがよ。基き本ほん的に脂し肪ぼうだもん。垂れるのよ。そうすると一気に体型がおばちゃんぽくなるから、サポートしなくちゃいけないのね。それに家に才谷さんみたいな兄さんがいるとうるさいだろうし、まあ一石二鳥かなー」

「何で俺おれ」

「ちくびすけすけでぷるんぷるん歩いてると困こまるんでしょって話ですよ」

「若わかい女がそういうことをだな」

「訊くから答えたんじゃないですか」

「だいたいお前無む防ぼう備びすぎねぇ？　若い男二人と女ひとりで」

　その言葉に早紀はうふっと笑う。

「いやあもう。そりゃぁ私そんなの好都合ですもん。カモンカモンでどんとこいですよ。鷺井さんに責せき任にん取ってもらってゴールインですよ」

「俺は！　俺はどうすんだ！」

「信、火」

　丸太に言われて才谷は慌あわててコンロの火を切る。フライパンは乾ききって白い煙けむりを上げていた。

「丸太、お前も何か言え。言ってやれ」

「えっ、え」

　才谷に押おされて丸太は生しよう姜がとおろし金を持ったまま早紀の前に立った。

　湯上がりの早紀は眉まゆが半分なかったし、睫まつげもいつもより長くもはっきりもしてなかったけれど、つるっとしていてぴかぴかで、まるで果実みたいだった。

「早紀ちゃん、果物くだものの……そうだ、さくらんぼみたい。可愛かわいいなぁ」

　微笑ほほえんでそう言ったら、早紀が嫌いやそうな顔で溜ため息いきを吐ついた。

「ホント最悪ですよね。私テレビ見てますから、ごはんできたら持ってきてください」

　背せを向けながら言われて、丸太は何が悪いか判らない。

　助けを求めるように才谷を見たら、才谷は洗い物をしながら丸太を横目で見て言った。

「ホント最悪。ふった女褒ほめるって、どういうセンスなんだよ」

「可愛かったからさ」

　才谷はふう、と溜息を吐くと、洗った皿を水切り籠かごに載のせる。

「ま、いいとこなのかもしれないけどな。そういうとこも併あわせて、不細工でほっとけないって感じになるんだろうな」

「不細工かなぁ」

「不細工だな」

「ああ、なんか、森川さんには怒おこられちゃうし。落ち込むなぁ」

　生姜をすり下ろしながら丸太は溜息を吐く。

「信さぁ」

「なんだよ」

　才谷はザルに上げたそうめんを、大皿に一口ずつ盛もりつける。

「気になってるんだけど、まだ。その。森川さん、いい人だよ。……その、なんていうか……一ひと癖くせあるけど」

「昼、ちょっと話したよ」

　丸太を見ずに才谷は言った。

　丸太も才谷を見なかった。

　才谷はそうめんを盛りつけて、丸太は葱ねぎを刻きざみ始めた。

「一癖あるな」

　その声が柔やわらかかったので、丸太は安あん堵どした。

「信、あそこで働くんだって？」

「うーんまぁ。会社の有給使い切りそうだからなぁ」

「だったらこれからもよろしく、だな」

「え、なんで？」

　才谷はきょとんとして丸太を見た。

「お前オスタスに戻もどるんだろ？」

　あ。

　丸太は息を呑のむ。

　どうしてだか、心しん臓ぞうが跳はねた。

　葱を刻む手が止まる。

　そうか。




「鷺井くんはほんとに使えないしねぇ」




　昼間の森川の、呆あきれたような、諦あきらめたような言葉。

　そうか。

「オスタスに戻ったら、信とは一いつ緒しよに働けないんだよね……」

　才谷は丸太を見ずに言った。

「葱、多めにな」

「うん」

　僕ぼくはホントに使えない。

　僕は馬ば鹿かだ。







　それで三人でそうめんを食べて、才谷はバカスカ煙草たばこを吸すって、カード戦争のことやらテレビの連続ドラマのことやら漫まん画がの話やら、学生時代のことやら音楽のことやら話して、借りてきた映えい画がを一本観みたところで早紀が眠ねむってしまった。

　丸太が抱だき上げてふらふらしながら二階まで運んで布ふ団とんに寝ねかせた。才谷は扉とびらを開けてやったり、布団を敷しいてやったりした。

　後あと片かた付づけをして、順番にシャワーを浴びる。

　丸太が先にシャワーを使って、座ざ布ぶ団とんに座すわるとぼんやりとテレビを見ながら麦茶を飲む。

　才谷が頭を拭ふきながらリビングに戻ってくると、丸太が訊いた。

「信。森川さんとどういう関係？」

　才谷は丸太が飲んでいた麦茶のグラスを無言で取ると、半分飲んで丸太に戻した。

「明日辺り判わかるんじゃねぇかな。俺、寝るよ。おやすみ」

「信」

　すがるような責せめるような言葉の響ひびきに、才谷は立ち止まって頭を掻かいた。

「……俺が言っていいことじゃねぇんだ。そんだけさ。まぁ、思ってたよりマシなヤツだったってことは認みとめるよ」

　才谷はそれだけを言って、階かい段だんを上がっていく。振ふり向かずに言った。

「クーラーとか消して寝ろよ。テレビも。明かりもだからな」

　丸太は一人でリビングに残される。

　手に持った麦茶の残りを飲んで、流しに置く。

　ＣＭを流すテレビを切って、エアコンを切って、明かりを消す。

　暗がりの中で一人になる。

　目を慣ならして。

　虫の音ねが聞こえる。

　通りを行く車の音も。

　毎日やっていることをする。

　信が、明日判ると言えばきっとそうなのだろう。

　なら待てばいい。

　明日。

　明日か。

　地球が自転して公転軌き道どうを進んで太陽が昇のぼって明日。

　毎日やりなさい。これひとつだけ教えてやるからさ。

　その通りに毎日やっているレッスンの時間だ。身体からだが勝手に動く。立ち上がる。肩かた幅はばに足を開いて、拳こぶしを軽く、卵たまごを潰つぶさないような力で握にぎって腰こしを回す。腕うでが伸のびきる一いつ瞬しゆん前に握り込こむ。耳の上で髪かみが僅わずかに鳴る。肩は動かさない。足は踏ふん張ばる。足首から上は視線の他は全すべて回転する。腕は視し線せんの先に自然に伸びる。

　森川に言われたレッスン。

　七年間毎日やっているレッスン。

　肉体はレッスンを決して裏うら切ぎらない。そして、怠たい惰だには怠惰で応える。

　それが肉体というものだから鷺井くん。

　怠なまけ者の君のために。

　闇やみの中で拳が風を切る音。呼こ吸きゆうが細く鋭するどく漏もれる音。

　二階の信や早紀には届とどかない小さな鋭い音。足あし下もとで合板が鳴る。

　肉体は知っているから鷺井くん。

　筋きん肉にくが悲鳴を上げるまで、精せい神しんよりも肉体の声に耳を傾かたむけて。

　毎日悲鳴を上げるまで。

　そんなこともできないなら、雇やとえないから。

　そんなことを言ったのは、森川当人も覚えているのかいないのか。

　けれど丸太は森川に感かん謝しやしている。

　これをするようになって、ようやく眠れるようになった。

　時々、オスタスの夢ゆめを見て、目覚めたくなくなることはあったけれど。

　今でもそれはあったけれど。

　汗あせが噴ふき出てきた。

　もうシャワーは面めん倒どうだから、着き替がえて汗を拭ふいたら眠ろう。

　明日のために。







　早朝に早紀は起きて、丸太をたたき起こして鍵かぎを開けさせ、家に戻もどって十時にはきっぱりとスーツを着こなして化け粧しようをして事じ務む所しよに現あらわれた。一点の曇くもりもないローヒールのパンプス。

　才谷はＴシャツとジーンズで、丸太は半はん袖そでのシャツとコットンパンツだ。

　十時半には森川もやってきた。

「今日で、才谷くんの依い頼らいを完かん了りようさせます。ホントは早紀ちゃん巻まき込む気はなかったんだけど、あれでしょ、鷺井くん話しちゃったんでしょ。そんなら早紀ちゃんならこそこそやってても気がつくだろうから、いっそぶっちゃけちゃうね」

「カード戦争のことでしたら、概がい要ようは聞きました。でも、それなら私が適てき任にんだと思うんですけど、駄だ目めですか」

　今までそんなことを欠片かけらも言わなかった早紀がそう言って、丸太と才谷は同時に早紀を責める調子で早紀ちゃん、と、呼よんだ。

　森川が笑う。

「駄目」

　言いながら軽く顎あごを上げて前髪をかき上げた。今日は鬚ひげも綺き麗れいに剃そっているし、髪も比ひ較かく的こざっぱりしている。

「何言ってるんだい女の子が」

「男女雇こ用よう機会均きん等とう法ほうにひっかかりますよ」

「訴うつたえる気もないくせに。男より細い骨ほね組ぐみと優やさしい肌はだを持ってる。いつだって女の子はそれは変わらないでしょう」

　早紀はむっと唇くちびるを尖とがらせて頬ほおを染そめて森川を睨にらむ。

「セクハラですよ」

「いじめないでよ。君がカード戦争をしたいって言うなら、別に止めやしないけど。危あぶないしさ。今まさに才谷渚なぎささんが失しつ踪そう扱あつかいになってるんだから、そういうリスクがあるんだよ。それに今回に限かぎって言えば、才谷くんの事じ件けんなわけだから、才谷くんがやるべきだと俺は思う」

「いいえ私が！」

　意地でも引かない。そういう決意を滲にじませて早紀は言う。けれど森川は自分の髪の生はえ際ぎわを撫なでて言った。

「俺も付いていくから大だい丈じよう夫ぶだよ。未登録者でも適てき性せいがあればサポートオッケーなんだって」

「あっなんだ。それならいいです」

「早紀ちゃん今俺を馬ば鹿か扱いしたろう」

　才谷がそう言うが、早紀はにっこり笑った。

「心配しただけです。そしたら私と鷺井さんは通つう常じよう業務ってことで」

「あーいや、うーん、一いち応おう近くにいてくれる？　報ほう告こく書しよの続きと、事務作業やっててくれると助かるんだけど。部屋借りられると思うから」

　森川がそう言い早紀と丸太は判わからないながら視線を合わせて頷うなずいた。

　才谷は全すべて了りよう解かいしているようだった。







　森川の日産マーチに全員乗って向かったのは、蓑崎市役所だった。

　今日も暑くて蝉せみの声がしている。陽光を白く照り返す駐ちゆう車しや場じように車を停とめて、森川に先せん導どうされ、向かった先は市長室だった。

　市長室の中は涼すずしく冷やされていて、古い大きなエアコンの稼か働どう音おんがしている。

　色が少し褪あせた葡萄ぶどう色のカーペットに、応おう接せつセットと大きな机つくえ。壁かべの一面にはガラスの戸のついた戸と棚だながあり、鴨かも居いの上には歴代の市長の写真がずらりと飾かざられている。

　案内をしてくれた職しよく員いんらしい中年の女じよ性せいは、ただいまお茶をお持ちしますと言って去ろうとし、森川はお茶は本当に結けつ構こうですのでと言った。

「ああ、そちらの用向きの方なのですね」

　と中年の女性は全すべて心得た様子で言って、下がった。

「……確たしかに、蓑崎でカード戦争やってるんだから、市長が統とう率そつしてるのは自然か……」

　丸太は片手に顔を埋うずめて吐はき気を抑おさえながら言った。

　七年あれだけ捜さがし回って。

　でも、結局はこんな簡かん単たんな。

　森川は椅い子すに座すわったまま頭の上で両手を組んで言った。

「前も言ったけど、鷺井くんじゃ市長さんがカード使いだなんて、たどり着けなかっただろうからそんな顔しなくていいよ」

「慰なぐさめられても」

「慰めてない。普ふ通つうに事実としてのこと。話しづらいからいちいち落ち込まないでよ」

　また、怒おこらせた気がする。

　丸太は申し訳わけなさと恥はずかしさに目元を赤くして俯うつむいた。

「すみません」

「謝あやまるな。めんどくさい。もう、ホントに鷺井くんたらめんどくさいんだからなぁ」

　そう言われてしまえばもう謝ることも出来ない。

　丸太は居い心地ごこち悪く俯いているしかなかった。

　扉とびらが開いて足音がした。

「やぁや、どうもどうも、森川さん。どうもどうもどうも」

　尊そん大だいな態たい度どで、けれど、頭はぺこぺこと下げて、グレーのスーツの中年男性が入ってきた。髪かみも白い。ぴったり撫でつけられて、かけている眼鏡めがねは老眼鏡だろうか。

　森川は立ち上がり、丸太たちもそれに倣ならった。

「白しら石いしさん、どうも先日は」

「いえいえ、いい店でしたな。今度また行きましょう」

「こっちの方もそのうち」

　森川がゴルフのスウィングの手て振ぶりをした。

「ええ、ええ、是ぜ非ひ是ぜ非ひ。えーと、そちらは事じ務む所しよの方ですかな」

「はい、お言葉に甘あまえまして連れてきました」

「市役所は市民の皆みな様さまのものですんでね、いつでもいらしてくださいね。私、市長の白石と申します」

「鷺井です」

「才谷です」

「愛あい田だです」

　それぞれ頭を下げ合い、それから白石は身を起こして丸太を見た。

「……なるほど。うん。あなた、マルタ・サギーさんですな」

　その名で呼よばれ、丸太は心しん臓ぞうが跳はねた。

　何。

　なんで。

「指名手配というかな、ブラックリストに載のってます。正せい規きプレイヤー統とう括かつ者しやはそういう情じよう報ほうがあるんですよ。その中で、そういうね、違い法ほう行こう為いをした人を知らせる掲けい示じ板がありまして。そこで見た顔だ。少し年は重ねているようですけど。うん」

「罪ざい状じようは、なんですか。僕の」

「イレギュラーカードの所持と使用ですな。あなた、イレギュラーカードはいけません。魂たましいが汚けがれます。地じ獄ごくに堕おちます。と、いうことになってます。そしてあなたを再さい度どカード戦争に誘さそった者も、カード戦争から排はい除じよされますから。委員会に通つう報ほうすれば、もっと厳げん重じゆうにあなたはゲームから遠ざけられますよ。私だって無む傷きずではおれない。ねぇ森川さん。どうぞご勘かん弁べん下さいよ」

　言葉の後半は丸太ではなく森川に言って、白石は困こまりましたなと溜ため息いきを吐ついた。

　森川は穏おん和わな微笑ほほえみを浮うかべる。

「いやいや、白石さん。登録をお願いしたいのはこっちの、才谷くんの方でして。何しろね、カード戦争の話を聞いたらやる気満々になっちゃって」

　えっ、俺おれは別にそんな。と才谷は眉まゆを寄よせたが、足の甲こうを思い切り早紀に踏ふんづけられて気がついた。

「そうです!!　すごく興きよう味みあるんで、ご指し導どうよろしくお願いしますッ!!」

　痛いたみに軽く涙なみだを浮かべて言い、市長はにこにこと才谷を手て招まねきした。

「ああ、それなら問題はないです。元気がよくてよろしいですな。では、こちらに残るお二人は、えーと」

「待っている間仕事させますので、資し料りよう室の机つくえを貸かしていただければ助かるんですが」

　森川の申し出に白石が頷うなずく。

「はいはい、そしたら、えーと、お待ちください」

　白石は机の上の電話を取って内線のボタンを押した。

「赤あか座ざくん、資料室にお客様を二名、案内してくれたまえ。そうそう。そーうそうそう。はいはい」

　すぐにやってきた若わかい女じよ性せいに案内されて、丸太と早紀は市長室を後にした。

　マルタ・サギー。

　久ひさしぶりに呼ばれた名前に、丸太は鼓こ動どうが速くなるのを感じた。

　心地よいそれではない。

　なにか、知らず選せん択たくを突つきつけられているような、極度の緊きん張ちように整わないような脈だ。

　震ふるえて倒たおれてしまいそうだ。

　資料室について、椅い子すと机をあてがってもらって、早紀と二人きりになったら丸太はたまらず椅子にくずおれてしまう。

「鷺井さん、しっかりしてください」

　早紀は丸太の背せ中なかを撫なでてくれた。

　しばらく落ち着かせるように撫でてくれた。

「鷺井さん。鷺井さん」

　優やさしい声だった。

　溶とけてなくなる口中の飴あめの甘あまさや苦さを惜おしむような、寂さびしい、甘い声だった。








　第九章　蓑みの崎さきカード戦争




「具合が悪いんだったら、私の膝ひざに頭をのせるといいですよ」

　しばらく机つくえに突つっ伏ぷしてうずくまっていた丸まる太たに、早さ紀きは言う。

「大だい丈じよう夫ぶ、変なことしませんから」

　苦く笑しようして、でも大まじめにそう言うと、丸太の横に椅子を持ってきて座すわって、丸太の肩かたを抱だいて膝の上に頭をのせてやった。

　丸太は長い息を吐はき、早紀は丸太の髪かみを撫なでる。

「少し楽です？」

「うん、だいぶ……」

　何も出来ないということは、なんて自分の存そん在ざいや精せい神しんを不ふ確たしかにするんだろう。

　だって、ただ待っているだけだなんて。

　オスタスに帰りたいだなんて、そんなのただ僕ぼくの望みなだけなのに。

「渚なぎささん、無事だといいな」

「鷺さぎ井いさん、オスタスに帰れればいいですね」

　早紀の言葉に丸太は強く目を閉とじる。

「早紀ちゃんの意地悪」

「ちょっとくらい、いいでしょ」

　くすくすと早紀は笑いそのあと、ああ、と息を吐く。

「渚さん無事だといいですね。それで、鷺井さんはずっとここにいればいい。マリアンナさんのことなんか諦あきらめて、オスタスのことも諦めて、才さい谷たにさんと鷺井さんと私と所長で、毎日人を捜さがしたり浮うわ気きの証しよう拠こ集めたりして。楽しそうじゃないですか？」

　丸太は顔を上げない。けれど、思う。

　楽しそうだ。

　楽しそうだな。

「そして一いつ緒しよにいるうちに鷺井さんは私を好きになるんです。私はずっと鷺井さんが好きです。私と鷺井さんは結けつ婚こんして、子こ供どもが出来るの。可愛かわいい女の子で、鷺井さんはきっとメロメロになっちゃうんですよ。お嫁よめ入いりの時は泣いたりして。そのころには別の興こう信しん所じよやってるのかも。私が会計事じ務む所しよ開いて、鷺井さんは主夫してるのもいいですね。そして年をとって、旅行とか行きまくって、そして死んじゃうんです。でも、お互たがい、一緒にいてくれてありがとうって思いながらなんですよ。素す敵てきじゃないですか？」

　そうだな。

　素敵だ。

「オスタスの人たちは、きっとそれなりにやっていきますよ。リッツ君は警けい察さつに守られて、お兄さんは捕つかまって牢ろう屋やで改心するんです。そして出所したら二人で仲良くやっていくでしょうし、ジョゼフ犬ちゃんだって、リッツ君が面めん倒どう見るでしょう」

　早紀は、それから何かを言おうとしてやめた。

　黙だまって丸太の髪を弄いじり回している。

　丸太はそのこそばゆさを心地ここちよく感じながら思う。

　早紀の語る蓑崎での未来。

　楽しそうだ。

　素敵だな。

　でも、マリアンナさんが。

　もし、マリアンナさんが生きているのなら、どうだろう、その選択もあったかもしれない。

　別の世界で彼女が幸せに生きていると思えば、オスタスに戻もどらないということも考えたのかもしれない。

「……ね、早紀ちゃん」

「はい」

　お互たがい顔を見ずに話す。体温だけが伝わる。

「渚さん、無事だといいね」

　丸太の声は掠かすれている。

「はい」

　早紀は丸太の髪を、軽く乱みだした。

　ばか。

　私が？

　鷺井さんが？

　その自問に答えは出なかった。

　空気が一気に変わった。

　まるで、空気の中にあったフィルターを一枚まい外したように一気に変わった。

　丸太は跳はね起きて立ち上がり、周りを見回した。

「どっ、どうしたんですか!?」

「ストラグルの範はん囲いに入った、と思う」

　早紀は鞄かばんを持ち、立ち上がる。

「鞄置いておいて。何かあるかもしれないから身軽な方がいい」

　丸太は全身を緊きん張ちようさせる。

　視し線せんを向けずに早紀の手を掴つかむ。

「離はなれないで」

　こんな場合だというのに、もうふられているというのに、早紀は泣きそうになるほど嬉うれしくなった。

　鼻の奥おくがつんとして、顔が歪ゆがむのがわかった。

「はい」

　手を握にぎり返す。

　離れない。

　鷺井さん。

　なんて最低な男。

　ずん、と地じ響ひびきのような震しん動どうがあった。丸太は早紀を引き寄よせる。

　その途と端たん、何か、空間が渦うずを巻まいた。ように丸太には思えた。

　丸太たちの目の前に、消しよう耗もうして意い識しきを失った女じよ性せいが、丸太の胸むねの高さに透とう明めいの板があって、その上に横になっているような姿し勢せいで現あらわれた。丸太と早紀は同時に叫さけぶ。

「渚さん！」

　その顔は才谷から見せられた写真の才谷渚のそれだった。

　あたしナギサ。さんずいのアレ。

　そんなヤマンバコギャルの面おも影かげはない。

　彼女の手にはカードを扇おうぎ状じように広げたファンがあり、腰こしの高さの中空に何枚かカードが置かれていた。彼女のストラグルは続行中だ。

　今の季節には少し暑苦しい長なが袖そでのカーキー色のシャツと薄うすい水色のキャミソールと、クリーム色のパンツをはいていた。靴くつは黒と赤のレザースニーカー。化け粧しようは落ちかけていて、身体からだに力はない。上品な栗くり色いろにカラーリングした髪かみは緩ゆるく巻いて背せ中なかに流れている。

　丸太は腕うでを伸のばして渚に触ふれようとするが、透明で硬かたい膜まくに丸太の指は阻はばまれて渚に触れられない。指を押おしつけ、爪つめを立てるが叶かなわなかった。

「私が」

　早紀が丸太とつないでいる手とは反対の手で触れようとしたがやはり届とどかない。

「ストラグル中なんだ」

「意識がなくてもですか」

「渚さんはストラグル中に意識を失ったから、帰ってこられなくて失しつ踪そう扱あつかいになったんじゃないかな。でもプレイヤーが気き絶ぜつした場合は相手の勝ちで終わるはずだから、これはカードの効こう果かで気絶してるんだと思う。でも、こんなの相手だってストラグル終わらせられないんだから意味ないはずなのに」

　別の渦が巻いて、才谷と森もり川かわが渚が横たわる中空に立ち現れた。

　森川が丸太と早紀を見下ろして息を吐つく。

「ああ、よかった。鷺井くんのとこに出た。『移い動どう』のカードで当たりだよ」

　才谷は何枚も持った手元のカードを見たまま、

「よし」

　と頷うなずく。

　そしてカードを見ながら何事かぶつぶつと鬼き気き迫せまる表ひよう情じようで呟つぶやいていた。どうやら戦せん術じゆつを理り解かいしようと必死らしい。その頬ほおは青白く、目は爛らん々らんとして、状じよう況きようはお世辞にもいいとは言えなさそうだった。ファンを作っているわけではないので、まだストラグルは始まっていないらしい。

「さて」

　森川はポケットから煙草たばこを取り出すと、一本銜くわえて火を点つけた。

「お望み通り、イレギュラーカード使いのところに来たよ。元だけどね。これでいいんでしょ？」

　顎あごを上げて森川は長く煙けむりを吐はく。

「いいわよ、ありがとう。長かったわぁようやく見つけた」

　いつの間にか森川と才谷の向こうに女が立っていた。

　大きなドロップタイプのサングラスをしていて、身体にぴったりした黒のラバーのつなぎ。足下はごついロングブーツだ。ラバーのつなぎは胸むねの中なか頃ごろまで下ろされていて、白い豊ゆたかな胸むな元もとが艶なまめかしい。金きん髪ぱつのベリーショートで、腰にはおそらくストックが入っているホルダーをつけていた。

「不ふー二じ子こちゃーん」

　早紀が下手な物まねで言う。確たしかにアニメとか漫まん画がっぽかった。

　だが丸太は眉まゆ根ねを寄よせ、その女を凝ぎよう視しして考える。

「……リュウカ・エグゼンゼン？」

　言われた言葉に女がサングラスを上げる。その紫むらさき色いろの瞳ひとみ。

「やだあんたマルタ・サギーじゃないの!!　イレギュラーカード使いってあんたなの!?　なに、そしたら『名めい探たん偵てい』ってイレギュラーカードなの!?　なにそれ!?」

　リュウカはサングラスを額ひたいに上げた。

　やっぱり同じ顔だ。

　オスタスの事じ務む所しよの屋根で、丸太が最初にストラグルをした女だ。

　ひどい勝ち方をした。

　アウレカを呼よんだのだ。

「それとあたしはリュウカ・エルゼクソンよ！　頭悪いわね！」

　カード使いではない丸太に、リュウカの言葉はわからないから、森川が同時通つう訳やくよろしくぼそぼそ教えてくれた。

「森川さんも登録してないですよね？」

「サポーターとしてそばにいれば、通訳機き能のうは入るみたいね。どうも」

　森川は面おも白しろくもなさそうにそう言って煙草を吸すう。

「で、彼女知り合い？」

「コンファーメイション派はっていう、なんか、一派のひとです。一回ストラグルしました。勝ちました」

「確かく認にん派？　なんだそりゃ」

「真理の確認よ」

　リュウカが会話を聞き取って傲ごう然ぜんと言う。

「この世界の真理、カード戦争の真理の確認。この、いくつもある世界がすべてカード戦争のゲームボードだとしたら、カード戦争を行っているのはいわゆる神ということになる。では神というのは何か。創そう世せいの神話は全すべての世界に数あま多たあって、あー馬ば鹿かに説明するのは難むずかしいわね。要するに、あたしは滅ほろびたくないの。自分の都合と寿じゆ命みようと意い志し以外での滅びは受け入れがたいのよ。だから神と交こう渉しようするべくカード戦争に身を投じ、駒こまを演えんじて真理を証する。それがあたしたちの理念よ」

「……だって」

　森川が通訳し、丸太が頷く。

「ねぇおネェちゃん。横から口出して悪いんだけどさ」

　自分の口から訳した言葉が気持ちが悪いように、森川は唇くちびるを突つき出して滑かつ舌ぜつ悪く言う。

「そんなこといいじゃん、どうでも。それよりなんで、渚がこんなことになってるのか知りたいよ俺おれは」

　低い声で、そうとはすぐには判わからないが、確たしかに怒いかりの滲にじむ声。

　渚、と呼び捨すてる森川は、渚とどういう関係なのか、丸太には判らなかったが森川はとても渚を大事に思っているんだろうなと、それだけはよく判った。

「いいわよ、説明してあげる」

　と、リュウカが胸を張る。

「コンファーメイション派の方ほう針しんとして、最近はイレギュラーカードについて研究をすることにしたの。イレギュラーカードとは何か。イレギュラーカードを作っているのは誰だれか。カード戦争をしている者に対たい抗こうするものといえば仮か説せつは立つけどね。でも、イレギュラーカードはプレイヤーごとゲームから排はい除じよされるからなかなかたどり着かないのよ。そんなわけで、カード交こう換かんの履り歴れきを調べて、それっぽいひとをリストアップしてストラグルやって情じよう報ほうを引き出しているわけ。そこで倒たおれてる人もそう。アウレカとカード交換をしたことがある人、というリストに載のってたからね。あいつ色々知ってそうだもん。呼び出してストラグルを仕し掛かけて、現げん在ざい記き憶おくのサーチ中。現実世界で三週間くらいかかるけど、ここじゃ体感としては一時間くらいかな。カード戦争じゃそういうパターンのカード、少なくないしね」

「……だって。アウレカって誰だ」

　森川が言って、丸太が答える。

「迷めい惑わくなヤツです。あいつも彼女と同じ目的で動いてるけど、でも、やりかたは認みとめたくないけどもうちょっと、えーと、まっとう、じゃない、けど、なんていうんだろ、少なくとも人の時間を勝手に奪うばうようなヤツじゃないです」

「うん。そうか」

「普ふ通つうに考えて」

　丸太と手を握にぎったままの早紀が、リュウカを睨にらみ付けて言う。

「神様に対抗できるっていったら悪あく魔まですよね。悪魔と契けい約やくする気なのかな、あのひと」

　早紀は丸太の手を握りしめる。

　その手に力がこもる。

「詳くわしいことはわかんないけど、だからって勝手に渚さんの時間奪って、才谷さんとか家族に心配させて、勝手に。そういうの普通に良くないと思うんだけど、何なの偉えらそうに」

「早紀ちゃん……」

　丸太は早紀を見る。早紀は丸太を見ずに言う。

「それが誰であって、どういう理由でも。本人の意志も関係なく、家族とか、大事な人と引き離はなすのは、ダメでしょ？　それは理り不ふ尽じんってものでしょ？」

「犯はん罪ざいとか、伝でん染せん病びようってパターンはあるだろうけど」

　一いち応おう言っておくかと森川は言って、するとたちまち早紀はあっそっかぁと俯うつむいてしまったから、森川が慌あわてて早紀を励はげました。

「ごめん、がんばって。続けて」

　続けて丸太も励ます。

「理り論ろんの穴あなはあるけど、とりあえず言いたいこと言っておきなよ早紀ちゃん」

「ありがとう、鷺井さん」

　早紀はキラキラした目で丸太を見て、後ろで森川が俺にお礼はないかなぁとか呟つぶやいたが、早紀は無む視しした。

「でも大たい概がい言いたいことは言ったの」

「んじゃ、次は俺」

　きゅっとリーガルの革かわ底ぞこを鳴らしリュウカに向き合って森川が言う。

「おネェちゃん。何がどうでも、渚に手を出したことは後こう悔かいさせてやるよ。俺は別に女を殴なぐらない主しゆ義ぎでもなんでもないんでね」

　その指に力が込こめられる。ばきっと指の鳴る音がして、丸太と早紀は緊きん張ちようした。

　本気で怒おこっている森川は、手がつけられないと丸太は知っているし、早紀は早紀で森川は言ったことはやるだろうと本ほん能のうで感じ取っていた。

「森川さん。あんたが手ェ出したら、ここで必死にこのカードの効こう果かの説明のちっちゃい字読んでる俺が馬ば鹿かみたいじゃんか」

　才谷がカードから目を離さず言う。

「そのカードの金、出してあげてるのは俺でしょ。ＶＩＳＡが使えるとは思わなかった。ポイント溜たまるかな」

「そのポイントで神戸牛奢おごれ」

「ねぇ、マルタ・サギー!!　あんたがイレギュラーカードのこと教えてくれたら、ストラグル終しゆう了りようして、その女解かい放ほうしてあげるわ。どう？」

　リュウカは高らかにそう言って、

「うわァおネェちゃん話全然聞いてないぞ」

　との森川の呟きに代表される視線を一身に浴びた。

「でもリュウカだってそのストラグルずっとやってるわけにはいかないじゃないか。どのみち渚さんは解放されるんだから、それは取引にならないよ」

　丸太はそう言い、リュウカは鼻に皺しわを寄よせて何か、くそったれとかむかつくとかそんな類たぐいの言葉を吐はき出した。

　げほっと渚が咳せきをした。

　全員の視線が渚に集まる。

「渚!!」

　才谷と森川の声が重なり、二人は渚の横に膝ひざをついた。

　渚は起き上がり、頭を振ふって目を擦こすった。

「……信しん兄ぃ。おとうさん。なんでいるの」

　渚の呟きに、丸太と早紀が息を呑のむ。

「さ、早紀ちゃん。計算して。森川さんの生年月日知ってるよね？」

「はい、私優ゆう秀しゆうですから知ってます。森川さんが十三歳さいの時の子こ供どもです」

「それ、ありえるのかな」

「私が訊ききたいですよ。ありえるんですか」

　丸太は口元に手を当てて考えて、少し顔を赤くしてから早紀の顔を見ずに言った。

「あっ、あるかも」

「鷺井さん何頭の中検けん索さくしてたんですか」

「今それどころじゃないでしょ」

　そんな二人をよそに渚はすっきりと立った。

「ふうっ。ようやくカードの効果が切れたわ。信兄ぃとおとうさんは下がってて」

「……まだ、効果は続いているはずだけど。どうしたのかしら？」

　リュウカは面おも白しろくなさそうに訊いた。渚が服を軽く引っ張ぱって直しながら答えた。

「普通のカード使いをなめないでね、コンファーメイションのおネェさん。カード『運任まかせの分ぶん割かつ』を発動しました。そちらの、時間に関するあたしへの干かん渉しようを含ふくむ効果を二から十二の間で分割して干渉を減へらすというカード。運が悪くて十二分割しかできなかったみたいね。そのうちの一割わりを減らすカードよ。運が良ければ二分割で効果半分というわけ」

　フー……、と、溜ため息いきを吐つきながら渚は髪かみを払はらって信と森川を見た。

「……ちょっと待っててね。片かた付づけるから」

　その迫はく力りよくと余よ裕ゆうに信と森川は気け圧おされる。渚はにっこり微笑ほほえんだ。

「さっきのカードを食らったのは、不覚だったわ。ブランクがあったとはいえ反省しなくちゃね。それじゃ失礼して」

「失礼って、何よ逃にげるつもり？」

　リュウカの嘲ちよう笑しように、渚は口元にファンを当て、貴き婦ふ人じんのように笑う。

「才谷渚の無む敵てきのコンボをお見せするよ。……焼き付けな」







　リュウカはひょっとしたら、ものすごく弱いんじゃないかな。

　でなきゃ、とことん運が悪いのかな。

　多分後者だな。







　丸太と早紀は同時にそう思った。

　リュウカが姿すがたを消すまで五分もかからなかった。

　リュウカが姿を消したら、ストラグルが終わったので場が消えて、狭せまい資し料りよう室に才谷と森川と渚がぼとぼと落ちてきた。

　そんなに段だん差さはなかったから、誰が怪け我がをするでもなかった。

　才谷はせっかく勉強したのにとぶつぶつ言いながらカードをしまい、森川は渚を抱だきしめて髪かみをぐしゃぐしゃ撫なでた。

「母さんと才谷さんが心配してたぞ」

　と、森川が言って、経けい緯いを説明する。

「うわぁそんなに時差あったんだ。やばぁ。やっぱちゃんと登録消しときゃよかったなぁ。住民票移い動どうしただけじゃだめなのかぁ」

　渚はそう言って頭を抱かかえ、しまったしまったと呟つぶやく。

「信兄ぃちゃんまで登録しちゃって、あーあー」

「いやまぁ、俺はいいよ」

　信はそう言って、自分の携けい帯たいを渚に突つき出した。

















「家。親おや父じもお袋ふくろも心配してるから」

　あちゃぁと顔を歪ゆがませると渚は電話をし、無事だよごめんねと言い、あとは電話の向こうで泣き声と怒ど鳴なり声が響ひびいて、とにかく帰ってから説明すっからと何度か渚は繰くり返して、最後に心配かけて本当にごめんなさいと言って切った。

「ああ、ヤッバいよね。いい年こいてんのにあたし、もー。ぐあ、マズイよなー」

「叱しかってくれるのはいいお父さんだよ。才谷さんは」

「そうなのよ」

　他ひ人とごとのように渚は言い、丸太と早紀を見てはじめましてと頭を下げた。

　そつなく挨あい拶さつを返す早紀の横で、丸太が声を詰つまらせる。

「はじめましてじゃなくて……」

　丸太を見つめて、しばらく考え、渚は目を眇すがめて言った。

「……アウレカと一いつ緒しよにいた？　っけ？」

　丸太はがくがくと頷うなずいた。

「おおー！　久ひさしぶりー！　なになにどうしてたの!?　なにやってんのー!?」

　渚がそう言って笑い、丸太は胸むねが詰まって、代わりに涙なみだがこぼれた。

　おろおろする渚に、早紀が理路整然と説明をした。

「わかった。んじゃアウレカ呼よぼう。あたし、『召しよう喚かん』のカードあるから」

「え、だめだよ。そんなことしたら、運気が下がるって言うし。そうだ、きっき信も」

　丸太は鼻を啜すすりながら慌あわてて言う。

　渚は笑う。

「いいよぉ。なんだかよくわかんないけど、信兄ぃちゃんとおとうさんが何か仲良くてスゲー気分いいし、いいよこんくらい。アウレカならなんとかするでしょ」

　渚は見事な指捌さばきで、カードの中から一枚まい引き抜ぬく。

「お礼の気持ちよ」

　待って。

　声にならなかったが、丸太の唇くちびるはそう動いた。

　その唇を森川が指先で突いて押おさえた。

「黙だまりな、鷺井くん」

　その瞳ひとみは、怒いかりのようなもので揺ゆれていた。高こう圧あつの炎ほのおのような。

　渚はやっていいの？　と困こまって言い、才谷が躊躇ためらわず、いいからやってとあっさり言った。

　渚が呪じゆ文もんを唱える。

　カードが光って視し界かいを奪うばう。

　その光が晴れれば、アウレカがいた。

　スチール机づくえにあぐらをかいて座すわっていた。

　焦こげ茶の直毛の髪で、小さい傷きずがいっぱいついた異い人じん種しゆの褐かつ色しよくの肌はだ。黄緑の目。汚よごれた革かわっぽいマント、背せ中なかには大きな剣けんを背負っている。

「ハーイ渚ちゃーん久しぶりー!!　俺とスイートでビートな夜を過すごしたくなったー？」

　その脳のう天てん気きな言葉に、才谷と森川が一気に敵てき意いを持って場の空気が悪くなった。

　丸太はその場に立ちつくす。

「アウレカ」

　おもわず言葉が漏もれた。

　アウレカの表ひよう情じようが変わり、机から飛び降おりて丸太の両りよう肩かたを掴つかんだ。

「マルタ!!　お前どこにいたんだ何やってたんだ!!　捜さがしたのに、何度もここに来たのに」

　丸太はアウレカの黄緑色の瞳を見つめる。

　身体からだの全部の力が吸すわれるようだった。

　丸太はアウレカにすがって、子こ供どものように泣いた。








　第十章　堕だ天てん




「お前がカード戦争から除じよ外がいされたのは知ってたんだ。俺おれも伝つ手てくらいあるからな。何回も蓑みの崎さきに来たんだ。ここの服も買って、目立たないようにうろついたりな。でも、どうしても逢あえなかった。ごめんな、マルタ。ごめんな」

　アウレカは子供のように泣きじゃくる丸まる太たを抱だきしめて、囁ささやくように語りかける。

「そんで俺はもしお前に逢えたら、どうしたらいいかずっと考えてた。なんとかカード戦争に引き戻もどせないかってな。それで、思いついたことがあるんだ。イレギュラーカードをカード戦争に混まぜ込こんでるヤツを呼びだしゃいいんだってな。それで、何とかしてもらえばいいんだ」

　丸太は泣くのをやめて、顔を上げてアウレカの顔を見つめた。

　何、言ってるんだ。

「アウレカ」

「もうそれしかねぇぞ、マルタ」

「アウレカ、だってそれは、僕ぼく、一度逢ったことがあるけど、あれは悪あく魔まとか、そんなんだ。Ｓ氏のためになんかしてるって言ってた」

「シシャって名乗ったろ」

　丸太は目を見開いて頷うなずいた。

「他ほかに何人かいるみたいだけど、シシャってのが一番好こう奇き心が強いみたいでな。あっちこっち出てる。天使の形に似にたものを集めて、イレギュラーカードを作ってるんだと。そいつを釣つろう。餌えさには心当たりがある。行くぞ」

「アウレカ、だって相手は悪魔だぞ」

　アウレカは笑った。

「何か問題あんのか？」

　ああ。

　そうか。

　そうだな。

　なんでもいい。

　そのはずだろう。

　その時がきて、そうなって、ビビッてるだけなんだ僕は。

　丸太はアウレカから離はなれると、立って、強く拳こぶしを握にぎった。

「そうだね」

「世話になった人たちだろ。挨あい拶さつしな。終わったら行くぞ」

　アウレカが視し線せんで森もり川かわたちをさして言う。

　丸太はまず、渚なぎさに言った。

「渚さん、ありがとう。おかげで何とかなりそう」

「いいってぇそんなのぉ」

　渚が照れて笑って手を振ふる。

「早さ紀きちゃん、行ってくるね」

　その言葉に、早紀は変な顔をした。泣き出すのをこらえているような。笑え顔がおを作ろうとして失敗しているような。

「丸太」

　才さい谷たにが言う。

「……大だい丈じよう夫ぶだから。がんばれよ」

「信しん。あの、悪いんだけど、色々処しよ理り、後の。頼たのんでいい？　キャッシュカードの暗あん証しよう番号、全部僕の生年月日だから」

「あほ。不用心にも程ほどがあるだろ」

　そうだねと笑い、丸太は森川に頭を下げる。

「森川さん、今までありがとうございました」

「社員になって欲ほしかったんだけどね」

　森川は苦く笑しようを浮うかべる。

「……最後だから、言いたくて言わなかったことを言うよ。鷺さぎ井いくん。君はいつも、ここじゃないどこかに帰りたがっていて、今を楽しむための努力をしなかった。今がよければそれでいいってのじゃなくて、差し出された手を受け取ろうとしなかったし、それにふさわしい自分であろうともしなかった。俺はそれが嫌いやで、色々いじめてみたりもしたけど」

「えっ。いつですかっ？」

「そう。そうやって気がつきもしねぇんだもん、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなっちゃって、しまいには可愛かわいくなっちゃったよ。ほんと鷺井くんは」

　森川は僅わずかに言葉を切って、くしゃりと笑った。

「馬鹿なんだから」

　丸太は何か、胸むねが痛いたんだ。

　何だろう、この感じ。

　自分は何か大事なことがわかってない。

　そんな。

「だから鷺井くん。言葉としてはあんまり陳ちん腐ぷで、俺だって今だってこの言葉の意味が全部分かってるわけじゃないんだけど」

　なんだろう。

　見落としている、間ま違ちがっている、自分は何か。

　森川がまっすぐ自分を見ている。

　森川の瞳ひとみは、年ねん齢れいを感じさせないほど澄すんでいる。こういうときにそう思う。

「今を大事に生きなさい」

　そして森川は軽く肩かたをすくめて短く息を吐はいた。

「行きな。さよならが言えるだけ、君にしては上等な別れ方だよ。シロは俺が探さがしておくから。ユリカちゃんと約束したんでしょ？……行きな」

　丸太は何かが間違っていると感じたまま、頭を下げた。

　森川も才谷も早紀も、丸太を見つめていた。

　何かを惜おしむように。

「行くぞ」

　アウレカが言って机つくえから降おり、丸太の手を掴つかむと扉とびらに向かった。

　丸太は名残なごり惜おしく振り向く。

「ホント最低ですよね鷺井さん。振り向かないでくださいよ」

　泣き顔で、でも笑おうと努力して早紀が言った。

「でも大好き。さようなら。さようなら」

　アウレカが扉を開け、丸太を引きずるように外に出た。

　扉が閉しまる。

　周りの空気と温度が変わったのに振り向けば、そこは見知らぬ場所だった。

　空は青く、太陽が高い。空気は乾かん燥そうしていて、大地は白い。そこここになにか、煉れん瓦がと金きん属ぞくで出来たものが突つき出している。

「ここ、どこだ、アウレカ」

　丸太は肌はだを焼く暑さに痛いたみを感じ、首の後ろを手で押さえ、目を細くして周囲を見み渡わたす。

「うん、俺の実家」

　アウレカはそう言うと、驚おどろく丸太を無視しながらカードを一枚まい出して言った。

「ここに眠ねむる、かつてキーニャ・レーギーダであったもの。胞え衣なのごとくお前の力で包み込んで、お前を目覚めさせる俺の前にそっと夜の夢のように現あらわれさせよ。俺はアウレカ・レーギーダ。堅けん実じつで確かく実じつな、お前を心より頼たよりにするもの。発動せよ『発はつ掘くつ』」

　カードが光り、その光がアウレカの手を離はなれて地面に落ち、そして消えた。

「あれも特定カード？」

「うん」

「キーニャさんって」

「俺の妹」

　丸太が何か言う暇ひまもなく、少しの震しん動どうもなく、丸太とアウレカの足あし下もとにそれは現れた。

















　直径一メートル五十センチほどの砂すなの球。

　アウレカはもう一枚カードを取り出す。

「お前の兄弟は素す晴ばらしい威い力りよくを発はつ揮きした。俺は感かん謝しやする。そしてこれからお前が発揮する力にも感謝をする。感動すらするだろう。お前がなければ、俺はどれだけの労苦を強しいられることか。お前が存そん在ざいすることに感謝を『保ほ持じ』」

　そのカードは七色に光り、その砂の球を包み込んで消えた。

　アウレカはまたカードを取り出す。

「お呼よび出しを申し上げます。シシャ様。交こう渉しようの提てい案あんがあります。こちらには天使状じようの宝ほう物もつが存在します。どうかこちらまでおいでください」

　今度はカードは光らなかった。

　よく見れば、カード戦争のカードとは裏うらの模も様ようが違っていたし、絵え柄がらの様子も違った。

　一面の銀だった。そこに色の違う銀で、文字が書いてあるのだった。

「アウレカ、それは？」

「前に、シシャのことを知ってるヤツが持ってて、もらった」

「……無む理り矢や理り？」

「まさか。俺は紳しん士し的な男だぜ」

　うん、嘘うそだな。無理矢理奪うばったんだな。丸太はそう確信する。

「僕を呼んだ？」

　いつの間にか砂の球体の上にフロックコート姿すがたの金きん髪ぱつと黒い肌、緑の瞳の男が立っていた。

　猫ねこのような月光のような花のような汚お物ぶつのような。

　人の声とは思えない交こう響きよう楽がくの響ひびきの旋せん律りつの声。

「シシャ！」

「あぁれぇぇえ？　『名めい探たん偵てい』じゃなーい。お久ひさしぶりーィ」

　シシャはひらひらと白しろ手て袋ぶくろの手を振ふった。

「それ、降おりろ！」

「いいよマルタ」

　アウレカがそう言って、マルタを押おしとどめる。

「だって！」

「いいの。シシャ。あんたならこの砂の中に何があるか判わかるだろ。天使に似にてないか」

　シシャは足下の砂の球体を見つめると、うっとりと微笑ほほえんだ。

「……うん。いいねぇ。素す晴ばらしい。美しいよ。でも、これはまだ宝たからではない宝だ。宝と認にん定ていするには、人々の熱ねつ狂きようと欲よく望ぼうが必要なのさ。その点を、そう、ドクトル・バーチなんかはよく判ってるみたいだったけどね」

「じゃぁ誰だれかに渡して見せ物にでもなんでもすりゃいいじゃねぇか」

「アウレカ！　妹さんの遺い体たいだろ!?」

　怒ど鳴なるマルタを見て、アウレカは言う。

「いいんだよ。キーニャの遺体はただの物だ。キーニャ自身はもう、いない。いたとしても、ここにゃいねぇ。だからいいんだよ相あい棒ぼう」

　ぽん、とアウレカはマルタの頭に手を置いた。

「これを渡す代わりに、マルタをオスタスに帰してやっちゃくれねぇか」

「無理だね。だって排はい除じよされてるもん」

「だから、排除される前にもどして、そのあと排除もされねぇように出来ねぇか」

　丸太は驚おどろいてアウレカを見つめ、シシャもふむ、と考え込こんだ。

「確たしかに、イレギュラーカード使いってそんなにいないし、カード自体そんなにないし。『名探偵』のカードは結けつ構こう使ってくれてたからデータも集まりやすかったし。待ってねー」

　シシャは懐ふところからカードを出すと、何か爪つめで押して操そう作さした。そしてあっさり言う。

「うん、いいよ、オッケー。ただし、条じよう件けんがある。『名探偵』は『名探偵』のカードを放ほう棄きしないこと。イレギュラーカードを順次渡すから、それを積極的に使うこと」

「……それならこっちも条件がある」

　丸太はシシャを睨にらみ付けて言う。

「二度とイレギュラーカードがイレギュラーカードだと、委員会にばれないようにすること。少なくとも僕が生きている間はだ」

















「それは努力目標だけど、ま、確かに、いちいち排除されてちゃ話になんないからね。もっとがんばるよ。それと一いち応おう言っておくけどこの取引が成立したら、君は僕ら側の人間になるよ。いいの？」

「どういうことだ」

　アウレカが訊きく。

「天国には行けないってことさ」

　ひゃひゃっとシシャが笑う。蛍けい光こうピンクの舌したがのぞく。

「うん、いいよ」

　あっさり丸太が答えた。その黒くろ髪かみが風に躍おどる。

「おいおい」

　とアウレカが言う。

「いいんだ。だって、僕、マリアンナさんを助けたい。あの人を愛してる。それならこの取引は、どのみち正当だ。これが堕だ天てんに当たるとしても、死んだ後で千回炎ほのおに焼かれても、僕は後こう悔かいしない」

　そうでしょ。

　だって森川さんもみんなも、それが正しいことだと知って送り出してくれたんだ、きっと。

　森川さんもみんなも、だってこうするはずなんだ。

　僕ぼくがこうするはずだから、だからみんな僕の背せ中なかを押してくれたと思うんだ。

「アウレカだって、そうするんでしょ」

「どうかなーわかんねぇなー」

　アウレカは笑う。

　まぁアウレカはどっちでもいい。

「オッケー。そしたら交こう渉しよう成立で。アウレカは連れていく意味無いから、ここでバイバイよ」

「うん、俺おれは俺でまたテキトーにオスタス行くから。このやりとりがなくなったとしてもどーせそのうち行くつもりだったから行くでしょ。そんじゃねマルタ。またね」

　え。

　アウレカ、今、何。

「行くよ、『名めい探たん偵てい』」

　シシャの声がして、また世界が転回する。

　春の青い空。

　石いし造づくりの建物の屋上。

　動かない空気、止まった時間。

　消え残る煙けむり玉だまの煙と、

　ドクトル・バーチ。

　ああ。

　そうだバーチ。

　マルタは視し界かいが涙なみだでにじむのを感じた。

　僕はここに。

　まさにここに戻もどってきたかったんだ。

　バーチに駆かけ寄よって抱だきしめたかった。

　愛してると告げて、そのマスクを剥はぎ取って、あんたがマリアンナさんだってもう僕は知っているからあんたはあんたのまんまでもう一いつ緒しよに公園に行って、そして出来ればずっと一緒に傍そばにいてくれと叫さけびたかった。

　でもまだだめだ。

　まだ世界は止まっている。

　まだ、戻りきってはいない。

　誰も何も動かない静かな世界の中で、シシャが靴くつ音おとを立てて歩き回る。

「これでいいかな、『名探偵』。すでに仲間に手配させて、『名探偵』のカードがイレギュラーだと発覚しないようにしておいた。委員会はこの時間において動いていない。……でも、この手はそうそう通用しないぜ。せいぜい一人一回だ。ないやつもいるだろう。今日はＳ様は大変ごきげんがよろしいようで、良かったな『名探偵』」

「うん」

　マルタは頷うなずく。

「うん、シシャ。ありがとう」

　シシャは驚おどろいて目を剥むいた。

「悪魔に礼を言うやつがあるか」

「でも、ありがとう。僕の頼たのみを聞いてくれて」

　シシャはゆっくり瞬まばたきをすると、マルタから視線を外し、金色の髪を弄いじりながら言った。

「お前、珍めずらしいな」

「でも、シシャ。蓑崎の才谷兄妹には、手を出さないでくれよ。頼むから」

　シシャはそれを聞いてつまらなそうに笑った。

「はは。手出しなんか出来るわけがないだろ？　お前がいたその時間はもうないんだから」

　マルタは、言葉の意味が理り解かいできなかった。

　凍こおり付いた表ひよう情じようで、シシャを見た。

　シシャは判わからないのか？　という疑ぎ問もんを隠かくそうともせずに説明した。

「この場所のお前よりそっちのお前はもっと大人だったろう。その時間を吹ふっ飛ばしてここに戻ってきたんだから、その時間はもうないんだよ」

「……でも僕、あっちで仲間が出来たんだ……」

「お前はここから動かなかったんだから、そんなことはなかったことになったの。理解できる？」

　うんざりしたようにシシャが言う。

　早紀が弄もてあそんでいたチーズ鱈たらを思い出す。

「チーズと鱈が一緒だったのは無む駄だじゃないですよね」

　一点を境さかいに分かたれた、チーズと鱈。ループを描えがいた鱈は早紀が千切って食べて無くなった。

　もう無い。

　早紀ちゃんは。

　わかってたんだ。

　多分信も。

　森川さんも。

「ま、死ぬわけじゃないしな」

『サフラン』で煙草たばことチーズケーキとコーヒーと。

　森川のあの、呟きの意味。

　判ってなかったのは僕だけで。僕だけが。僕は。僕は。

　なんて馬ば鹿かなんだ。

　身体からだの中で何かが崩くずれたような気がした。

　シシャはそれに気がついて、ニヤニヤと楽しげにマルタを見つめている。

　いつの間にかマルタはその場に膝ひざをついていた。

　みんな、判って、覚かく悟ごして。そして僕を送り出して。

　さよならって。

　何でそんなことが出来るんだろう。

　どうしてそんなことが出来たんだろう。

　そりゃ、確たしかに死ぬわけじゃないけど。

　でも、

　マルタは何か考えようとした。

　頭の中が真っ白で、何も考えられなかった。

　森川さんが、怒おこってたみたいなのは、もしかしたら、気がついたとき僕がこんな風になるのを心配してたんじゃないだろうか。

　僕は馬鹿だから。

「後こう悔かいしてももう遅おそいよ。もう戻れない。もうないんだから」

「う」

　胸むねが破やぶけそうに痛いたい。

　服の上から胸を掴つかむ。千ち鳥どり格ごう子しのベスト。ずいぶんくたびれた、蓑崎では箪たん笥すの奥おくにしまって時々取り出しては着てみていた千鳥格子のベスト。

　あの日、五月のぬるい雨。森川さんと出会って。

　八月の海で信と花火を見て。

　蓑崎の河原かわらで、早紀ちゃんにひっぱたかれた。

　信と早紀ちゃんと僕とで食べた、具だくさんのそうめんの味。テレビでやってた延えん長ちよう戦のナイター野球。酔よって話した昔のこと。本や音楽や映えい画がの話。信はゴダール観みたことないって。早紀ちゃんはバック・トゥ・ザ・フューチャーと天てん井じよう桟さ敷じきの人々が好きだって。

　ひとつひとつ思い出す。

　笑え顔がおや、怒ったときの顔や、言葉や、香かおりや、温度。

　一いつ緒しよにいた。

　確かに僕らは一緒にいたよね。

　そして僕らは出で逢あわないかも知れないけれど、でも。

　森川さんも、早紀ちゃんも、信も、今もあそこで生きていて、そのうち出逢うことだってあるかも知れない。

　僕は逢えない。

　ここにいるから。

　でも、みんなのことは知ってる。

　忘わすれない。

「……だいじょうぶ。絶ぜつ対たい忘れない」

　マルタの声は、聞き取れないように掠かすれて、小さかった。胸は痛かったけれど、同時に暖あたたかいものが満ちていく。

　瞬まばたきをしたら涙なみだがこぼれた。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　拭ぬぐうことを思いつかずに顔を上げた。

　あの時間が、あの出逢いがなかったことになっても、知ってる。

　彼らがあそこにいて、優やさしくて強かったことを覚えている。

　無む駄だなんかじゃない。なくなってもない。ずっとずっと忘れない。彼らを尊そん敬けいする。彼らに恥はずかしくないように生きる。

　今を大事に生きるって、森川さん、僕もわかんないけど。

　でも森川さんたちに恥ずかしくないように生きていくことが、もしもそういうことだとしたら、僕はそうしようと思います。

「なんでもします。ありがとうございます。忘れません」

　さようなら。

　シシャが横目でマルタを見て言う。

「よくわかんないけど、僕、頃ころ合あい見てまた来るからね。……逃にげようだなんて思うなよ」

　一いつ瞬しゆんシシャは顔の半分ほどにも目を広げ、口を耳元まで裂さいて笑った。そして姿すがたを消す。

　春の風が吹ふき渡わたる。

　どっ、と、固まりになって身体に当たる、生暖かく湿しつ度どを持ったその風。

　マルタの涙を奪うばって散らす。帽ぼう子しを飛ばされたが気にしない。

　排はい気きガスの臭においのしない空気。その代わりに石せき炭たんや木材の燃もえる香りがする。

　風に煽あおられてどこからか街路の花が、花びらが舞まい上がる。

　舗ほ装そうされていない道路もある。公園も庭も多い。そこから吹き上がる土つち埃ぼこり。

　オスタスの風。

　野や次じ馬うまたちの声が風に乗って上がってくる。

　目の前のバーチが動き出す。

　七年、ずっと、思い焦こがれた瞬間だ。

　バーチ。

　マリアンナさん。

　僕はあなたをなんて呼んだらいいんだろう。

　でも、時間はまた動き出した。これからまた始まる。繋つながっていく。

「……次の日には回かい復ふくしていたはずだよ。いたずらに、勤きん労ろう者しやの体調を悪くするのは私の本意ではないからね」

　なんの話だっけ。

　ああそうだ、ロールキャベツ弁べん当とうだ。

　バーチの戦せん術じゆつって案外地味でベタなんだよな。

　バーチの話にうんうんとオーガーは頷うなずいた。

「ああ、頭とう取どりは仕方がないとか言いながら、俺たちにずっと見み張はらせてたな。自分も手が空けばずっと見てた」

「ちょっと、こっち来て」

　マルタはそのオーガーの袖そでを持って、軽く引っ張ぱって移い動どうさせながら言う。

　七年ずっと考えていた手順だ。

「なっ、なんだ、探たん偵ていＭ」

　オーガーは当とう惑わくして言いつつも、引っ張られるままになって移動してくれる。マルタは気にせずに言葉を続ける。七年前の会話だけれど、何度も反はん芻すうしたからほぼ完かん璧ぺきに再さい現げんできる。

「バーチ。さっき、貸かし金きん庫この中で、デアスミスって言わなかった？」

　バーチもマルタの行動を不思議そうに見ながら言う。

「……何をやっているんだねマルタ・サギー」

「共きよう闘とう？」

「ああ。いや、何をやっているんだね？」

「まぁ、気にすんな。ここに足あし揃そろえて立っててくれ。動かないでね」

　と前半はバーチに、後半はオーガーにマルタは言ってその重量感のある身体からだをぽんぽんと叩たたいた。

「んで、デアスミスが？」

　いかにも不本意そうにバーチは溜ため息いきを吐ついた。

「あいつが勝手にな。匿とく名めいの手紙はやっぱりあいつだ。私たちが地下二階ですったもんだしている間に、ご自分は貸金庫で優ゆう雅がに盗ぬすみさ。それで別に私の計画に障しよう害がいも無いわけだが、相変わらず不ふ愉ゆ快かいなことばかりする男だ。……だから、さっきから何やってるんだ」

　他にも跳はね上げ扉とびらや出口がないかと見て回っているマルタに、バーチが言い、マルタはバーチを見もせずに答えた。

「いやあまぁ気にすんな。そろそろ行っていいよバーチ。あっあと、彼女を今度の日曜あたり公園に誘さそうつもりだよ。相談に乗ってくれてありがとうな」

　バーチは一瞬黙だまり込こんで言った。

「今度の日曜は、ええと、急すぎやしないかね」

「んじゃ来週にしとくよ」

「あ、はい。いやええと違ちがう、ごほん。……いけない、長なが居いしてしまったな。それではそろそろ失礼するよ、マルタ・サギー」

「はいはい早く行け」

　相変わらず足あし下もとを探さがしているマルタはバーチを見もせずに言う。

「皆みなさんのおかげで、案外楽しい仕事になった。またいずれどこかで」

　と、バーチが身軽に隣となりのビルの屋根にマントをはためかせて飛び降おり、野次馬たちから歓かん声せいが上がる。後のことはマルタは知らない。マルタは屋上に、僅わずかな切り込みを見つけた。

　跳ね上げ式の扉はきっとひとつではなく、ドルーシア頭取はオーガーが乗って動かない扉を諦あきらめて、別の扉に回っただろうとマルタは思った。それがここだ。

「どうしたんだよ、探偵Ｍ」

　人犬族の護ご衛えいが言って、寄よってくる。

「あ、うん。ちょっとね。えーと、オーガーさんはそこにいてね。そうだ、面おも白しろそうだから、みんなこっちに来てよ。あと、助手にかけた僕の上着、持ってきてください」

　なんだどうしたと、護衛たちが集まる。

　ダンピールの青年、人犬族の男、そして人間族の男。







　ドルーシア頭取は、胸むな騒さわぎを覚えていた。

　彼は怒ると冷静になるタイプの人じん格かくだ。そしてその原げん因いんを冷れい酷こくに消し去らなくては気が済すまないタイプの。

　屋上への跳ね上げ扉はいくら押おしてもうんともすんとも言わなかった。

　この扉のことは彼しか知らない。メンテナンスを怠おこたったこともない。おかしい。

　けれど、あの怪かい盗とうと探偵を逃のがすわけにはいかないし、そう、この跳ね上げ扉のことは彼しか知らないのだ。

　やはり彼をして怒いかりは判はん断だん力を鈍にぶらせるものだった。

　彼は狭せまい階かい段だんを下り、天てん井じようの低い通路を走ってもう一つの跳ね上げ扉へと向かった。常つねに隠かくし持っている小さな拳けん銃じゆうを片かた手てに持ったまま走る。息など荒あららげない。小こ柄がらな人間族と侮あなどってもらっては困こまる。三時間の睡すい眠みんで銀行業ぎよう務むを回すには、それなりの体力が必要なのだ。待っておれ怪盗。そして探偵。

　狭い階段を駆け上がり、跳ね上げ扉を細く開けて目を光に慣ならす。

　その扉が蹴けり開けられる。

　そこには自分に銃口を向けた三人の護衛たち。

　そして、春の青い空を背はい景けいにカードを一枚まい手にした、黒くろ髪かみの若わか造ぞう。

　警けい官かん隊がようやく屋上にたどり着いてどっと溢あふれた。

















「いい舞ぶ台たい立てじゃないか、ドルーシア頭取。さて、謎なぞはどうしよっかなぁ。なんでもいいけど。……近年、この銀行に来て、行方ゆくえ不明になっている人の行き先と、銀行の利り益えきの上げ方にしようか」

　遠く、リッツがその声を聞く。

　意い識しきをゆっくり取り戻もどす。警官たちに介かい抱ほうされながら、風に乗って僅かに届とどくマルタの声。

　リッツは寝ねぼけながら、自分でも何な故ぜそんなことを言うのか判わからずに言う。

　夢ゆめの続きだ、きっと。

　マルタが遠いところに旅に出て、ぼろぼろになって帰ってきた夢を見ていたんだ。

　雨に降ふられて、風に吹かれて、嵐あらしに遭あって、それでも悪いことばかりじゃなかったという顔で帰ってきた夢を。

「……おかえりなさい、マルタ……」




　マルタは高らかに呪じゆ文もんを唱える。オスタスの花咲さける晴天の春にその声は朗ろう々ろうと響ひびいた。




「I'm Marta Saggy!」




　黒髪が、春風に躍おどる。








　あとがき




　と、いうわけで。

　蓑みの崎さきも案外楽しかったです。

　えーと。

　蓑崎の人たちについてコメントとかしましょう。

　森もり川かわさん。

　書いていて面おも白しろかったです。オッサンはいいですね。

　愛あい田ださん。

　この変な人、誇こ張ちようはしてますがモデルがいます。

　才さい谷たに信しん。

　話の最初と最後でとても印象が違います。登場のシーンで整ととのった顔と書いてあって、書き上がってから読み返して、あ、そうだっけとか驚おどろきました。

　渚なぎさ。

　年をとっても本ほん性しようは変わりません。

　森川さんと才谷信は、ヘビースモーカーという設定で、喫きつ煙えんシーンをばかすか書きました。久しぶりに煙草たばこの煙けむりをいっぱい書いた気がします。

　私自身は五年前に断だん煙えんしました。

　しかし断煙して困こまるのは、著ちよ者しや校こう正せいの時です。

　うちには大きな机つくえがないのでファミリーレストランに行くのですが、とにかく口くち寂さびしいので何か頼たのんで食べることになります。

　でもおなかはいっぱい。

　でも口寂しい。

　ああこんな時煙草があれば。

　とは思いますが、今更それもあほくさいので、カロリー低めのメニューを探します。

　しかし低カロリーだろうが何だろうがおなかはいっぱいになるので困ります。

　あとデブになります。

　ちなみに著者校正とは、印刷する前に間違いがないか、つじつまが合っていない部分がないかと、校正者さんや編集者さんに見ていただいたものを、書いたひと、ここでは、私、が、ぎゃっとか、ありがとうございますありがとうございますとか、誰が書いたんだこの変な文。あ、私だ。とか言いながら、赤ペンで修しゆう正せいを書き込んでいったり、ここはいいんです！　これでいいんです！　と泣きながら開き直ったりする作業です。







　今回は「眼鏡めがねをかけた青年鷺さぎ井い丸まる太た」というものが登場するわけですが、すみ兵さんの絵が楽しみでなりません。

　いつも素す晴ばらしい挿さし絵えをありがとうございます。







　さて、今回大だい展てん開かいがありました。

　マルタとバーチ・マリアンナさんの関係が大きく変わります。

　次を書くのが楽しみです。

　読んでいる方が、もし私と同じように次を楽しみにしてくださるなら、本当にありがたい幸せなことです。







　そう願いながら、それではまた。


二千七年　　　　　　野梨原花南













マルタ・サギーは探たん偵ていですか？５




探偵の堕天















野の梨り原はら花か南なん
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